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序 文

「明治百年記念館」（仮称）建設に伴う鹿児島（鶴丸）城本丸

跡の発掘調査を，昭和 53年・昭和 54年の 2年間にわたり実施

した結果，遺構や遺物など，貴重な発見がありました。

昭和 57年には，発掘された出 土 品 等 の 整 理 ・ 検 討 を 行 っ て

きましたが，その成果を『鹿児島（鶴丸）城本丸跡』と題し

て発刊するはこびになりました。

「明治百年記念館」（仮称）は，今秋には「鹿児島県歴史資料

センター黎明館」として開館する予定になっております。そ

れに先駆けて本報告書が刊行できることは喜びにたえません。

県教育委員会としては，この報告書が文化財の保護と学術

研究のため広く活用されることを願っております。

発刊に当たり，発掘調査・報告書作成に御指導，御協力を

いただぎました関係各位に対し，心から感謝の意を表します。

昭和 58年 3月

鹿児島県教育委員会

教育長 井之口恒雄



例 言

1 ごの報告書は明治白・年記念館建設に伴う鹿児島（鶴丸）城本丸跡の発掘調査報告書であ

る。

2 発掘調査は，鹿児島県教育委員会が実施した。

3 本遺跡は鶴丸城と通称されているが，本書は鹿児島（鶴丸）城本丸跡とした。

4 本書の執筆はつぎのとおりである。五味克夫先生には玉稿をいただき掲載した。

第 1章～第V章，第VI章第23節-31節，第VII章～第1X章

第VI章第 1節～第22節，第32, 33節

鹿児島城の沿革ー関係資料の紹介一

戸崎勝洋

吉永正史

鹿児島大学法文学部教授五味克夫

5 発掘調査，報告書整理にあたっては下記の先生方の指導助言を得た。

佐伯延次郎（鹿児島県文化財保護審議会会長（前）・鹿児島大学名誉教授），五味克夫（同

副会長・鹿児島大学教授），河口貞徳（同委員・鹿児島県考古学会長），村野守次（同

委員・鹿児島女子短大教授），沈壽官（同委員・陶芸家），三木靖（同委員・鹿児島

短期大学学長），伊藤行（同委員・鹿児島大学教授），沢村仁（九州芸術工科大学教

授），北野隆（熊本大学教授），東中川忠美（佐賀県文化課），大橋康二（九州陶磁

文化館）

6 本書掲載の絵図，写真等は鹿児島大学附属図書館，鹿児島市立美術館，尚古隼成館，東

京大学史料編さん所，鹿児島県立図書館，鹿児島県維新資料編さん所の協力を得た。

7 出土遺物は一連番号としたので，挿図，図版番号は一致する。

8 遺構に用いたレベルは海抜絶対高である。
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第 1章序説

第 1節 調査に至る経過

鹿児島県は昭和40年10月，明治百年を記念して，県民の郷土に対する正しい理解と愛情を深

め，本県の教育文化，特に青少年教育に寄与することを目的として，記念会館建設を計画し，

明治百年記念事業委員会を設罹した。 （同委員会は昭和44年 3月廃止）。

その後昭和43年 6月，記念事業の基本的な構想が決定された。この基本構想のうち，記念会

館の建設場所は，鹿児島市内の旧鶴丸城跡（鹿児島大学医学部跡）とすることとなった。

なお，昭和44年 4月には明治百年記念館建設調査室の設罹。昭和44年 8月に明治百年記念館

建設調査委員会設岡（昭和48年 4月廃止）。昭和48年 5月に明治百年記念館建設準備委員会設

置（昭和50年 4月廃止）等機構の拡充，整備がなされ，昭和48年 7月に，明治百年記念館建設

基本計画が決定され，いよいよ，建設の準備は進んだ。

ところで，建設予定地の旧鶴丸城跡には鹿児島大学医学部が設閻され， B召和49年 8月鹿児島

市宇窟町に移転後も，校舎等の建造物は現存していたために，文化財の確認調合は行われなか

った。この建造物は昭和53年 8月から撤去作業が行われ，昭相53年10月完了した。

そこで，鹿児島県知事から鹿児島県教育長あて， 「明治百年記念館建設予定地（旧医学部跡

地）の調査」について，昭和53年 1月依頼があった。

これをうけて，県教育委員会は，昭和53年 5月，鹿児島大学事務局長あてに，文化財の発掘

調査の同意を依頼し，詞年 8月，鹿児島大学事務局長より発掘調査の同意の回答があり，あわ

せて，昭和53年 9月， 「鹿大旧医学部（鶴丸城本丸跡地）埋蔵文化財発掘に関する覚書」が，

鹿児島大学と鹿児島県の間でとりかわされた，発掘期間は昭和53年10月23日～昭和54年 3月31

Hまで，発掘区域は旧医学部給水塔より東側の区域約 30 0 0 0平方メートルである。

この党書の締結により，発掘調査が具体化したので，県教育委員会は，鹿児島県文化財保護

審議会，（史跡部会）を昭和53年10月開催，同年10月，覚書に基づいて， 「発掘調査実施計画

書」を鹿児島大学に提出し， 10月23日発掘開始までの手続を完了した。

この間県教育委員会文化課では，発掘用具，作業員の確保，発掘方法等の準備を進め，発掘

調査体制が整ったため，昭和53年10月23日（月）から鶴丸城本丸跡の発掘調査を開始した。

発掘調査は頭初，遺構の確認調査として， 20mX 20m単位に，試掘トレンチを設定して行っ

た。その後，遺構の残存区域が確定してきたため，発掘調査も昭和54年12月25Bまで延期する

とともに，県指定史跡となっている堀，大手橋等より内側へ15mの区域は史跡の保存区域とし

発掘調査区からは除外した。従って発掘区域は約 23175m'である。

なお，発掘調査完了後の昭和57年 7月，北御門の改修工事が計画されたため，同年 8月まで

の期間，確認詞査を実施した。
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第 2節調査の組織

•発掘調査

調 査主体者 教 コ日 長 国 分正 明 （昭和53年度）

教 コ円 長 井之口恒雄 （昭和54年度）

調査責任者 文化 課長 公ロ 崎哲 夫 （昭和53年度）

文化 課長 山 下 典夫 （昭和54年度）

課長補佐 荒 田 孝助 （昭和53年度）

課長 補佐 新 時弘 （昭和53-54年度）

調 旦フ 企 画 専 門 員 本蔵 久 （昭和53~54年度）

調査担 当 者 文化財研究員 戸 崎勝洋

文化財研究員 吉永正 史

事務担 当 者 係 長 中 久木 享 （昭和53年度）

主 事 伊知地千晴 （昭和53年度）

主 旦木 安藤幸 次 （昭和54年度）

主 事 天辰 京子 （昭和53~54年度）

●報告書作成

主 体 者 教 ユ円 長 井之口 恒雄

責 任 者 又＇ 化 課長 猿渡侯昭

課長補佐 本 田 武 郎

企 画 主任文化財研究員 諏訪昭千代

担 当 者 文化財研究員 戸 崎勝洋

文化財研究員 吉永正 史

事務担 当 者 主幹兼係長 JI I 畑 栄造

主 旦木 安藤幸 次

主 事 山 下玲子

●明治百年記念館建設調査室

室 長 坂 口 徳幸 （昭和53-57年度）

室長補佐
削ヽ,. 

田 正 伸 （昭和53~54年度）

室長補佐 米盛慶蔵 （昭和54年度）

室長補佐 折 田 豊 （昭和57年度）

室長補佐 新炉満徳 （昭和57年度）

主幹兼管理係長 楠 田 靖夫 （昭和53-57年度）
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第 3節調査の経過

発掘調査は昭和53年10月23日から昭和54年12月25日まで実施した。このうち10月23日から昭

和54年 3月31日までは確認調査，それ以後は二次調査である。発掘調査は，鹿児島大学関係の

建造物の基礎と固い士壌に悩まされたが，関係各機関の協力により，昭相54年12月25日に完了

するとともに，整理・報告書作成作業も昭和57年度実施され，報告書刊行となった。

発掘調査の経過は日誌抄として以下略記する。

• 発掘調査日誌抄

• 昭和53年10月23日（月） ~10月31日（火）

発掘作業開始， 5 m X 5 m のグリッド設定（基準は西側二之丸跡境の石垣ーニ之丸跡発掘調

査グリッドに合わせる）。祖機にて表上掘削。 20m単位のトレンチで掘下げ。

• 昭和53年11月 1日（水） ~11月30日（木）

C ~ a -20~27区， G~ D-22, 23区， q~ s -26~32区掘下げ。近批陶器，土師器，瓦片

出土。雨落溝，上水道石管，根石等検出。重機により盛土除去。

• 昭和53年12月 1日（金） ~12月22日（金）

q ~ s -23~32区掘下げ。 C 1 , 2区石垣後詰確認。階段 (q-22区），礎石検出作業

(q 25, 26区）。河口，石川先生（県文化財保護審議会委員）現地指導。

• 昭和54年 1月8B (月） ~l月31日（水）

q, r -16~19区， D~ C-25~30区， C ~ e -25~30区掘下げ。雨落溝，入口等検出

B ~ a -29区），根石 (B-28, 29区）検出。五味先生（県文化財保護審議会委員）指導

• 昭和54年 2月 1日（木） ~2月28日（水）

C ~ e -16~23区， L~ I -16~18区， J ~P-21~23区等掘下げ。礎石 7基検出 (C'

b -19~23区）， p'qラインの排水路掘上げ。井戸検出 (G-20区）。河口， 1i味先生指

導， H~D~16~18区は七高，鹿大医学部建造物のため破壊。

• 昭和54年 3月 1B (木） ~3月31日（土）

H ~ D-25~27区， A~e -16区， 0, P-26~30区， I~F-26~30区， P, Q-26~ 

35区， P-13~20区， K~E-6~10区掘下げ及び精査。 P-26, 27区に「雪隠」と想定さ

れる遺構検出。水門 (J- 5区），上水道石管 (I~H-6区）検出。伊藤先生（県文化財

保護審議会委員）現地指導，県文化財保護審議会（以下史跡部会と略す）開催。

• 昭和54年 4月 9日（月） ~4月27日（金）

D~I-13~15区， K~ P-11-15区， I~K-10~14区， P~L-6~7区， a~c-

4 ~ 7区掘下げ及び精査。雨落溝の延長 (G-11, 12区），瓦溜 (E-10区）等確認。

• 昭和54年 5月 1日（火） ~5月31日（木）

a~c-4~7区， d~A-4~10区， b, c -8 ~13区， K, L-27, 28区， K~o-

25~30区， h~ n -18~20区掘下げ，精査。

排水溝， K水道石管，根石等検出。井戸掘下げ， i -18区には平瓦を側壁とした排出溝。
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• 昭和54年 6月 1日（金） ~6月30日（土）

h ~ o -16区， h~ 1 -14, 15区， m~ o 14, 15区， o~ q - 8.~12区， c~e-6,

8区掘下げ及び精査。礎石 (j-14区），上水道石管 (e-6, 7区），水利施設 (C 8 

区）等検出。他厄域は攪乱が著しい。

• 昭和54年 7月 2日（月） ~7月31日（火）

h ~ k -28~31区， A, B -24~29区， B~ d -24~29区， h~l-1~5区， j~n-

11~13区， k ~ e -22~24区， c , d -19~24区掘下げ及び精査。礎石 (h~ k -31, j , 

k -28区），排水路 (j-1~3区），上水道石管 (j- 5区），雨落溝 (k. I -2区）

等検出。根石の断面観察。写頁撮影。

• 昭和54年 8月 1日（水） ~8月31日（金）

C-'--e -19~24区， j~n-7~9区， B~ e -24~30区， J~ C - 9 ~ 12区， k~o-

6 ~10区等掘下げ及び写真撮影のため精査。遺構実測。

• 昭和54年 9月 1日（土） ~9月29日（土）

B ~ e - 6 ~10区， A, a - 9 ~16区， h~ p -25~32区， q~ p -25~30区掘下げ及び

精査。遺構実測。池 (d- 8区）精査。写真撮影。史跡部会。

• 昭和54年10月 1日（月） ~10月31日（水）

h ~ o -24~32区， f g 16~23区， h ~ j -12~19区， k~p 12~19区掘下げ及び

精査。 f, g-1~12区は攪乱著しく遺構検出できず。 g, h -16区に地下に階段をもつ施

設検出。遺構平面実測及び写真撮影。

• 昭和54年11月 1日（木） ~11月30日（金）

h~g-1~8区， p, q -11. 12区， h~ p -16~24区， f, g -18~28区掘下げ及び

精査。礎石及び根石断面観察のための裁ち切り。遺構平面実測。航空写真撮影。

• 昭和54年12月 1l::l (土） ~12月25日（火）

石垣を巡る排水溝掘下げ及び精査。史跡部会。沢村仁先生（九州芸術工科大学教授），北

野隆先生（態本大学教授）現地指導。遺構平面実測。現地説明会開催。

・整理，報告書作成作業

昭和57年 4月12日（月）～昭和58年 3月16日（水）

県教育委員会文化課収蔵庫において，出土遺物の水洗，注記，接合，実測， トレス，拓本

レイアウト等を相良政子，山口富子，臼井綾子，行船順子，川ロセッ子の 5名の作業員を中

心に行い， 3月16f--:l (水），パンケース約 30 0箱の遺物整理及び，報告書作成に必要なす

べての作業が完了した。
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第 II章 遺跡の位置及び環境

第 1節地理的環境

鹿児島（鶴丸）城本丸跡は鹿児島市城山町 7 (旧鹿児島大学医学部跡）に所在する。

遺跡の所在する鹿児島市は，藷麿半島と大隅半島を分かつ鹿児島湾（錦江湾）の湾奥の西岸

に位漑し，面積約 180平方km, 人口51.6万の県都である。

鹿児島市の地理的環境を概観すると，鹿児島市の東側に面する鹿児島湾は，その幅約20kmで

南から北に約60km湾入し，薩摩半島と大隅半島を分ける。この湾は，湾北部の姶良カルデラ，

湾南部の阿多カルデラの陥没に・よってできた，一つの大きな地溝に海水が湾入してできたもの

といわれている。その後，姶良カルデラの中央火口丘として生れたのが，現在でも活動を続け

ている桜島である。なお，県下に広く分布している入戸火砕流（シラス）はこの姶良カルデラ

の噴出物であり，パミスは桜島の起源といわれ，それぞれ約 2万年，約 9000年前といわれる。

北東部から西部及び南部にかけては鹿児島市街地をとり囲むように，標高約 400m ~約 100

m前後の台地が連らなっている。このうち北東部の吉野台地は北東部で 100m前後の急峻な姶

良カルデラ壁となって鹿児島湾にのぞむが，最も高いところは約 400mの台地となり，その台

地は，緩傾斜をもって西南方向へ次き，坂元台地に連らなる。坂元台地は約 200m ~ 100 m前

後の台地で，姶良カルデラの外輪山の一部，城山（国指定史跡・天然記念物）に続く。

西部及び南部も同様な台地が続ぎ，鹿児島湾に急峻な崖となってのぞむ。これら台地は新期

火山灰・軽石層でおおわれているが，主体は姶良カルデラの噴出物といわれる入戸火砕流（シ

ラス）である。このシラス層は約 100m にも及び，その上部にパミス等の火山灰が堆積する。

これら台地に背後を囲まれた平野部は， シラス台地に源をもつ，中央部の甲突川，北部の稲

荷川，南部の田上川（新川），脇田川等によって発達した複合三角州にあたるが，鹿児島湾沿

いに，幅約 1km~ 3 km, 長さ約 5kmと狭い。現在は造成が進み工場等が立地する。

以上，鹿児島市の地理的環境を概観したが，鹿児島城周辺の地形について述べると，遺跡地

の西部から北部にかけて坂元台地の先端が迫り，比高差約 100mの崖となって遺跡地に続く。

この台地（城山）の北部は遺跡の北部で傾斜し，小丘を造る。遺跡地は現在標高約11mを測る

が，今回の発掘及び，二丸跡発掘（現鹿児島県立図書館）や嵌等跡（現国立南九州中央病院）の

ボーリング結果などから，本遺跡地を標高約 Smの最高点として，東西に低くなる小丘陵地を形

成し，標高約 6m前後から泥炭地となり海岸に続いていたものと考えられる。この小丘陵地は

東西約 600m, 城山の基部から東南，海岸へ約 150~180m程度のものであろう。

なお，石垣，雨落溝，排水溝，上水道石管等に多く利用された溶結凝灰岩は，本遺跡地の北

東約 3~ 5kmに位置する鹿児島市小野付近の溶結凝灰岩（通称「小野石」，「河頭石」）と考え

られる。
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第 2節歴史的環境

鹿児島市における先史時代の遺跡は，背後地の台地先端部や，小河川によって開析されてで

きた舌状台地等に多く立地するほか，市街地周辺では標高約10m前後の丘陵地に立地する。

旧石器時代では市北の加栗山遺跡，加治屋園遺跡が著名である。加栗山遺跡は細石刃，細石

刃核，石鏃，磨製石斧，大形加工台形様石，剥片等約 7万点が出士した。この遺跡は縄文時代

早期の遺跡でもあり，竪穴住居址群・土琺群等が士器，石器とともに多数検出・出土した。

この加栗山遺跡の近くの加治屋園遺跡では，細石刃，細石刃核等とともに隆線文土器，無文

土賠片 114点が出上し注目された。このほか台地では縄文時代早期の前平遺跡，大正14年 (19

29) 英国人ドクトル・エヌ・マンローによって発掘された石郷遺跡（縄文時代中・後期）があ

る。市街地周辺部の丘陵部には春日町遺跡，若宮神社遺跡，大竜遺跡，南洲i神社遺跡等縄文時

代前期から後期にかけての遺跡が点在する。

巾の南部には台地先端部に骨角器，貝製品，石製品等のほか多数の士器が出土する草野貝塚

（縄文時代後期）が著名である。

時代が下って弥生時代になると遺跡はより海岸に近い地域に立地してくる。遺跡としては，

ーの宮遺跡，笹貰遺跡等多数にのぼる。古墳時代の遺跡では釘田遺跡（鹿児島大学構内）が知

られる。この遺跡からは住居址，木器，土師器，須恵器等のほか河岸のしがらみが検出された

古代の鹿児島は，薩摩国13郡の 1つで，東は大隅国と接していた。その後伴橡大監兼行が，

安和 2年 (96 9) 鹿児島郡神食村に，伴橡館をたてて住んだという。

島津氏と鹿児島のつながりは弘安 3年 (1284) 守護兼地頭島津氏 3代久経が浄光明寺を建

立，先祖の霊を弔ったといわれる頃からで，以後南朝方の郡司矢上・中村氏等の争いで，興国

4彗年 (1343) 東福寺城・矢上城を陥落させ， 5代貞久の子氏久が東福寺城，ついで氏久の

子元久が清水城（清水中学校）に居城した。清水城は背後の山卜と，山下の居館からなり，や

がて居館を中心に初期の城下町が形成されるに至った。

その後天文19年 (1550) 伊作家から出て本宗の家督をついだ島津貴久は内城（大竜小学校）

に移った。この城は平城でのち大竜寺となった。

この内城から鹿児島城への移城は島津家久によって行われ，甲突JIIの川筋の変更等を行い城

下の整備が進められた。城下は鹿児島城を境に東を上方限，西が下方限と二分され，城周辺に

は武家屋敷， さらにその周辺に町屋敷が並んだ。町屋敷は上町 6町，下町12町，西田町 3町か

らなる。藩政期には前之浜干潟地の埋立，堀の凌工等の整備がなされ城下町として発展してい

った。これ等の道筋は名山堀，漑屋石垣等の一部を除きほとんど現在も変らない。

明治維新後は明治 2年 (1869) 知政所，明治 4年 (1871) 鎮西鎮台第二分営が固かれ，

明治 6年 (1873) 焼失する。その後この本丸跡には，鹿児島学校，中学造士館，第七高等学

校，鹿児島大学医学部と引継がれていった。

鹿児島城本丸跡は元禄 9年 (1696), 明治 6年 (1873) と二度の火災によりすべて焼失

し現在では石垣，堀，大手橋を残すのみとなった。
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第 1図 鹿児島（鶴丸）城本丸跡及び周辺遺跡図

-12-



表 1 鹿児島（鶴丸）城本丸跡及び周辺遺跡一覧表

番号 遺 跡 名 所 在 地 時 代 遺 物 等 備 考

1 鹿児島（鶴丸）城本丸跡 鹿児島市城山町 近 世 本報告

2 鹿児島城二丸跡 ケ " 近 世 昭51年県文化課発掘

3 加 栗 山 ，， 川上町 旧石器・縄文・中世
細石刃•細石刃核・石坂式・

鹿県埋文調査報告書 (16)1981 
吉田式・前平式・住居址・堀

4 加治屋園 ,, 川 上 町 旧石器・縄文 細石刃・細石核・陥帯文士器 ケ (14) 1981 

5 即‘’ 平 ケ 吉野町 縄 文 前平式 「鹿児島のおいたち」 1955

6 石 郷 I/ 吉 野 町 ，， 阿晶式・指宿式・市来式・ ,,. 
御領式・鐘ケ崎式

7 春 日 町 I,, 春日町 ケ
春日式・阿晶式・指宿式 ，，， 

西平式等

8 若宮神社 ,,. 池之上町 ，， 西平式・市来式・御頷式 ケ

， 大竜（内城） ，，， 池之上町 縄文・中世・近世 鹿市埋又調査報告書(（ 1)） 1979 
,,, 2 1982 

10 南 i州神社 // 上竜尾町 縄 文 前平式・石匙・石鏃

11 草 野 ，，， 下福元町 ，， 市米式•松山式・草野式・ 県市考埋古学会紀要第 1号 1952 
石製品等 鹿 文調査報告書 (4)1983 

12 の 宮 // 郡元町 弥 生 住居址・弥牛式・石斧等 鹿県文化財調査報告書(1)1954 

13 笹 貫 // 宇宿町 ケ 住居址・弥生式 「鹿県考古学会紀要」第2号1952

14 釘 田 ,, 鴨池町 古 墳
住居址・士師器・須恵器 昭50・51年度
しがらみ 県文化課発掘調査

15 島津磯別邸 ，， 吉 野 町 近 世 国指定

16 田ノ 浦窯 ,, 清水町 // 薩摩焼・窯道具 「薩摩焼の研究」 1941

17 東福寺城 ，，， ,, 中 世 鹿市文化財調査報告書(2)1978 

18 清 水 城 ，， 稲荷町 l1 鹿市文化財調査報告書(3)1980

19 大乗院跡 ケ ,, 江 戸 排水溝・上水道石管・染付 鹿市埋文調査報告書(3)1983 

20 南方神 社 ケ 清 水 町 ,, 

21 稲荷窯 跡 ,, 稲荷町 ,, 社摩焼・窯道具 「薩摩焼の研究」 1941

22 福昌寺跡 ,, 池之上町 ,, 
鹿県文化財調査報告書(1)1954

23 矢上城跡 ク 干月里団地 中 祉 団地造成で消滅

24 竪野（冷水）窯跡 ,, 冷水町 近 世 燕跡・薩摩焼・窯道具 「竪野（冷水）窯跡」 1978

25 長田窯跡 ,, 長 田 町 ，， 「薩摩焼の研究」 1941

26 御用水跡 ケ 冷水町 ケ

27 名山堀跡 ,, 名山町 ,, 

28 琉球館跡 ,, 小）ii町 ,, 

29 玉 里 邸 ，， 玉里町 ,, 長屋門・茶室・池・高枡等

30 甲 ク大 JI I ク

31 西 田 橋 ,, 近 世 「西田橋」鹿県教育委員会
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第直章調査の概要

鹿児島（鶴丸）城本丸跡は明治 6年 (1873) 炎上し，焼失した。その後第七高等学校，

鹿児島大学医学部が城内に建設されたことなどから，城関係の遺構の残存が危惧されていた。

特に近代建築物の甚礎は深く地中にはいるため，医学部関係の建造物取壊しの時は，基礎

部分の撤去には充分の注意がはらわれた。

この撤去が完了した昭和53年10月23日から，発掘調査に若手した。

調査はまず，比較的建造物の少ない個所と，密集個所を選定し，遺構の残存度の比較検討，

検出遺構の時期対比（築城時か廃城時か），検出遺構と「成尾常矩指図」との比較等を主眼と

して行うこととした。

調査実施にあたって， 5m四方を単位とするグリッドを設定したが，この基準線は二丸跡発

掘調査（昭和 51年度・現県立図書館）時に，二丸跡と本丸跡を区切る石垣を基準線として設

定したので，ごれに従うこととした。すなわち略東西線が石垣の線とし，これに略南北方向に

5m間隔のグリッドを設けた（磁北に対し，略東西方向は N-43°-wである）。

そして略東西方向を東へA~N, 西へ a~u, 略南北方向は，石垣を基点とし，略東へ 1~ 

38とし，それぞれA-1区， a -1区と呼称した。

試掘調査は，この小グリッドに従い20m間隔に 2m幅のトレンチをさらに設定し，遺構の残

存状況を把握することとした。その結果，建造物のない所，前・中庭等は比較的遺構の残りが

良いことが判明したため，全面発掘にきりかえた。なお，遺跡を囲む石垣及び堀は県指定史跡

であるため，この保存に影響を及ぼす区域として，石垣より内側15mの範囲は，発掘調査区か

ら除外した。発掘調査は，建造物の甚礎，固い士壌，時として降る桜島の火山灰に悩まされる

なかで続けられた。

調査の結果， C~ P -16~33区に，雨落溝，礎石，根石，排水路，井戸，雪隠，池，水漕等

のほか，明治期の上水道石管が検出された。特に C~ g -18~30区については「成尼常矩指図」

の「虎之間」， 「御対面所」， 「御一門方入口」等と合致し，以後の検出遺構と指図との対比

を容易ならしめた。 K~A-5 ~16区にかけても，雨落溝，根石， J::水道石管，水門，排水

溝，水利施設等検出され，指図による， 「表御書院」， 「奥御書院」， 「麒麟之間」等の位置

をおさえることができた。 g~ o -28~33区は礎石，根石，井戸が良好な状態で検出された

p, qから上段にかけては，階段，根石等が検出されたが，医学部関係の建物で寸断され，

規模を把捏できなかった。このほか， a~n 1~9区付近も遺構が検出されたが，破壊部分

が多く遺構を関連づけられなかった。これ等遺構検出のほか，築城時の盛土，石垣の後詰等，

普譜技術解明の試掘を行い，その解明に努めた。

出士遺物は， P, Qライン上段から多数出土したほか， E-10, 11区には瓦溜が確認でぎた

出士遺物は，薩摩焼各種，伊万里焼をt体に，かわらけ等の陶磁器類のほかに，瓦類，釘，古

銭，鏡等が出士した。概して江戸末期を中心とするものであった。
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第N章層位

本遺跡地の現況高は， pラインから東側が標晶約11m前後で平坦， pラインから城山にかけ

ては標高約13mを測るが，築城時の造成等による地形の変化が十分考えられたために，数ケ所

に試掘溝を掘るとともに，周辺のボーリング結果，既報の地質関係諭文等も参照とした。

その結果， m-15区では現地表面が標高11.5mを測り，以下10.5mが表上（旧医学部造成土）

9. 75mが城構築時造成士，その下位が城山層土の二次堆績となる。即ち III層灰褐色泥炭層（岸

さ50cm) , N層乳白色砂質層（厚さ 20cm) , V層黒褐色砂質層（原さ 70cm) , 川層乳白色砂質

層（厚さ 120cm),Vil層黒色泥炭層（厚さ 30cm) となる。この III層以下が，本遺跡の甚盤層とな

る。この基盤層の上面をたどると， j -15区で8.5m, C -15区で 8m, C -15区で 7.2m ,L 

-15区で5.8mとなり，北東から東南へかけ標高差 2.3m をもつゆるやかな傾斜をもつ。

一方，横断面 C列の土層断面は， C-6区で6.6 m, C -15区で 7.1m, C -25区で 7.7m, 

C-30区で 6.6mを測り，その標高差 1.6m前後でやや平坦となる。また k-6区では基盤層

はllm,I -27区は 9.4m, e -37区は 7.8m を測る。

これらのことから本遺跡は北東から東南にかけて緩傾斜をもつ小段丘であったことが知れる。

築城時は，この小段丘の先端，側端を削りとり石垣，堀を構築する一方，背後の城山を削り，

その土砂を造成士として利用したものと考えられる。

なお第 4図は，城の玄関口に当る C-25-27区の詳細な士層断面図である。この断面図中に

焼土・炭化物・城山層土混腐植土層が観察されるが，この層がC-25区の雨落溝側石の項部レ

ベルとほぼ一致することから，明治 6年 (1873)焼失時の面であろう。なお元禄 9年(1696)

の類火については「…•••田舎 5 百姓共方てより参り而燒士を御底・護摩所之間に持込ミ申内……」

(I日記雑録追録巻21) とあることから，焼失後は焼土等は除去し，整地したことがうかがわれ

る。今同の調査でもこの期と断定しえるものは検出できなかった。

C-27区
礫混腐植土

C-26区
I 

□1腐植土言言

焼土・炭化物・城山層土混腐植土 （礫城山層L含t・) 鉄製パイプ 城山層土混腐植士

焼土，戻化物・城1廿層土混腐植土

城11」層土混腐植土 城山層土混砂土
ヽ

砂・城山層土・凝灰岩粉混土

C-26区 I 

縣植土

C-25区

-JO.Gm 

城山培土 砂・城山層土混土

0 1 m 

1 I I I I l 

第 4図 土層断面図
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第V章遺構

第 1節 遺構全体概観

発掘調査で検出された遺構の区域は，第七高等学校，鹿児島大学医学部の建造物等の基礎に

よって破壊を免がれた， C~ P -17~33区， L~ B - 5 ~15区， b~m-1~9区， p~u-

13~32区等である。従って本来は単一，あるいは連続する遺構も寸断が著しく，全体の規模，

遺構間の関連等の把握が不充分であった。

検出した遺構は，礎石，礎石を支える根石，雨落溝，地上に施設する排水溝 0疑灰岩利用と

平瓦利用），暗梨形排水溝，池，水漕 n疑灰岩をくり抜いた石製），上水道石管（凝灰岩をく

り抜いたもので，藩政期と明治期），井戸，門跡，階段，雪隠，使用目的は不明の水利施設，

出入口等である。

これら遺構のうち，比較的保存状態の良好な C~ g -18~32区について述べると'{疑灰岩切

石を利用した雨落構に囲まれた区域に，安1!1岩質の自然石の礎石及び根石が検出された。根石

は直径 0.7 m ~ 1. 90m, 深1.13mの大形の掘込みに，川原石，凝灰岩片を Hつぶしに用い，強

く叩きしめたものである。

同様なものに J~B-6~9区がある。この区域のものは根石も良く残り，桁行が確定でき

る。また g~ n -28~33区について述べると，この区域は他に比較して礎石の保存状態は良く

近くに井戸 2基も検出された。

その他は前述したとおり破壊が著しく，空白部が目立つ。殊にA~q - 9 -15区， n~u-

1 ~ 8区は完全に破壊されていた。

各々の遺構のうち根石は C~ f -18~29区， J~B-8, 9区のものには，直径，深さとも

異なり，上屋構造の相違が推察されたし，上水道石管についても，藩政期と明治期では，接合

部，栓の位岡，大きさに相達がみられた。また暗渠形排水溝は城内に多数検出された。このう

ち石垣をとりまく排水溝の排水口は城壁に達し，石垣の保護も兼ねていたものと思われる。

井戸は 5基検出され， 3基を掘り下げた c その結果，井戸枠は水圧に耐えうるような構造で

あったり，雨落溝の側石は地中に埋設する部分は粗く仕上げ，露呈部は細かくノミを入れてて

いねいに仕いfる等のI夫が随所にみられた。

また，現在，明治初期撮影の写貞 5葉及び，成尼常矩になる指図が現存しているので，これ

等と今回発掘調査で得た遺構との比較検討を重ねたところ，検出遺構は明治 6年 (1873) 焼

失した城遺構と原則的に一致することがわかった。したがい，今回調査した遺構は廃城時のも

のと結論づけることがでぎよう。また造成等の普譜作業過程の解明にも留意したところ，小丘

地に，背後の城山の士砂（城山層士）を引ぎならしたこともわかった。

しかし，連続すべき建物が寸断されているために，全体の殿舎規模把握を行えなかったこと

は残念である。

以下各項ごとに検出遺構を説明する。
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第 2節建物跡

前節のとおり建物跡に付随する遺構を検出したが，後世の建造物で寸断されていることや，

仝域を記載し説明する煩雑さを避けるため，本節では，比較的にまとまりのある区域毎に分け，

A~M地区建物跡と呼称し記述する。

(l)A地区建物跡（第 6図・図版 4)

C~  g -18~29区を A地区とした。この区域は御楼門，唐御門を経て人る本丸の正面に位置

する。唐御門より約28mを隔て，正面の石垣と平行な雨落溝がある。この雨落溝は C, B -23 

~29区で西～東比に走り延長 28. 4 mである。東北端は C, B -29区で直角に屈曲し北西に直

進する。 C-29区で破壊されているため先端部は不明である。西端は C, B -23, 24区で東南

に直角に屈曲したものが， G-23区， G-22区でさらに鉤形に屈曲して J-23区で排水路に達

する。この雨落溝は床面幅73cm, 深さ約14cmを測る。側石は外側と内側では約12cmの若があり

内側側石が高い。床石，側石ともに凝灰岩切石を利用し，幅15cm前後，長さ 110~150cm前後

のものを使用し，土中に埋設する部分は祖い仕上，露里部はていねいな仕上げである。傾斜は

C, B -25, 26区を最頂点とし，約 1.5度で左右に領斜する。このことは，中心的な出入口の

C, B -25, 26区に雨水が残らないよう配慮されたものと思われる。

この雨落溝には，①C, B -25, 26区，②A-29区，③C-29区に出人口が検出された。

①は幅 3.8m のもので， i疑灰岩切石 6枚を差懸ける。暗渠部分には幅10cmの支石を置ぎ，内

側側石とのレベル高の統一を図る一方，面前には幅27cm, 長さ 195cmの練石を 2本配する。②

は①同様の構造であるが，差懸ける切石は 3枚，幅も 2.3mと狭い。③は破壊されていたが，

差懸切石が乗る側石部分に粗仕上げが認められたため，出入口とした。また①の左右 2.5m の

床石には，幅 3cm, 長さ 17cmの柄穴が平行に 2ケ所掘り込まれていた。

雨落溝の内側は，側石に綺ぎ幅45~60cm前後，長さ 83cm前後の切石を敷き，犬走りとし，さ

らに， B~ C-29区では，犬走りに添い垂直に配したと思われる切石が，倒壊して検出された。

も1つの雨落溝は b-19~24区にかけて検出されたものである。 b-19, 20区で直角に屈曲

し， C-19区に至り，再び南西に延びる。北東端は 6-24区で破壊されているために不明であ

るが， B~ 6 -23, 24区に雨落溝が確認されていないため， G~B -23, 24区の雨落溝の延長

線との交点， b-24区が終末と考えられる。雨落溝の構造は前述のものと同一である。

b -21~22区の外側側石には，粗仕上部があり，出入口の可能性がある。床石，側石とも破

壊が著しい。

これ等の雨落溝と， h-18~25区に検出された雨落溝の区域内に礎石及び根石が検出されたc

礎石は， C, d -20区に 7個現位置で検出されたもので，安山岩質の自然石を利用し， 50~

80cm前後のものである。いま礎石の中心間を計測すると，柱間約185cm, 柱間 112cm, 143cm 

1 78cmを測る。

その他の区域にも礎石に利用していたと思われる自然石が検出されたが，転倒等で現位躍を

とどめるものはなく，またその数も少なく，大部分は抜取られていた。
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1 24基検出された根石は径70cm前後と径 100~190cm前後の大小に分類でぎる。深さも径の

大小に比冽する。大形の根石は径 190cm, 深さ 113cmの掘り方に，玉利石を主体にし， i疑灰岩

片も用いる。蹂灰岩片は根固めの折に，破砕し粉末状となって玉砂利の目つぶしの効果を挙げ

ている。この方法は根石径の大小の相違には無関係である。

この地区の根石の特徴は，大小の 2種類があり， しかも延長線上に統一的に配されない根石

がみられることである。このことは元禄 9年 (1691) 焼失前と再建の根石が存在することに

起因する。ただ雨落溝の変更がみられないことから，再建時の殿舎平面規模は甚本的に変更は

なかったものと考えられる。この地区は指図によると「虎之間」， 「敷舞台」， 「御対面所」

に当り，本城では表門よりの玄関口で，対面，接客等中心的な建物である。根石が他の建物跡

と比較して大ぎく，深いことも上屋構造の重摩さをうかがわせるものである。

第 2表 A地区建物跡計測表 （単位cm. ( )は径）

礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値

1~2 188 42 - 43 195 99~100 150 3 - 1 144 99 - 90 400 123 ~ 117 300 
(110) (92) (160) (54 X 50) (175) 

5~6 150 43 - 44 207 100 - 101 178 62 - 37 594 110 - 107 210 126 - 89 400 
(70) (72) (130) (70X68) 

6 - 7 130 44 - 45 218 104~105 112 37 - 28 175 107 - 101 190 89 - 88 300 
(70) (172) (88X74)(74X72) 

7~8 134 45 - 46 162 105 - 106 143 28~20 210 101 - 94 165 88 - 87 158 
(180) (158) (62X 50) 

8 - 9 208 46 - 47 210 106 - 107 178 21 - 9 214 94~92 174 87 - 75 309 
(JOO) (150) (150) 

9 - 11 404 47 - 48 534 110 - 111 470 9 - 2 615 92 - 91 158 75 - 68 400 
(152) (110) (160) (125) 

11 - 12 220 48 - 49 268 111 - 112 238 63 - 39 595 91 - 86 270 68 - 57 300 
(160) (140) (148) 

12~14 358 58 - 60 140 112 - 113 220 39 - 11 580 86 - 84 200 57 - 48 338 
(150) (150) (115) (115) 

19 - 20 438 60 - 61 302 113 - 114 140 40~12 545 84 - 82 200 48 - 26 318 
(170) (168) (144) (150) 

20 - 21 154 61 - 62 190 114 - 115 204 12~4 240 82 - 81 190 76 - 69 395 
(90) (150) (130) 

22 ~ 23 180 62~63 410 115 - 116 250 61 - 42 595 81 - 80 235 69 - 49 630 
(90) (108) (160) (120) 

24 - 25 290 63 - 64 540 116 - 117 260 42 ~ 30 185 80 - 78 325 49 - 27 368 
(184) (200) (150) 058) 

25 - 26 510 64 - 65 218 120 - 121 375 30 - 14 390 67 - 54 200 124 - 125 400 
(86) (162) (130) (170) (128) (140) 

26 - 27 262 65 - 66 268 121 - 122 250 104 - 98 185 56 -- 46 400 10 13 
(154) (164) (155) (70) (70) 

33 - 34 llO 66 - 67 290 122 - 123 260 85 - 83 300 46 - 24 390 15 16 18 
(76) (80) (125) (125) (98) (70) (70) 

34 - 35 140 68 - 69 265 19 - 5 208 83~79 550 24~17 182 29 31 32 
(78) (120) (135) (110) (90) (90) 

35 - 36 150 73 - 74 300 70 - 60 362 79~77 330 47 - 25 395 50 51 52 
(120) (120) (130) (110) (70) (150) 

36 - 37 208 75 - 76 250 60 - 59 160 77 - 74 165 112 - 109 220 54 71 134 
(72) (160) (158) (75) (70) (95) 

37 - 38 208 77 - 78 442 59 - 34 430 74 - 72 210 109 - 102 150 135 127 128 
(190) (130) (130) (90) (60) (80) 

38 - 39 190 79 - 86 240 61 - 36 598 72 - 65 192 102~97 200 129 133 130 
(194) (160) (190) (150) (llO) (60) 

39 - 40 200 85 - 86 240 36 - 20 395 65 - 55 200 120 - 113 300 131 132 
(188) 1178) (160) (65) (70) 

40 - 41 170 96~97 230 20~8 190 55 - 43 395 121 - 115 300 93 95 103 
(160) (114) (178) (110) (135) (90) 

41 ~ 42 200 98~99 108 8 - 3 495 105 - 99 185 122 - 116 300 118 119 136 
(140) (80X60) (68X76) (85) (160) (150) 
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(2)8地区建物跡（第 7図・図版 5)

H~  E-13~16世を B地区とした。この区の周辺区は破壊が著しいため，西及び南東区に検

出された遺構と結びつけることは出来なかった。 H-14~16区に幅 9cm, 長さ 50~55cmの緑石

が点在し，その南東H-15区には玉砂利のたたぎが認めたので， この建物の前庭と考えられる。

また， K, J -14区の雨落溝が直進するが， H, G-14, 15区付近で破壊されていたため，

H-14~16区の接合部は明確にでぎなかった。また H~C-13区も校舎基礎で赦切られていた

ことにより， 12区以西の遺構と結べなかった。ただ K~H-14区の根石の延長線上に， B地点

の根石が乗ることから， C地点の建物跡とは結合するものと思われる。

根石は21甚検出できた。根石は平面形円形で長径70~130 cm, 深さは10~60cmを測り，概し

て浅い。使用する石は砂利，凝灰岩片である。配列は 1~ 5, 6 ~ 8, 9 ~ 10, 11 ~ 13, 14~ 

17, 19~ 20の間と 1~21, 2~20, 4~7, 5~17, 12~16の間が結べる。

2~5, 6~8の平均値は196cm, 11~13, 15~17は29 6 cm , 1 ~ 19, 2 ~ 20は301 cmであ

り， D-14区と D-15区の根石は梁行，桁行とも延長には乗らない。また， 1 ~ 9, 9 ~14, 

14~21は 1~ 9の280cmを除き他は 365~385cmの間隔である。また 2~6, 4~7, 5~8 

は平値108cmを測り，他の根石に比較して接近している。指図では「表御書院」にあたる。

第 3表 B地区建物跡計測表
（単位cm ( )径）

根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値

1 - 2 305 9 - 10 300 16 - 17 302 19 - 21 365 11 - 15 190 4 - 7 100 
(120) (llO) (115) (85) (JOO) (102) 

2 - 3 200 11 - 12 310 19 - 20 300 5 - 8 114 13 - 17 200 
(95) (130) (98) (90) (92) 

3 - 4 175 12 - 13 280 1 - 9 280 2 - 6 110 
15~18 

212 
(95) (llO) (110) (73) 

4 - 5 205 14 - 15 300 9 - 14 385 6 - 10 190 18 - 20 164 
(85) (90) (125) 

7 - 8 205 15 - 16 292 14 - 19 370 10 - 11 195 12 - 16 210 
(80) (84) (110) 

(3)C地区建物跡（第 8図・図版 5)

L ~H-12~15区を C地区とした。この区の北東K, J -14区には床面幅65cmに側石が付き

全体輻90cmの雨落溝が，南東～北西に延び，対面には南西～北西に延びる幅130cmに平行する

側石が検出された。このうち K~H-12, 13区の側石の内側には床石等検出されなかったが，

明治初期に撮影された K~G-13~14の建物の奥に板壁築地をかい間見ることができるので，

築地が想定される。これ等は南側にも延びるものと思われるが，石垣の保護区に当り確認はで‘

ぎなかった。また，北側は B, D地区建物跡の遺構に接合するものと思われる。

根石は，雨落溝，第地等に挟まれた区域に， 18基検出できた。雨落溝とは約140cm, 築地と

は280cmの間隔がある。この築地との間は破壊が著しく，梁行が 1間延長されるか，庇が付随

するかは不明である。ちなみに，梁行根石平均値 192cmは充分にのることから 3間の梁行が考

えられる。

根石は平面形が円形で長径80~120cm。深さ 20~70cmを測り， 1~2, 3~9列は深く，使

用したi疑灰岩片も大きい。これに比較して10~18列は浅く使用石も小さい。
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根石中心間の計測値でみると，梁行根石間は 194cm。桁行根石間は 3- 4, 10-12の300cm 

を除き，平均 187cmを測る。

この区域は，指図によると 「熊之間」に堵り，ここより懸橋を経て「能舞台」が西側に図

示されている。能舞台は検出されなかった。

第 4表 C地区建物跡計測表
（単位cm ( )径）

根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値

3 - 4 300 10 - 12 300 16 - 17 175 6 - 14 194 3 - 10 200 
(62) (82) (72) 

5 - 6 185 12 - 13 184 17~180 182 7~16 200 4 - 10 200 
(105) 1112) (80) 

7 - 8 215 14 - 15 190 1 - 3 200 8 - 17 190 11 
(100) (80) (75) (JOO) 

8 - 9 175 15 ~ 16 300 4 - 12 180 9 - 18 175 
(99) (105) (100) 

＋
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(4)D地区建物跡（第 9図・図版 6)

G~D-9 ~13琶を D地区とした。 この地区は西南～東北， G, F-9区から G, r -12区

にかけて幅90cmの雨落溝が走る。 一端はG-9区で直角に F-9区方向に屈曲する。他の一端

はG-12区で消滅しているが， C地点の策地と想定された縁石と交わるものと思われる。東，

西はそれぞれ C, E地区建物跡と接続する。根石はこれ等に挟まれた区域に検出された。面前

の根石と雨落溝間は約 340cmである。根石は平面形が円形で長径90-124cmを測り． 深さは30

~50cmと浅い。使用石は凝灰岩片， 砂利のほか軽石を使い， よく叩ぎしめられている。

1 ~16, 5 -17の根石の間約 6mには瓦留や破壊が著しいため根石の検出はできなかった。

梁行根石間は平均値は 199cm,桁行根石間は 2-4の 259cmを除けば198cmである。

いま梁行根石間の平均値199cmを1-16, 5 -17の空白部に閥けば 2基の根石がほぼ等間隔

に配されることになるが， 発掘調査では根石は検出されなかった。

第 5表 D地区建物跡計測表 （単位cm ( )径）

根石番号 計測値 根石番号 計澗値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値

4 - 5 608 8 - 9 195 13 - 14 590 2~4 259 10 - 13 186 8 - 11 190 
1110) (JOO) (97) (124) (90) 

5 - 6 195 10~11 605 14~15 204 4 - 7 175 13 - 16 210 11 - 14 195 
(115) (ll5) (95) (90) (115) 

7 - 8 608 11~12 205 1 - 2 208 7 - 10 202 5 - 8 215 14 - 17 185 
(102) (90) (110 (100) (120) (llO) 
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(5)E地区建物跡（第10図・図版 6)

J~E-7~9区を E地区とした。この区は根石及び雨落溝が三方を巡り，遺存度の良好な

区域である。 D地区からの雨落溝はG, F-9区で直角に屈曲し H-9区に至る。延長部は不

明だが， J - 7, 8区の雨落溝の延長上と交わると思われる。 J- 7, 8区の雨落溝は J- 7 

区で直角に屈曲し， F-7区に達する。これ等の雨落溝に囲まれた区域に35基の根石が検出さ

れた。この根石は E-8, 9区で F地区， E, F - 9区でD地区と接合する。

また．西側には雨落溝の排水を受けた暗渠形排水溝が，南東方向に巡る一方， この排水溝の

さらに西側には藩政期の卜水道石管が検出されている。

根石は平面形が円形で長径70~100cm, 深さ 20~40cmと浅い。使用した根石はf疑灰岩片，砂

利のほか軽石の多用が目だっ。各根石中心間の距離は，桁行根石間が190~2llcm,平均値198

cmとほぼ一定しているのに対し， 1 ~24, 2 ~25列の梁行根石間隔 24 7 cm, 2 ~ 25, 3 ~ 26列

が231 cmである。この部分は写貞（図版62一④）でみると別棟の建物に当る。また14~16列の中間

の15同様の根石が 4~5間にあったとすればこの間隔は約150cmとなる。この地区は指図によ

ると南側より「麒麟之間」， 「サギノ間」に当り，明治初期の写真（図版62) もこの地区のも

のである。写真から入母屋造りの 1列の建物で，正面には面皮柱をもつ士庇のつく建物である

ことが知れる。
第 6表 E地区建物跡計測表 （単位cm ( )径）

根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値

1 ~ 11 190 6 - 17 196 10 - 22 185 6 - 7 191 15 - 16 140 22 - 23 190 
(801 (90) 

11~24 210 7 - 18 200 22 - 33 211 7 - 8 180 16 - 17 185 24 - 25 248 (80) 188) (70) (84) 

12 - 25 190 8 - 19 201 1 - 2 250 
174) 9 - 10 180 17 - 18 187 25 - 26 230 

3~13 200 19 - 30 196 2~3 235 11 - 12 245 18 - 19 187 30 - 31 137 (70) (90) (95) 

3 - 26 196 20 ~ 31 200 3 - 4 196 12 - 13 230 19 - 20 145 31 - 32 160 
(80) 

4 - 14 190 9 - 21 199 4 - 5 285 13 - 14 210 20 - 21 140 
(70) (90) (85) 

5 - 16 201 21~32 201 5 -- 6 190 14 - 15 150 21 - 22 190 
(82) (105) (70) 

(6)F地区建物跡（第11図・図版 6)

D ~ B-7 ~10区を F地区とした。この区は南東でE地区建物跡と連続するが，他について

は破壊が著しく不明である。根石は平面形が円形で長径70~130cm, 深さ 35~60cmを測り，根

石には軽石を多用し，他に凝灰岩片，砂利を利用する。 0 -8, 9区に傾斜した床面にしつく

いで目詰めをした水利施設が検出された。この水利施設には導水施設が設置されていることか

ら建築遺構との関連は深い。なお 1はD地区建物跡の 3に結ばれる可能性がある。

第 7表 F地区建物跡計淵表 （単位cm ( )径）

根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値

l~2 185 8 - 9 195 15~16 105 12~8 182 13~9 185 17 - 11 195 (90) (90) (120) (100) 
3~4 200 10~11 200 16 - 17 95 8~6 185 9 - 7 185 22 - 18 200 1110) (85) (90) (100) (100) (65) 

4 - 5 195 12 - 13 203 17 ~ 18 86 6 - 4 182 7 - 5 200 20 21 
(l 05) (115) (130) (92) (70) (86) 

6~7 205 11~15 90 3 - 2 228 19 - 13 195 15 - 10 190 
(JOO) (80) (105) 
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(7)G地区建物跡（第12図・図版 7)

b-c-4-6区を G地区とした。

b-3-8区，西南より東北にかけて暗渠形排水路が埋設され， この暗渠形排水路には， b

-4, b-5, b-6, C-6区に雨水を集める排水跨がつながる oC, d-5区には，輻 9

cmの檬石及び切石の遺構， d-4, 5区には幅65cmの雨落溝，及びこれと平行に縁石が検出さ

れている。これ等に囲まれた範囲に根石が検出されたが，破壊が著しく全体を把捏することは

でぎなかった。根石は長径55-110cm, 深さ 20-50cmを測り，軽石を多用し， i疑灰岩片，砂利

を使用している。軽石は良く粉砕され，目つぶしの効果もあげているが，根石 1よ一般に小型で

ある。指図との関係は不明確で 第 8表 G地区建物跡計測表 （単位cm ()径）

ある。 1 ;~l~:: I t:i::i l<~;o:~;o) 『tli:l~jI悶）石～番：I it::r~j I :;:: 盆d4)
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(8) H地区建物跡（第13図・図版 7)

g ~ n -28~32区を H地区とした。

二の地区のうち g, h -30~32区には幅50cmの縁石が南西より北東に走り，北西から南東の

g ~ n -27, 29区には幅95cmの雨落溝及び， I -27区には井戸が検出され， H地区を区切る。

また北西方向は n-30区に縁石，同じく北西から東南方向には井戸，縁石で区切られている

ため，この地区の建物跡の区域はこれ等に囲まれた地区として限定される。

検出された礎石，根石も合計74基を数え，他に比較して遺存状況の良好な区域である。

礎石は安山岩質の自然石を利用し，大きさは40cm前後のものと， 60~80cm前後を測るものの

2種類に類別できる。小礎石は束石に用いられたのかもしれない。

礎石を支える根石は断面図でみるように長径55~110cm, 深さ 40~80cmの掘込みに'{疑灰岩

片を主に，目つぶしに玉砂利や士砂を用いて固める。礎石はこの根石上に置かれるが，円形の

掘込みの中心に必ず据えるものでなく，柱間の位置により若干ずれるものもある。

第 9表 H地区建物跡計測表 （単付cm ( )径）

礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計浪lJ値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値

1 - 2 200 28 - 29 180 50 - 51 195 73 - 74 185 16 - 26 190 64 - 71 194 
(105) (80) (35X45) (58 X 70) (73) 

2 - 3 164 29 - 30 200 51 - 52 203 75 - 76 201 26 - 38 203 5 - 10 190 
(100) (55 X 40) (60 X 66) (80) (47 X 72) 

3 - 4 230 30 - 31 193 52 - 53 204 76 - 77 91 38 - 50 205 20 - 30 195 
(65X80) (95) (JOO) (48X45) (32 X 35) 

5 - 6 194 31 - 32 176 53 - 54 198 77 - 78 94 50 - 61 185 30 - 42 185 
(65 X 80) (95) (50 X 40) (105) (60 X 80) 

6~7 196 32 - 33 210 54 - 55 168 78 - 79 396 61 - 69 180 42 - 54 200 
(JOO) (78X 58) (52X 50) (80 X 50) 

7 - 8 195 33 - 34 188 55 - 56 209 9~11 204 69 - 78 220 54 - 65 196 
(90) (50) (80X49) 

11 - 12 335 35 - 36 312 56 - 57 355 24 - 35 198 17 - 27 214 31~43 180 
(80) (90) (83X70) (65X95) (90) 

12 - 13 370 36 - 37 190 58 - 59 320 35 - 47 210 27 - 29 195 43 - 55 190 
(85) (72 X 50) (65X45) 

15 - 16 200 37 - 38 200 59 - 60 180 47 - 58 174 29 - 51 218 55 - 66 196 
(90) (95) (60 X 72) (85X55) (75) 

16 - 17 200 38 - 39 215 60 - 61 221 25~36 180 51 - 62 190 66 - 72 204 
(80) (68) (35 X 48) 

17 - 18 205 39 - 40 190 61 - 62 180 36 - 48 215 62 - 70 165 32 - 44 204 
(85) (70 X 94) (30X35) 

18 - 19 160 40 - 41 204 62 - 63 200 48~59 190 18 - 28 190 44 - 56 195 
(90) (80X95) (87X70) 

19 - 20 205 41 - 42 170 63 - 64 203 59 - 68 185 28 - 40 190 56 - 67 196 
(32 X 55) (60 X 75) (40X40) 

20 - 21 365 42 - 43 195 64 - 65 195 68~75 200 40~52 209 8 - 14 400 
(90X 72) (70 X 85) (110) 

21~22 405 43 - 44 200 65 - 66 187 15 - 37 435 52 - 63 194 14 - 21 398 
(83) (70 X 80) (37X48) 

22~23 200 44 - 45 195 66 - 67 196 37 - 49 200 63 - 79 395 21 - 33 180 
(95) (80X 75) (80 X 60) 

24 - 25 310 45~46 170 68 - 69 400 45 - 60 190 19 - 29 195 33 - 45 195 
(80X65) (75X70) (62) (90) (80) 

25~26 402 47 - 48 320 69 - 70 190 60 - 71 385 29 - 41 194 34 - 46 200 
(45X45) (80X57) (72X80) (65) 

26 - 27 200 48 - 49 185 70 - 71 400 2 - 13 415 41 - 53 215 46 - 57 194 
(55) (60) (75 X 65) 

27 - 28 185 49 - 50 200 71 - 72 384 13 - 16 340 53 - 64 192 
(83 X 66) (45 X 47) (80 X 65) 

礎石の大小を柱間でみると， 24~ 58, 25 ~ 75, 28 ~ 79, 21 ~ 45間は各 1間毎に大形の礎石を
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配する。 38~78, 29~ 70, 41 ~ 71, 43~ 72についてみると，各 2間には小形の礎石を用いてい

る。またこれに対する 26, 20, 30も小形の礎石であることから束石が想定される。

大形礎石を柱間でみると， 3 ~ 5, 35~45が各 1間毎に大形の礎石が配されているほか， 24

~33では， 24~25を除き 3~4間毎， 47~56は 4間毎， 58~67は 3~4間毎である。

なお， 71, 72, 73, 75, 76, 78, 79といった礎石は大形である。

礎石はいずれも平ら面を上にとり，根石は掘り方の底部に比較的大形の礫を置き，礎石の周

辺部に従って小形の礫片等を用いる。殊に礎石63は大形の凝灰岩片を用いている。

他の根石の構造も同様であるが，礎石の小形のものは掘り方も浅く，根石径も小さい。

また礎石24, 35, 47には焼失時の柱痕が認められた。計測によると 35の柱痕は21X17cm,47 

の柱痕は16X 16cmを測り，使用された柱の大きさを知ることができる。

定位漑と思える礎石の面のレベル差は12cmであることから，建物は柱により高低の調整が行

われたものと想定される。礎石の面は平面にする程の細工はない。

以l:,礎石，根石について述べたが， この地区の建物は 9間X13間に， 1間X4間の張出し

の付く建物が考えられよう。従って井戸①が建物にとり込まれた可能性は薄い。

指図による建物は「鷲之間」， 「大身分獨番所」， 「獨役所」， 「釜屋」， 「蔵方目附」，

「物奉行所」に当り，全体の配置からいくと北御門近くの北方の隅になる。

(9) I地区建物跡（第14図・図版 8)

h ~ j -18~24区を I地区とした。

この地区の h-18~25区，西南から東北にかけては幅 115cmとった雨落溝が検出され，この

地区の建物の限界となる。この雨落溝は中ほどに禄石を配閥し，片方にはi疑灰岩切石の床石を

施設する。片方には床石は認められない。また i-22区を角とした平行な縁石が検出されてい

るので．建物の分離も想定される。西方 j, k -18, 19区には長方形の池も検出されたが，こ

の地区も破壊が著しく全体を把握することはでぎなかった。

指図によるとこの地区は「大目附座」， 「御用人座書役」， 「月番座」等に当り， 「二階」

や「二階共二」の注記のあることから，本地区の建物跡は 2階建が想定される。

なお 1~11の礎石，根石は縁石とずれることから第七高等学校時のものとも考えられる。

第10表 I地区建物跡計測表 （単位cm ( )径）

礎・根石番号 計測値 根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 根石番号 計澗値

1~2 190 12 - 13 322 20 - 21 240 36 - 38 200 24 - 29 150 15 - 22 175 
(70) (65) (80) (130) (100) (80) 

2 - 3 185 13 - 14 240 21 - 22 180 38 - 39 200 12~19 175 23 27 
(60) (85) (100) (118) (80) (80) 

3 -・4 370 14~15 180 25 - 26 322 6 - 10 146 19 - 25 190 28 34 
(50) (130) (100) (108) (90) (100) 

4 - 5 180 15 - 16 380 29 - 30 200 2 - 7 132 25 - 30 220 37 
(60) (68) (40X50) (75) (75) 

6 - 7 225 16~17 180 31 - 32 200 7 - 11 146 13 - 20 185 
(70) (40 X 70) (150) (80) (90) 

7 - 8 190 18 - 19 200 32~33 192 3 - 8 132 20 - 26 180 
(80) (llO) (110) (JOO) 

10 - 11 220 19 ~ 20 322 35 - 36 240 18 - 24 260 14 - 21 160 
(40 X 4o) (130) (100) (JOO) 
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(lO)J地区建物跡（第15図・図版 8)

i ~m-16~18区を J地区とした。

この区の i~1-16, 17区には幅30cmの平瓦を縁石に利用した幅40cmの排水溝が走り，左右

の建物を分ける一方， m-17区を角とした縁石が直角に屈曲し I-18区に伸び，この方向の建

物の限界を示している。 h-16~18区， h~m-15区以西等は破壊により，礎石，根石等の検

出はできなかった。また i~m-18区も同様であるが， j, k-18, 19区には池が検出されて

いるため，この方向の建物の限界はおのずと知れよう。 k-17区には径60.2cmを測るi疑灰岩を

くり抜いた石筒を埋設している。用途は不明である。検出された 8基の礎石のうち27には焼失

時の柱痕が認められ， 15X 15cmを測るもので，用いられた柱の大きさがうかがえる。礎石は安

山岩質の自然石である。根石は長径60~100 cm, 深さ 30~40cmの掘込みに，凝灰岩片，玉砂利

をひき固めたものであるが概して貧弱である。礎石，根石間隔の計測値は表示するごとくであ

る。

この地区は城内の位臨でいけば，中央，城山寄りの奥まったところである。指図によれば，「書

役方」， 「御家老座」， 「御家老席」である。また指図には「茶湯所」がとり組まれているが，

第11表 J地区建物跡計測表

礎・根石番号 計m値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値

7 - 8 170 4 - 5 200 16 - 17 180 (80) (85) (48X60) (50X60) (75) (60) 

8 - 9 200 5 - 6 200 17 - 18 175 (100) (80) (74) 

9 - 10 160 4 - 7 100 18 - 19 182 (70) (90) 

10 - 11 380 5 - 12 100 19 - 20 250 （侶X55) (95) 

11 - 12 200 1 - 3 200 22 - 23 180 (55X55) (70) (60) (70) (92) 

12 - 13 200 3 - 6 100 23 - 24 175 
(70) 

(ll)K地区建物跡（第16図・図版 8)

（単位cm ( )径）

礎・ 根石番号 計測偵

24 - 25 182 
(60) 

26 - 27 210 (SOX 45) (68X 43) 

2 14 
(50X 50) (62) 

28 
(40X 60) 

本調査では検出でぎなかった。

北西部は排水溝⑲の角に延長

線がくるが，この地区も破壊

が著しく何らの遺構も検出で

きなかった。

q, r -30~33区をK地区とした。この区は城全体の配置からいえば北方隅，城山際にあた

る。前面は約 3mの段差をもつ石垣，後方 (q, r -31, 32区）には布甚礎， r -30区に凝灰

岩くり抜き水漕が検出された。この区はすでに削平され，根石が浮ぎ上った状態で出土した。

使用された根石は約50~60cmの大形凝灰岩を中心に，小形の凝灰岩を飼石に用いたもので強

固である。根石間隔は表示するごとくであるが，根石の利用状況，間隔が短かいこと，布甚礎

を付随すること，指図によると， 「御数寄屋蔵」，「蔵」， 「御数寄屋」に当ることから，この

建物は蔵が想定される。

第12表 K地区建物跡計測表
（単位cm ( )径）

礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値

1 - 2 150 14 - 15 150 24 - 25 150 9 - 10 100 18 - 20 80 10 - 12 100 

3 - 4 150 16 - 17 150 1 - 3 75 11 - 13 106 20 - 22 95 
15 - 17 100 

17 - 19 100 
7~8 150 18 - 19 150 3 - 5 90 13 - 14 100 22 - 24 100 

19 21 80 
9 - 10 150 20 - 21 150 5 - 7 90 14 - 15 100 2 - 4 70 21 - 23 90 

11 - 12 150 22 - 23 150 7 - 9 100 16 - 18 100 8~10 100 23 - 25 100 
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(12)L地区建物跡（第17図・図版 9)

q, r -24-26区を L地区とした。

この区は城全体の配置では北方の位置で背後には城山が迫る奥まったところである。

前面は約 3mの段差をもつ石垣に接し，東側では q-26区の階段で区切られる。その他固辺

は鹿児島大学医学部の施設により破壊されているために全体像はつかめない。

磋石は安LIJ岩質の大形自然石を利用している。根石の構造は，大形凝灰岩を中心に据え，他

の石で飼石とするものや，比較的大形の凝灰岩片を深さ 40-60cmの深さに埋めこみ強固に仕上

げている。

礎石，根石間隔は表示するごとくである。 K地区建物跡と同様である。恨石等の状況から蔵

に類する建物か，あるいは，この区は現在でも湧水があり，基盤も城山層土の二次雄積物であ

り，地盤が軟弱なために基礎を強固にしたのかもしれない。因みにこの区は指図によると「御

納戸」と図示されている。

第13表 L地区建物跡計測表

礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値 礎・根石番号

1 - 2 130 17~18 122 27 ~ 28 
(50 X 50) (45 X 52) 

6 - 7 100 18 - 19 100 12 - 16 

8 - 9 100 20 - 21 125 16 - 20 
(40 X 48) (40 X 60) (80 X 42) 

10~11 100 21 - 22 122 20~25 

12 - 13 125 22~23 100 13 - 17 

13~14 122 25 - 26 125 17 - 20 

16 - 17 125 26 - 27 122 21 - 26 
(42 X 50) 

(13)M地区建物跡（第18図・図版 9)

J ~ G -28~31区を M地区とした。

計測値 礎・根石番号 計測値

100 6 - 8 114 

100 8 - 10 100 

80 10 - 14 100 

llO 14 - 18 JOO 

100 18 - 22 80 

80 22 - 27 110 

llO 2~3 178 

（単位cm ( )径）

礎・根石番号 計測値 礎・根石番号 計測値

3 - 4 100 28~29 100 

4 - 5 110 29 - 30 115 

5 - 7 75 

7 - 9 114 

9 - 11 100 

19 - 23 80 

23~28 110 

この尻は正面枡形を経て「唐御門」に至る右側，北東の位置で，城全体の配漑では北東隅寄

りである。 28基の根石が検出でぎたが，この区も破壊され，建物を想定復元することはでぎな

かった。根石は長径60~90cm, 深さ 15~40cmの掘込みに，凝灰岩片を利用し，祖雑さが惑じら

れる。また H-28区には疑灰岩切石を箱形にした施設， H, G -27, 28区には枡形に続く排水

溝があわせ検出されたが建物跡との関連はつかみきれなかった。

各根石問隔は表示するとおりである。指図によると吋師兵具奉行張番所」に当る。

第14表 M地区建物跡計測表
（単位cm ( )径）

根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値 根石番号 計測値

1 - 2 320 13 - 14 200 18~19 170 3 - 4 150 9 - 12 100 14 - 16 190 
(80) (90) (82) (60) 

6 - 7 200 15 - 16 200 23 - 24 180 10 .- 18 360 12 - 13 95 16 - 21 150 
(90) 

7 - 8 200 20 - 21 200 24~25 150 11~19 360 13 - 15 190 23 - 27 200 
(76) 

10~11 170 21 - 22 350 25 - 26 120 5 - 6 220 15 - 20 150 
(70) (80) 

11 - 12 200 17 - 18 110 1 - 3 220 6 - 9 200 7 - 14 394 
(60) 
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第 3節 礎石・根石の種類（第19図・図版10~12)

礎石は A地区建物跡の c, d -20区， H地区建物跡の i-m-28~32区， J地区建物跡の i

~ I -20区と K地区建物跡に数基検出された。これ等の礎石は安山岩質の自然石で40~80cmで，

面はその石の平坦面をそのまま利用し何ら加工を加えない。礎石の大小のうち， H地区建物跡

ではあきらかに束石と思えるもの (50, 51, 53等）は小形である。また礎石には柱痕が残り使

用された柱の規模がうかがえるものがある (5) 。

根石は各地区に多数検出できたが，各地区によりその規模，構造に相違がみられる。 6, 7 

はA地区建物跡の根石が径 120~180cm, 深さ 80~120cmを測り，掘込みには小形石片を詰め

強固に仕上げる。この筐の建物は城全体の配罹では正面及び儀式等菫要部にあたるため，建物

の規模の大きさがう

かがわれる。⑧は J

-14区でやや小型化

し，根石には大型の

石片，軽石目つぶし

に玉砂利， i疑灰岩片

を用いている。いま

この根石をもつ建物

を明治初期の写真に

照らすと（図版62-

①⑤)瓦茸ぎの数寄

屋造りの連物である。

⑨は i-20区， J地

区建物跡の根石であ

る。根石には， i疑灰

岩片軽石を用い，比

較的浅く仕上げる。

⑩は⑧に連らなる建

物跡の根石で，軽石

を多用し，深さも 45

cmと比較的に浅い。

⑪は E-12区， C地

区建物跡の根石であ

る。 30cmと浅い掘込

みである。

これ等のほか， K

ーロ〉一

① (d-20区）

@ (d-25区）

賣
@ (i -20区）

□ 
② (I -30区）

⑦ (A~26区）

夏
⑲ (c -8区）

口
言
R

⑧ (J -14区）

II・-
ヽ⑪ (E-12区）

0 1 m 

I I I 

第19図 礎石・根石の種類
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地区， L地区の礎石，根石は，大形の根石を中心に置ぎ，礎石との隙間には飼石を施し，より

強固に仕上げている。

M地区はこれら他の地区に比較し，掘込みも浅く粗雑な根石となっている。

以上各地区の礎石，根石の特徴を列記したが，要約すると中心的な建物の A地区建物跡は径，

深さともに大きく，以下 B,C,D地区建物跡が構造は同一でも小形化する。

E~G地区建物跡では凝灰岩片のほか軽石を多用しているのが特徴である。 H~J地区はや

や大形の石片を利用し，一部には軽石も用いることなどが挙げられる。

このような変化は，上屋構造の規模のほか，建築時期差も考えられよう。

第 4節雨落溝（第 5, 20, 21図・図版12, 13) 

雨落溝は①～⑫検出された。①は北東隅 (M-34区）を角とし石垣に平行に巡るもので，輻

10~20cmの側石に幅約60cmの床面が付く。溝と石垣に囲まれた幅約 lmには漉灰岩切石を 2列

に敷きつめて犬走りを施設する。雨落溝の雨水は D-35, J -35区から暗渠形排水路を経て石

垣の排水口より掘に落ちる。②～④はA地区遺構に述べたが， C, B -23, 24区で屈曲した溝

は， G-23区およびG-22区で三度屈曲し， J -22区で暗渠形排水路に接続する。この②の雨

落溝には, C, B -26, 27区， A-29区， C-29区に出入口の施設がある。また E-C-23,

24区の内側側石には幅 8cm, 長さ 28cmの切込みが180cm間隔で配されており，板築地等の施設

が想定される。なおこの縁石面には「四」～「＋四」の刻印がある。同様な切込みはG~J-

22区の内側石にも施されている。この部分は 7~ 9 cm, 30~40cmで170~220cm間隔で施され

ている。側石は内側が隔30~35cm, 長さ 60cm, 外側側石は幅15cm, 長さ 110~160mの凝灰岩

切石で，長大なものは C~G-23, 24区に多用している。

なおこの雨落溝にはG-23区， J -22区に蓋石の欠損した出入口が確認された。

③は b-19, 20区を角とし b-24区方向， C-19区方向に走り， C-19区で直角に屈曲し C

-18区方向に至るが先端はいずれも不明である。側石は幅15cm, 長さ 90~110cmの凝灰岩切石

を用い，床面幅は70cm, 深さ約20cmを測る。床面のレベル差は b-19区と C-19区に 5cm, 2 

度の傾斜をもって C-19区へ傾斜する。 b-21区に出入口がある。

④は f-18区に長さ 4m検出されたもので，側石幅15cm, 床面幅70cmを測る。傾斜角 2度を

もって g-18区へ傾斜する。

⑤は J, k -14区に検出されたもので側石幅15cm, 床面幅68cmを測る。｛項斜角度 2度をもっ

てL-14区へ傾斜する。この雨落溝は C地区建物跡の東端のもので，西側は G~ I -12区に側

石がわずかに残存する。

⑥は F, G-9 ~12区にかけ検出されたもので，両端は F, G - 9 , F , G -12区で屈曲し

F, G-9区ぱ E地l又連物跡に付随する。側石は露呈面部で幅 9cmに統一し，ていねいな仕上

げをし，埋設部は幅15cmとなり粗い仕上げである。床面幅は60cmを測る。

G-10区の外側には側石に接し縁石を漑いていることから，出入口が想定される。

⑦は F~J-7~9区にかけて検出されたもので， F, G-9, J-9, J-7区にそれぞ
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れコーナをもつものである。 E地区建物跡に付随する雨落溝である。

F~H-9区の雨落溝の側石は⑥同様に幅15cm, 長さ 55~80cmのi疑灰岩切石の素材を，露呈

する面は 7~ 10cm幅にていねいに仕上げ，埋設部は粗く仕上げる。床面幅ぱ60cmである。

G~J-7区には幅55cmの床石が15.4mにわたって検出されたが，側石ぱ I, J -7区の内

側に2.5m , F, G-7区3.8mに存在するのみである。外側の側石は I, J - 7区でみると床

石と暗梨形排水溝の間約40~50cmには凝灰岩切石が床石と同一レベルに敷きつめられているこ

とや， J -9区も床石から直接暗渠形排水溝に接することから，ある時期には雨落溝の機能は

失なわれ，内側の側石は王縁石として利用されていたことがうかがわれる。

なおG-7区， J - 9区の床石に 15X 30cmの穴を穿って，雨水はこの穴から暗渠形排水溝②

へ流入するよう工夫されている。また F-9区にはとい受け石が検出された。

以上のことから本地区の建物跡にはといが施設されていたことがわかる。ちなみに写真（図

版62ー④）をみると士疵にといが見える。

⑧は d- 4, 5区に検出されたものである。幅 9cm, 長さ 40~125cmの側石に，幅40cmの床

石を配し，深さ 15~16cmである。この雨落溝の北西1.7mには玉縁石が平行に走り， これらには

さまれた区域，及び北西部はしっくいで叩きしめられている。雨落溝は d-5~d-4区にか

け約 1度の傾斜をもつ。両端は欠損しているため他の遺構との関連は把握しえない。

⑨は l, k~m-2区に検出されたものである。側石は幅10cm, 長さ 40~55cmと幅15cm, 長

さ55~95cmの 2種類で，西側側石に幅広のものを使用する。床石は幅70cmを測る。溝の深さは

15cmである。 I, m-2区に 2ケ所の角をもち，終末は j-1~3区の排水溝に接統する。

この区付近は指図によると「御裏御書院」， 「諸座敷」が図示されている。

⑩は e, f -29~32区に検出されたもので，北御門の正面に当る。 f-28区を甚点とし， f 

-32[lで欠損する。側石は幅19cm, 長さ 80~116cm, 床石幅60cmを測る。

側石は北西方向 (H地区建物跡）を約10cm高くし，この雨落溝で段差をつくりだしている。

そして上段側石の面は H地図建物跡，下段側石の面はA地区建物跡のレベルと略水平につな

がる。基点 (f-28区）から北御門方向へ雨水は処理されていたものと思われる。

指図によるとこの地区は「高奉行所」， 「六組触役所」に当り，本雨落溝はこの建物の北西

部の桁行に付随するものであろう。

⑪は g~ o -27, 28区に検出されたもので，東側は H地区建物跡，西側は井戸 2に接する。

基点は不明で，終末は排水溝⑲に接続する 3 側石幅20cm, 長さ 25~92.5cm, 床石60cm, 深さ

15cmを測る。

⑫は h-18~25区にかけて検出された。この溝は A地区建物跡と I地区建物跡に付講するも

のである。 3列の側石を平行に埋設し，区切られた 2つの溝のうちの南西側の溝には床石を配

し，他の 1つには床石を施設しない。側石は両端が幅15cm, 長さ 50~120cm, 中央が幅・12cm,

長さ 50~80cm, 床石幅30cmを測る。床石を施設しない溝は幅20cmで，溝全体幅は75cmを測るも

のである。
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第 5節排水溝（第 5, 22~27図・図版13~15) 

排水溝には暗渠形排水溝と開口形排水溝に大別される。

また開口形排水溝は凝灰岩切石を使用するもの，平瓦を使用するものに分類できる。さらに

i疑灰岩切石を使用するものも有蓋，無蓋に細分できる。

これ等排水溝ば暗渠形排水溝が大形で，開口形は小形である。

検出された排水溝から，単なる城内の雨水処理のみでなく，石垣を保護するためにさまざま

な工夫と知恵がこらされていたことがわかる。

① （第22・23図）は，枡形石垣及び，正面石垣に平行に埋設された暗渠形排水路である。

この排水溝には J-22区で雨落溝②， L-7区で排水溝②， L-5区で排水溝③が接続し，

これ等の雨水を集め， 1つは J'K-

20区から枡形石垣に流す。

この雨水は K-21区の枡形内で受け，

再び暗渠形排水溝を伝い， 0 -21区で

堀に落す。

1つは L, M-1区，本丸と二丸を

区切る石垣から堀へ落している。

構造は第22図に図示するように，側

石には幅30-40cm, 長さ 30-70cm前後

の凝灰岩切石を面を合わせつつ 2段な

いし 3段に積みあげ，床石は短ざ＜敷

きとする。側石には幅30-70cm, 長さ

lm前後の切石を架け蓋石とする。側

石の後詰めはないが，側石と蓋石のす

ぎ間や，蓋石の両端はずれごみを防ぐ

ために割石を渥くこともある。床石は

割りぐり石等はせず直接に属く。また

蓋石のずれを防ぐため黒しつくいの目

ぬりをする個所もある。溝幅は約80cm

深さ約70cmを測る。

排水溝②は J, K-7, 8区で 3本

の支線及び L-7区の水利施設の排水

をそれぞれ受け①に接続する。排水溝

③は J- 5区の水門から「御池」の水

を受けて L-6区で①に接続する。構

造は排水溝①と同様である。

oヽ
t
 ．．

 m 
~
 

ー 10.5m

rzzza 

第22図排水溝①実測図
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④ （第24図）は b, c-4~ 

8区に検出されたもので， b-

8区で 2本に分岐する暗渠形排

水溝である。この排水溝は城内

西側の雨水を処理するもので，

B-1区の石垣へ続き堀へ落さ

れる。側石は幅30cm, 長さ 90X

80cm前後の凝灰岩切石を 1枚用

いる。床石は30~35cm幅の凝灰

岩切石を約70cm間隔に配し，そ

の間には何らの床石も置かない。

蓋石は溝幅にみ合う凝灰岩切石

を架ける。

この構造の排水溝は他に排水

溝⑤が学げられる。排水溝⑥も

暗渠形である。

排水溝⑫は幅20cm, 長さ 50~

90cm前後の凝灰岩切石を両側石

とし，床石は短ざく敷ぎとする

溝の幅30cm, 深さ 20cm前後であ

る。用材，規模とも小形である

ため，すぎ間が目だつ粗い作り

である。他に⑬，⑮，⑯等が同

ー構造である。

排水溝⑭は⑬に隣接して検出

されたもので，幅25cm, 厚み10

cm前後の｝疑灰岩をくりぬき凹形

に仕上げ，蓋を架けるものであ

る。接合部は黒しっくいで補強

したものがみられた。

同様な構造の排水溝は⑧～⑩

である。

いずれも終末は大形排水溝に

接続する。

~ 
゜

lm 

第24図 排水溝④実測図
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第25図 排水溝⑫ ・⑬ ・⑭実測図
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排水溝⑰ （第26図）は i-m-16~17区に検出されたものである。

20 X 30cm X 

25~30cmの平

瓦を，約半分

土中に埋設し

側壁とするも

のである。

⑰は溝幅40

cm, 深さ 15cm

を測る。床面

は敷石を用い

ることもない

簡略なもので，

床面には 7cm 

の厚みで砂が

堆積していた。

同様なもの

は I-23区に

残欠として検

出されている。

本節では排

水溝にまとめ

たが，雨落溝

の可能性もある。
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第26図排水溝⑰実測図

排水溝⑲は p~ r -13~35区にかけて検出されたものである。この排水溝は上段と下段を区

切るものである。したがって，側石の面は上段と下段で1.5~2.5mの比高差がある。上段面の側

石は凝灰岩切石を整層積みに 10段積みあげる。下段の側石は現存 2段で，溝の幅は80~140cm 

を測る。上段側石の基部には60cm, 長さ 4.5m前後の角材が胴木として使用され，不等沈下を防

いでいる。この排水溝は上段部と城内奥部の雨水を集め， p-36区で堀に排出する。

以上排水溝について記述してぎたが，排水溝①は城内中央より前面，排水溝④ぱ城内中央よ

り西側二丸寄り，排水溝⑲は上段及び城内城山寄りの雨水を集め，それぞれ堀に排出する機能

をもった中心的な排水溝であったことが知れる。また暗槃形排水溝は地中に埋設することで，

目障りを避ける一方，地表面は面として活用できる利点があったものと思われる。しかしまた

埋設することで沈澱する土砂の排除の困難さも併せもっていたであろう。床面傾斜は 2度前後

におさえられ，急激な雨水流入による床面の流失，崩壊からの保護もしのばれる。
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第 6節池（第28~30図・図版16)

池と推定される逍構は 2ケ所検出された。

指図によると，二丸寄り， 「御角屋蔵」の内側に

「御池」と記してあるほか，二丸寄り城山側及び，

城内中央城山寄りにそれぞれ「池」の記載がある。

このうち「御池」は明治初期の写真（図版62一④

～⑥）によって往時を偲ぶことができる。

この「御池」はグリッド図に従えばE-I-3-

5区あたりに該当するが， この区域は第七高等学校

のプール建設地であった。このプール建設時に，池

は壊された。しかし寺いに当時の勝目清鹿児島市長

の配虎により，市立鴨池動物園内に移築され，いま

再び明治百年記念館建設に伴い，城内に復元される 第28図 水門実測図

のである。移築時の規模は詳かでないが，搬出した石等には番号が付され，移築時の平面図と

1 m 

~ 

ともに残されている。発掘調査では池の規模等は当然検出し得なかったが， J - 5, 6区に水

門（第28図）が検出でぎた。この水門は城面より約50cm地下にあり，水門口には，平行 2列の

溝を刻んだ石柱をもつものである。また K, L-7, 8区には上水道石管の末端から上位に水

の流れを変えた施設が検出された。これは写真にみる瀧石組の施設と位潰的に符合することか

ら池に関する施設と考えられる。

j , k -18, 19区（第29図）は構造，

指図にポされた池の位潰及び形状から

池とした。 i疑灰片切石で囲った内側に

は切石を敷ぎ，接合部は黒しっくいで

目づめをし，漏水を防ぐ。切石を敷かな

い部分は犀さ 10cmほどの黒しっくいを

塗り込む。矩形を呈していたものと思、

われる。 c, b-7, 8区（第30図）

は 3.5X4mの楕円形のもので，底面及

び， i疑灰岩片を配する側壁には厚さ 5

cmほどの黒しっくいを塗り込む。東端

部には暗渠形排水溝が付設されている。

深さは最深で70cmを測る。

以上今回の発掘で検出された池は 2

ケ所，そのほか「御池」に付隋する水

門，上水道石管であった。
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第29図池①実測図
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第 7節井戸（第5, 第31~33図・図版16・17)

発掘調査で得た井戸跡は 5基である。

井戸① （第31団）は k-32区， H地区建物跡の北西部に隣接して検出された。

90 X 45cm, 幅18~22cmの凝灰岩切石の両端の直角の角を45度に切り切面としたものを 4枚組

合せて井戸枠として積上げる。 4枚の側石は各切面が密着するように配謹する。このような構

造であれば，内側へかかる圧力はこの切面に集中するため，各井戸枠がずれ込むといった幣害

を防ぐことができる。この工夫は他の井戸枠に共通して用いられた技法である。

井戸①は平面形110Xll5cmの正方形を呈し，排水施設は K-33区へ排水溝を付けている。

井戸枠の積上げは，幅23mの掘抜きとし，順次床面より積上げたものである。この井戸枠の

積上げの際の作業を容易ならしめるため，片側の井戸枠は壁面近くに寄せ，片方は広くとり，

井戸枠を積み上げて埋上する。井戸② （第32図）は I-27区に検出されたものである。

井戸枠は 150X 45~ 60cm, 幅20cmの凝灰岩切石を使用し，切面を合わせ正方形に施設する。

150cmの正方形である。井筒はコ字形の凝灰岩切石を 2個繋ぎ，中央部繋ぎ部分に幅20cmのえ

ぐりを人れる。井筒の高さは80cm ヽ
である。周辺に畳石があるが，こ

れは後祉の施設である。掘り方は

25mを測り，片方を広くとること

は井戸①同様である。現湧水面は

標高約6mである。井戸③ （第33

図）は K-6, 7区に検出された

もので構造は他の井戸と同様であ

る。 1.45X 1. 5mの正方形を呈し， ° 
井戸枠は幅25cmと約20cmのi疑灰岩

切石を利用し，不揃いである。こ

の地区は地盤が軟弱とみえ，掘り

方は上面で 5m, 地表下約 4mに

段を設けている。井戸④は F-19,

20区に検出された。現湧水面は標

高4.63m (掘水面3.8mのとき）を

測る。井戸⑤は J- 4区に検出さ

れた。④，⑤とも構造は①～③と

同様である。保存区域のため断面

観察は行わなかった。
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lm 

ゴ

灰（,マ-,褐ノ/色ガn粘ン,I ＇ 質質只含土凸むL層） , 

城—-山→-層土---J（マンガン質含む）

-55-

611 j二

u 

ー 11m

l1/ ,,1 にク|

杉 ~ 
城山層土

----灰-------(~ マ褐ンガ色`  ＇四.上含-層も

-茶褐-色粘土層-

臼 f-----淡・・茶・・褐・-色-土壻

第31図井―① ： 

----

戸実測図



こ

ロ
CJ 

゜ ~lm
I, I I 

-12m 

城山層造成士層

灰褐色粘質土層
（マンガン質含む）

黒色粘質土層

乳白色粘士層
（マンガン質含む）

淡灰褐色粘質土層

灰褐色粘質土層

層
か

土

り
混

軍

ー
凰
四
尻
臼

-----~------ー・

城山層造成土層

黒色粘質土層
―→-

灰褐色粘質土層
（マンガン質含む）

黒色枯質土層

乳白色粘土層
（マンガン質含む）

淡灰褐色粘質土層

灰褐色粘質土層

砂 層
小ノ石

9
,

＇ 層

第32図井戸②実測図

-56-



゜

~ 
lm 

'
／
后
謬
／
ー
杉
仔
屁
屁
伶1
/／／
/
/
9
/／占役貧，゚

混土層

（掘り方）
混上層

（掘り方）

城山層上

混り造成土

黒褐色土層
（マ／ガン質含む）

- --¥ 
黄褐色砂質層

青灰色土層
-....... --. -

8
 

亨
//9//／，
9
/／
ー
名
汐
／
／
謬
仄
召
賃
諷
須
吼
冒

城山層土

混り造成土

浮遊．軽石
多し

黒褐色土層
（マンガン質含む）

黄褐色砂質層

青灰色土層

第33図井戸④実測図

-57-



第 8節上水道石管（第 5, 34~36図・ 図扱17~19) 

上水道石管は 9本検出された。これ等は構造，遺構の切合い等から，藩政期①～④, 明治期

⑤～⑨に分類でぎる。藩政期の卜．水道石管は幅広で短かく，栓が石管の中央部から接合部近く

にある。一方明治期の上水道石管は細長く，栓が接合部に位買することの相違がある。

①はC~K-6, 7区に検出されたもので現存総延長39.2mを測る。②と併走したものが，

G-6区で②と交叉しK, L-7区に至る。終末部は第40図に図示するごとく上部に水を導び

くため，石管の上面に10X 10cmの孔を穿つ。石管の底面にはi疑灰岩切石を据え，不等沈下を防

ぐとともに，同様の切石を側面に押え石とし固定化を図る。

石管は30X 30 X 55~ 75cm前後の凝灰岩切石の角柱に径25X 25cmの孔を穿つ。孔にはしつくい

を塗り込む。石管は雄形と雌形を接合し，この接合部にもしつくいを塗る。各石管＿ヒ面には径

15cm前後の孔を穿ち，凝灰岩製の切石の栓をし，再び黒しつくいを塗り込み，漏水を防いでい

る。また 8-7区の末端部の導水部分は黒しつくいで塗り込められ，廃棄が考えられる。

②は B~L-6~8区に検出されたもので現存総延長45.2mを測る。①と併走したものが G

-6区で交叉し、 K-6区で宵曲し L-7区に至り終末となる。この終末部は排水溝②の置石

に乗る。終末部の末端は欠損し不明である。石管の構造は①同様であるが，①に比較し石管が

わずかに小さい。 G-6区の栓を塗り込めた黒しつくいには木葉痕が認められた。

③は J~L-6, 7区に検出された。 D~I区を欠くが， A~C-4~6区に検出されたト

水道石管に続くものと思われる。現存総延長23.2mを測る。 C-4区では石管に栓をした後土

管を黒しつくいで固定している。導水口部も黒しつくいで塗り込めている。士管が本水道石管

の水を利用したものか不明である。

なお 6-11区に現存長1.9mのt水道石管が検出されたが，①～③のいずれに繋がるものかは

わからない。この石管の栓部には甕（黒薩摩焼）片が付着していた。石管②の木葉痕と同様，

黒しつくいを塗り込んだあとの形くずれ等の防止を図ったものと思われる。

④はQ~ S -29, 30区に検出されたもので現存総延長12.4mを測る。石管幅は25~30cmであ

るが，長さは30~70cmと不揃いで，仕上げも粗い。ところでこれ等藩政期の上水道石管が， ど

の地区から城内に導入されたかは，水源の所在とおおきく関わるため課題であった。④は城内

奥部に位置するために，この石管を追い求めて発掘を進めてみたものの，末端は S-30区で切

断されており，課題を解決するには至らなかった。ただ，石管の配謹状況から背後の城山方向

であることは推察できる。

以上①～④が藩政期の上水道石管である。以下⑤～⑨までの明治期の上水導石管について記

述する。

⑤は C~ d-23~27区に検出されたもので現存総延長42.9mを測る。 A-26区で南に屈折し，

B-23区で再び屈折し C-23区に至る。これよりは鉄管にて C, 0-24区の水槽に導かれてい

る。石管の構造は，石管，接合部，栓，導水口，接合部及び栓部にしつくいを塗り，漏水防止

を施す等は藩政期の上水道石管と同様であるが，石管は30X 40~90cmとなり，長尺のものが多
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く，わずかに小形化する。栓の位置は接合部に置かれていることが藩政期の上水道石管と異な

る。なおこの上水道石管を明治期とした理由の 1つに， A~d -26, 27区において，根石との

切合いが認められたことが挙げられる。

明治期の上水道石管は他に⑥ (c~e-7, 8区），⑦ (A~h-5~9区） ⑧ n -31~ 

33区），⑨ (t, u-13~18区）に検出された。

以上，検出された上水道石管について述べたが，耐圧式の上水道石管であることが最大の特

徴である。この石管の創設年代は不明であるが， 「管窺愚考」に水神塚記文として，

そもそも此用水のはしめは享保八年癸卯のとし御造り初めありてあふけなくも水筋の

屋敷々々は双方五尺力''りの程，相常の料くたしおかれ御用地になし閾れけるが常天

保十亥年迄百二十四年相成ものかはり時移り久しくなりゆくま>に人もいりかはり，

かのよしあるをもわきかね薗の樹木はおのれのれ生茂り，根さし長くはひり，なかれ

を戸さし， もれ水多く，いはんかたなく，イ段初めの御修補にてはなかなかならぬ氣し

まなれは，このたひ新刻石をもて御城内まて七百四十間のあいた御仕調あらたに水神

を建立するものなり。

とある。これに依れば享保 8年 (1723) に創設され，天保10年 (1839) には大改修が行われ

たことがうかがえる。この御用水の水源は鹿児島城の北西約1.2 kmの冷水町に所在する。城内

との比高差約 50 m, 距離にして1.3 kmに及ぶものである。この水源地は「天保年間鹿児烏城

下絵図」の冷水付近に「御用水」として描かれている。この水源地から城内までの経路は不明

であるが，鹿児島市水道局に保管されている（年代不詳） 「旧水道冷水線宵測平面図」によれ

ば滑川の右岸，城山の裾部をとおり，本丸の北方向約0.3 kmの岩崎谷に達している。また，こ

の岩崎谷に架かる橋を「御用水橋」と呼ぶことから，藩政，明治期の上水道の経路が知れる。

城内に引込まれた上水道の余水は城下にもたらされ，市井の飲用水に利用されていた。

「鹿児島ぶり」 （伊東凌舎著ー天保 6, 7年頃＝） （第36図）の下町の風景の中に，石造の

高枡と箱水が描かれ，また「薩摩風土記」 （第35) には同様な高枡が記載されていることから

城下では，余水を利用していたことがうかがえる。この渇枡は玉里邸（現市立女子品校）に現

存している。（図版19)。ただ．城内の余水の利用ではあったろうが，本丸跡で検出された上

水道石管は終末がいずれも明確であることから，三丸あたりの余水の利用が考えられる。 （ニ

丸跡は昭和51年度県文化課で発掘調査をし，多くの上水道石管を検出し，その一部は城外へ延

びている）

これ等の上水道石管は他に大龍遺跡［内城，のち大龍寺の跡で現大竜小学校］ （鹿児島市埋

蔵文化財発掘調査報告書(1), 1979) , 大乗院跡〔清水城の居館，のち大乗院で現清水中学校〕

（鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告書(3), 1983) , 名山小学校〔二丸前〕のほか，磯島津氏別

邸。玉里島津氏別邸には高枡が 2基現存する。
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第 9節水漕（第37図・図版19)

発掘調査で検出された水漕は 2甚，他に L

-32区と，城 [[j裾部に 1甚確認されている。

水漕①は C, D-24区， A地区建物跡に付

く雨落溝②が直角に屈曲する C-23, 24区の

東側で， 「唐御門」より「虎之間」までの庭

の西偶でもある。

この水漕は3.44 X2. 85cmの矩形を呈し，四

隅を丸く仕上げる，深さ 80cmを測る。水漕は

凝灰岩の一枚石をくり抜ぎ側壁幅20cmに仕上

上げたものである。

四隅の 1つに幅 8cmの切込みを入れ，オー

バフローの水を流すようにし， このオバフロ

ーした水は側面下にしつらえた幅18cmの排水

路で受け， D-24区の雨落溝②に流すしくみ

になっている。

水漕②は r-30区， 「御数寄屋蔵」付近に

検出されたものである。側面は欠損し床面の

り一23午―寧
0-24区 C—諏

llm -

第37図水漕実測図

み残る。床面は2.0lXl.7 m を測り，ややいびつな平面形である。

第10節 その他の水利施設（第38~40図・図版20)

第39図の水利施設は C-8区に検出されたもので，長径60-70, 短径25-30, 厚み30-35cm

の疑1天石布石を矩形に積み上げ，一辺の隅には水の流入口がある。深さ lmの位置の側石には

5 X 3 cmの柄穴 3個を対に穿つ。用途については不明である。

第40図はD-8, 9区に検出されたもので，側石には凝灰石の布石を 3個づつ使用し，各四

隅は交叉させる。傾斜した床面の床石のすき間には黒しっくいを目づめに用いる。

側面の一

辺には蓋付

の凹型の排

水溝が付け

られている。

用途につ

いては不明

である。

r-. 「----i,-

0 1~ llm-

I I I 
-10.5m 

==7 
第38図 その他の水利施設 第39図 その他の水利施設
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第40図（図版20) はK, L-7, 8区

に検出されたものである。

上水道石管②の末端部は石管の上面に

孔を穿ち，導水を上向きに変える。この

前方には中央部をくぼめた60cm角の凝灰

岩切石が据えられている。 （このくぼみ

は台庫と考えられる）

またこの切石に接続して蓋付きの幅30

cmの排水路があり，末端は暗渠形排水溝

②につなぎ終末水の処理をする。上水道

石管，排水溝とも埋設されていること，

この区固辺ぱ「御池」に当るところから

「御池」に付関する水利施設が考えられる。

第11節橋（第41~43図・図版21)

橋はo-S 22-23区， 「御楼門」前の堀に架かる橋（大手橋）と， C - f -36-38区，「北

御門」の堀に架かる橋（北御門橋）がある。

-
0 1 m 
I I I 

第40図 その他の水利施設

大手橋は総長15.8m, 幅8.2 m花尚岩製の石橋である。堀には縦横各 5例25本の直径45cmの

円柱石を橋脚とし，柱上に方36cmの横梁をのせ，これに方33cmの桁を架す。桁上には40X170 

cmの花岡岩切石を平行に敷きつめ床版とする。勾欄は平行部に径30cmの親柱 8本を配する。そ

の間隔は5.2 m で，床版の石に柄恙しとし，袖の 4本の柱は1.2 m 左右に開き掘立としてある。

勾欄は架木，平桁地覆からなり，親柱間には束をおのおの 2個づつ入れている。親柱及び両

袖部の柱には青銅製の擬宝珠を冠す。

この大手橋は「旧記雑録後編」の慶長11年 (1606) の条に「同年六月六 H鹿陽城棲門前板橋

既新城為渡初」とみえることから慶長11年木橋として架橋された。その後文化 7年 (1810) に

はこの木橋を石橋に変えたいとの願いに対する募府の許可があることから（第41図）石橋は文

化 7年架け変えられ，現在に至っているものと思われる。

北御門橋は総長10.7m, 幅12.3mで両側は石垣による土橋である。

上面にはやや左側に扁して輻3.5 m の敷石，その両側には階段が設けられている。中央部の

敷石は凝灰岩の下石を 4列に平行に埋設し，玉石に囲まれた内側には漉灰岩の平石を敷ぎつめ

る。

両側の階段は 1m間隔に横位の玉石を並べ，各段の差は約15cmである。総体は傾斜角度約 7

度である。

この土橋には暗渠形排水溝が城内から埋設されている。直進していること，石臣に樋門が認

められないことから「底屋」方向へ走るのかもしれない。また基底部近くには暗渠があり，右

側上段の堀の水を通す。そしてこの右側上段側には水門施設があることから，堀の水の調整の
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役目をもったものでもあろう。

なおこの士橋の基盤層は標高7.18mであることから現況面までの約 2.8mは埋土をし土橋を

構築したことがわかる。

第12節 門（第41~43図・図版21, 22) 

指図によると本丸内の門は「御楼門」， 「唐御門」， 「北御門」のほかに， 唐御門の左手に

「塀重御門」，北御門の右手ぎわに「門」，城内中央左手に「御中門」， 「桜之門」 が記載さ

れている。 このうち御楼門（第42図）は瓦葺． 入母屋屋恨でシャチホコを屋根にいだ＜櫓門で

ある。櫓部は中央に格子で他はなまこ壁である。現存する礎石には91X 73cmを測る鏡柱の痕跡

がある。行門右側には門番所が附く。 この御楼門から枡形を経た所に唐御門がある。この門は

第41図の表現から向こう唐門であろう。発掘調査では，排水溝と,{疑灰岩切石が検出されたが，

わずかであり規模を知ることはでぎなかった。

北御門は写真（図版62一③） でみると切り妻屋根の瓦葺ぎの長屋門である。発掘調査では f

-35区に70X 75cmと65X 50cmの凝灰岩切石の礎石，

の一部が検出されたとともに，

及びこの礎石をわたす玉石と四半敷の石敷

第11節で記述した機構が検出された。礎石は指図による「御門」

の位潰と符合する。なお「古記」宝永 4年 (1707) の条に，

ー北御門脇之新長犀門を長屋御門と唱……額相掛候，

とある。

その他指図には「塀重御門」， 「御中門」， 「桜之門」が記されているが， 発掘調査では確

認でぎなかった。またさぎの古記には「御近習番所入口之長屋御門を御近習番所口と唱，…」

ここにも門があったことがうかがわれる。

≪
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第13節雪隠 （第44, 45図・図版22)

p-25~28区， p -20, 21区に検出されたもので，構造及び指図に記載された「雪隠」の位

韻と符合することから，これら 2基は雪隠とした。

雪隠①は内法で総長 11.65m, 幅0.8 mを測り，中ほどに14cm輻の間仕切りがある。この間

仕切りにより内部は3.86mと7.65cmに区切られる。短かい部分は小用，長い部分は大便及び便

漕と考えられる。小用部は床石を敷きつめ，約10度の傾斜をもって間仕切り壁に至る。間仕切

り壁の底面には10cmの孔があり，ここより便漕に流入する。便漕部の床石は幅30~55cmの凝灰

岩切石を敷ぎ，床石及び側壁のすき間には黒しっくいを塗り込んでいる。深さ 65cmである。

便漕部の側壁は大形切石，小用部は小形切石を用いる。小用部の東側側石には 6~lOX 5 cm 

の柄穴が 5個認められる一方，側壁に添い切石を敷く。床石，側壁とも赤褐色に変色する。

雪隠②は小用部を欠く。現存総長6.5 m, 輻0.74mを測る。床石に不揃いはみられるが，構

造は雪隠①と全く同一である。

ー~ニニーロ

第14節階段 （第46図．

図版23)

出入口の 1つであるが，こ

の節では， q, r -22区， q

-26, 27区に検出されたもの

を楷段とした。従って枡形，

及び北御門にみられる階段状

の施設はそれぞれの項で記述し

-llm 

第44図雪隠①実測図

□汀口ご〗
~ しこし平Lし=こ戸一且ー11,、m

I I l 

第45図雪隠②実測図

た。階段①は q, r -22区に検出されたもので，排水溝⑲をまたぎ，城山寄りの城内上段部に

通ずるものである。現存総長6.85m, 幅 2.6mを測る。床面には長さ 1.1 m, 幅15cmの王縁石

を横位に 2本敷く。そしてこの玉縁石の間隔 lmには切石を不揃いに敷ぎつめる。

各段は下方の玉縁石上面と上段の王繰石の上面より約10cm下位と同一レベルになるようしつ

らえ，総体のイ項斜は10度前後に納まる。左側の片裾部には幅30cmの溝が壁面と平行に施設され
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すき間には黒しっく

いで目づめをする。

側壁は涎灰岩の切

石で， 面はていねい

に仕 kげる。 k部に

は間知石を転用して

いるものもある。

階段 IIは q-26, 

27区に検出されたも

ので幅 3mを測る。

E縁石が横位に 2

列残存するのみで，

全体の規模，

ィ＜明である。

第15節

形状は

その他の

遺構（第47図・図版23)

その他の遺構とし

ては， g, h -16区

に検出されたものが

挙げられる。

内法5.5mXl.2mの平面形，

-12.2m C1] 
゜

ー

12.2m

第46図 階段①実測閃

長

方形のもので， 地下に設けられたも ーこ ·~ 
のである。壁面はすべてi疑灰岩切石

を使用し， 床面は薄く砂を放く，

さは3.6 m を測る。四隅の 1つに平

入りの階段を 4段設け，

1段低い床面に続く。用途として地

下の収納施設が考えられだが床面が

砂であるため湿気宮の課題が残る。

1つは棟続ぎの家のために迂廻は煩

雑をぎたすため，

深

踊場を経て，

建物の1禾下を通路

としだことも考えられる。 このよう

な施設は磯の島津氏別邸に現存する

E
O
l
1
 

E
O
t
|
 

ことから，

ある。

充分考えられるものでは

第47図

I 
~ 

0 1 m 

I I J 

その他の遺構実測図
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第16節 石 垣 （図版24)

石垣は背後地城山裾部 P-36区と， 二丸ざかいのA-1区を基点としコ字形に築かれている。

桝形石垣をふくめると総延長419mである。

根石は堀に埋まり計測でぎないので， 現堀水面からの高さは h-36区で約 7m, G-36区で

約 Sm, 0-30区で約8.2m,0-10区で約8.2m,G-1区で約 7mを測る。

使用されている石はi疑灰岩間知石で， 40~70cm角， ひかえ l~l.8m前後を測る。根石下は

f -36区の確認で松材を胴木として用いていることから，

のと思われる。 この胴木より切込みハギに積み上げ，

cmの切石を用い， 端部はわずかに反い上がり，

各隅は算木積とする。

他の区域も同様の胴木を使用したも

勾配は宮勾配とする。天端石は厚さ約27

いわゆる

ことに御楼門の隅は幅70~85cm,

「縄だるみ」 になる。

厚み60-70cm, 長さ 160~192cmの

大形切石を 7段ないし 5段に積木積みとする。

ている。

である。 ちなみに「天保年間鹿児島城下絵図」

之図」

いる。

この隅は城にとっては東北部一鬼門ーに位置するために，特別の配慮がなされたよう

と注記している。

この石垣を保護するために，

また N, 0-35, 36区の隅は矩おりに積み上げ

の東北隅の石垣は矩折りに描かれ，

また，正面以外の石垣には樋門が設置され，

「鬼門隅欠

城内の排水を堀に導いて

城内の雨水笛の処理については充分な配慮がなされたが，

や軟弱な地盤（造成上の下の甚盤層は城山層上の二次堆積物で，非常に水に弱い）

大雨

のため， 寛

永 6年 (1639) , 慶安 3年 (1650) , 寛文 4年 (1664) 等， しばしば崩壊し， その度に募府の

許可を得て修復に努めている。
御文庫拾三番箱六拾壱巻中

以上
御札令拝見り， 鹿児嶋城南之方石垣弐ケ所破損付而修復

有之度由鎗閾之通其意り，如元可有普譜り，恐々謹言，

寛文四辰
七月十日

久世大租守
廣之判

稲葉美濃守
正則判

阿部豊後守
忠秋判

酒井雅築頭
忠清判

ー旧記雑録追録一松平大隅守殿

また昭利20年 (1946) , 爆弾にて 0-5, 6区付近， 昭和35年 (1960) には 0-30, 31区付

近が崩壊し， 修復されている。

第17節 堀（第 5図・図版24)

堀は石垣に添って堀られたもので箱堀である。堀幅は K-38区で8.8 m, R~Q-27区で13

.5m, 二丸ざかいの堀で11.5mを測る。 この堀は寛文 8年 (1668) , 元禄16年11703) 等に埋

まったために浚せつをしている。 なお文化 7年 (1810)の石橋に改める願いの図面（第41図）に

よると， 二丸ざかいの堀はカギ形に折れているが， 二丸発掘調査ではA-O-i'-3'区のみで

他ぱ検出されていない。
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第VI章遺物

本遺跡からは，近惟の陶磁器類を中心に現代に至るまでの遺物が多鼠に出土した。その多く

は，陶磁器溜 1(q・r -22・23区），陶磁器溜 2 (q• r -27• 28区），瓦溜 (E-10・11

区）という廃棄状況を星する p i tからの出土であり，遺構に関連して出土したものは， i~ 

m-2~5区と C~b -20~22区の 2ヶ所からで，他は散乱状況で覆土からの出士であった。

このうちNo1 p i t (q・r -22・23区）からは印判染付を中心とした陶磁器類， No2 p i 

t (q・r -27・28区）からは近世陶磁器類， No3pit (E-10・11区）からは瓦・薄類が

出士し， j~m-2~5区では雨落溝を中心にその周囲から土師料類， C~b -20~23区では

釘類が出士した。

出土した遺物を分類すると，陶磁器・士師器・瓦・薄・釘・鏡・菩・刀装具・金具・キセル等

であり，このうち陶磁器類は薩摩焼が中心であるが，伊万里焼・唐津焼・琉球焼等の移人品も

出士している。なお遺物は，復元数値がより正確に測定できる完形品のみを図化した。

第 1節碗類 （第48~59図，図版25~29)

碗類は，主に陶磁器溜No1 , No 2より出土した。これらは陶器と磁器とにまず分け，さらに

器形により分類を行っていった。

(1)陶器碗類（碗形）

1 ~64は，側面からみて半球形状を呈する碗形の陶器の碗類である。これらは象嵌を施さな

いもの (1~29) と施すもの (30~64) とに分けられる。これらの釉掛は皆総釉である。

1 ~11は，口径9.2 ~ll.6cm, 器高4.6~6.2cmを測るやや小形のものである。白土に透明

釉を施し，白色を星するものである。これらは細貰入がみられ， 10は微細な貫入がみられる。

12~20は口径9.0 ~ 11.8cm, 器高4.8 ~5. 8 cmを測るものである。半磁質の灰色土に透明釉を

施し，灰褐色を呈するものである。 21は口径12.0cm, 諾高5.4 cmを測るもので，黒褐色土に

黒褐色の釉を施すものである。 22~28は，口径ll.0~13.8cm, 器高4.8 ~6. 1 cmを測るもので

ある。白土に白釉を施し，白色を呈する。器面には貫入がみられ， 24・27では八蛍貫入といわ

れる微細な貰入がみられる。 29は口径13.7cm, 器高4.0 cmを測るやや浅いものである。淡黄褐

色土に暗茶褐色の釉を施す。見込底は蛇の目に釉をカキ取っている。

30~64は，象嵌を行っている碗形のものである。 30~50は口径8.8 ~ 10 .6cm, 器高4.6 ~ 

5. 3 cmを測るやや小形のものである。 30~33は白上に透明釉を施し，黒土により象恢を行なっ

たものである。 34~50は，灰色土に透明釉を施し，白土により象嵌を行なったものである。 51

・52はやや腰が張り， 52は腰が稜線状となる。 51は淡黄褐色土に透明釉を施し，白士により象

嵌を行ない， 52は白士に透明釉を施し，見込に黒土により圏線を象嵌するものである。

53~64は，口径ll.6~14.4cm, 器高5.1~7.2cmを測るやや大形のものであり， 53・54はや

や深く，他は浅形のものである。灰色土に透明釉を施し，白土により象嵌を行っている。

象嵌文様の多くは菊花文と縄暖簾状文の組み合せが主である。高台は多くが蛇の目である。
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(2) 陶器類（端反）

65~ 127は，碗形の口緑部が外反する端反の諾形を有する陶謡の碗類である。 65~121の口径

が9.2 ~ 10 .2cm, 謡高が5.2~6.0cmとやや規格化された数値を示す。 65~93は白土に透明釉

を施し，色調はやや黄色味を帯びる。 94~102は灰褐色土に透明釉を施し，色澗は黄緑色味を帯

びる。 103~121は灰褐色士に透明釉を施し，色調は灰緑色味を帯びる。釉の厚みにむらがあり，

灰褐色を呈する部分もある。

122は，口径10.7cm, 器高6.0 cmを測る。白上に透明釉を施し，色調はやや黄色昧を帯びる。

器面には黒褐色の釉により幾可文を描く。 123・124は口径10.8・10.0cmを測る口縁部破片であ

る。胎上・色調は 122と同様である。器面に黒術色の釉により草花文を描く。

125はrl径12.0cm, 器高6.0cmを測るもので，黒色の斑点のはいった白 l:に緑褐色の釉を施す

ものである。見込底は，蛇の目に釉がカキ取られている。高台には細砂が付着している。料面

にはやや粗い貫人が見られる。 126は口径12.2cm, 器高5.7cmを測るもので，灰褐色上に黄茶褐

色の釉を施している。高台際及び高台内には施釉されていない。見込底には蛇の目に釉かカキ

取られている。 127は口径12.4cm, 器高5.9cmを測るもので，赤茶褐色土に陪茶褐色の釉を施し，

高台際近くより以下は土見せを行なつている。見込底は蛇の目に釉をカキ取っている。

(3) 陶器碗類（その他）

128・129は碗形よりやや深く，井戸形に近い諾形を有している。 128は口径11.6cm,料高7.1 

cmを測り，灰色上に透明釉を施す。 129は口径11.8cm, 料高7.4cmを測り，臼上に透明釉を施す。

高台内は釘彫による渦文がみられる。 130は口縁部がやや直口に近いもので，口径か11.8cm, 器

高が8.2 cmを測る。灰色土に透明釉を施す。高台は片薄高台で，高台内はやや兜巾状となって

いる。 131・132はやや浅く，腰をもち，口縁部が直口するものである。 131は，口径9.8cm, 諾

高5.3 cmを測る。淡黄褐色土に見込と口縁近くに淡黄緑色の釉を，胴下半には茶褐色の釉を施

すものである。 132は口径11.8cm,器高5.5cmを測る。赤褐色土に黒褐色の釉を施し，見込底には

重ね焼きのため蛇の目に釉がカキ取られている。高台は片薄高台である。 133は口径10.3cm,賠

高6.8 cmのやや碗形に近い苔訂形を呈する。赤褐色土に黒褐色の釉の上から臼渇状の釉で横位の

刷毛目を施すものである。 134・135は口縁がやや直線的に開く角腰のものである。134は口径10

.2cm, 器高5.8 cmを測り，白上に透明釉を施している。諾面には細貫入がみられる。 135は口径

9. 4 cm, 器高5.3 cmを測り，白土に透明釉を施し，暗茶褐色の釉を 2条流し掛けている。 136は

口径12.0cm, 謡品8.5 cmを測る。胴上部がやや締まった器形である 3 白土に透明釉を施し，細

貰入がみられる。 137はやや腰が張るもので，口径11.2cm, 器高6.9cmを測る。白土に透明釉を

施し，高台内は釘彫による渦文がみられる。 138は筒状のもので口縁部で外反（端反）するもの

である。口径7.0 cm, 賂高9.7 cmを測る。白土に透明釉を施し，細貫入がみられる。139は高い裔

台をもつものである。口径10.2cm, 器高7.5 cmを瀾る。白士に透明釉を高台内までも「寧に施

す。辟面は微細な貫入がみられる。 140は，口縁が直線的に開くやや浅い碗である。口径15.5cm,

器高5.6 cm を測る。淡黄褐色士に白濁釉を施す。•釉下には黒褐色の釉で斜格千文等を描いてい

-72-



る。 141・142は口縁が直線的に外へ開く形である。 141は口径16.0cm, 器高8.2cmとやや大形の

ものである。黒褐色土に暗茶褐色の釉を施す。高台内は渦状に削り出されている。 142は口径

14.8 cm, 器高6.7 cmを渕る。赤茶褐色土にやや緑味を帯びた茶褐色の釉を施す。高台内は141

同様の削り出しである。

143~ 161はいわゆる茶碗としての使用が考えられるもので，破片のみの出士ではあったが，

そのうちの一部を図化した。

143~ 145が口縁部片， 146~161が底部片である。 143は，胴が張り，口縁部がやや内傾するも

ので，器壁はやや厚くつくられている。口径11.0cmで白士に透明釉を施しており，やや粗い貫入

がみられる。 144は，腰をもち口縁がやや直線的に開くものである。口径11.2cmで，白土に透明

釉を施しており細貫人がみられる。 145は，強く張った腰部から外反しながら外へ開くものであ

る。口径は15cmを測る。黒褐色土に黒褐色の釉を下地に施し，その上から緑味を帯びた白濁釉

を施したもので，白濁釉のひ割れのような部分に下地の黒褐色の釉が線状となつてみられる。

高台付近は士見せを行っている。腰部の張りは釉溜りにより生じたもので，この部では釉原は

3mmを測る。

146~ 161は，胴部以下のもので，高台径が5.2~6.4cmを測る。 146~151, 153~ 157は白士

に透明釉を施しているが， 149・150はやや黄緑色味を帯びている。 152・158~ 160は灰色味を帯

びた胎土に透明釉を施している。 152・154・159・160は強いロクロ目が残っており， 153・155

では高台際付近で土見せを行っている。 160の腰部から高台際にかけてヘラそぎが行なわれている。

151・152・154・155・157・159の見込底は目跡があり， 154では別個体の底部が一部付着してい

る。この目跡のうち 155・157は目砂で，他は目土である。 151の高台際には松文を陽刻し、見込

底にはスタンプ状の判が陰刻されているが破片であるため判読でぎない。畳付には多量の砂が

付着している。 161は，いわゆる天目形の器形をもつもので，灰褐色土に黒褐色の釉を施してい

る。

(4) 陶器碗類（筒形）

162~170が筒形の器形をもつ陶器の碗類であるが， 163以外の見込みには上部にのみ施釉され

るもので、灰等を入れておく容器の性格を有するものである。口径は9.4 ~13.Zcm, 器高は7.

3~9.8cmを測る。 162~ 164は白土に透明釉を施し， 165は黒褐色土に黒褐色の釉を，160~170

は灰褐色に黒褐色の釉を施すものである。

(5) 磁器碗類（筒形）

171~173は，磁器のもので， 162~170と同様の性格をもつ容器である。口径は9.4 ~10.4cm, 

器高は8.2~8.4cmを測るものである。白い磁士に白釉を施し，若干吉味を帯びる。高台付近

は土見せを行っている。
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(6) 磁器碗類（碗形）

174~213が碗形の諾形をもつ染付の磁栂碗である。これらのうち 206~213はやや小形の

ものである。 FL径は 174~205か9.2 ~12.Scm, 205~213か6.4~8.4cmで，沿高は 174 ~ 

205が4.6 ~6. 3 cm, 205~213が4.8 ~7. 2 cmを測る。これらは磁土に白釉を施すもので，

釉下には呉須により名種の絵柄を描いている。

174~180は他のものに較べてやや厚ぼったい感じのものである。 174・175は胴に縦位の

2個の円文と円形の中に斜線を描き，兄込底には圏線と五弁花文を描いている。見込底の五弁

花文の周りは重ね焼のため釉をカキ取っている。 176~178は，胴に井桁文と円形の中に斜線

を描くものとかあり， 174・175同様の五弁花文と釉のカキ取りが見込に見られる。屠線は上

位と下位に 2本ずつ描かれ，高台にも 2~ 3本描かれている。 179・180は胴に二重網目文か，

高台に 2~3本の圏線が描かれている。 181~183はコンニャク判による染付で 181か篇文，

182が竜文， 183が若松文を印す。 184は［」縁部に 1条，高台に 2条の圏線を描ぎ，胴には矢

羽根文を描く。 185は口縁と高台に圏線を，胴には木賊様文を描き，見込には口縁と底近くに

恩線を描く。 186・187は，胴に格子状の文様を，高台と見込には圏線を描く。 188~195は

胴には圏線により区画し，その枠の中に縦位の線を描き格r状様を呈する。見込にも圏線を描

き，中心部に抽象化された文様 (189~192)や「寿」字文 (194) 等を描く。 185・186は

胎土かやや陶質であり，器面に貰入がみられる。 196は胴にコイル様の文様を描き口縁と高台

とに圏線を描き，見込には，口縁上部に弧線の組合せの圏文を，底には「寿」字文を描く。

197は青磁染付である。胴は青磁釉を施し無文である。見込には［］縁上部に欅文の圏文を，底

には五弁花文を，高台内には角福字文を描く。 198・198は胴を縦位の一対の線で 6個に区画

し，区画の中に草花文を描き，見込と高台には圏線を描く。又見込底には幾可文を描く。 200

の胴部には草花文を，見込と高台に屡線を描く。 201は胴に菊花と草花文を描く。 202は梅文

を胴に描ぎ，高台内には幾可文を描く。 203は木ノ棄文を胴に描く。 204は胴に梅文を描き，一

部ダミ染がなされている。高台内に幾可文を描く。 205は口縁部と高台際，高台に圏線を描き，

胴には唐草様文を描く。 204・205は陶胎質であり，器面には粗い貰入がみられる。

206は高台際がゆるやかなカーフをもつものでコイル様文を，見込の口緑部に雷文を圏文と

して描いている。 207~2]3は小形のもので， ダミ絵のみ (207) , 海老文 (208) 山水文（

209・211・212) , 欅文 (210) , 草花文 (213) などが描かれている。 213の見込の口縁

部には圏文が描かれているが，釉が流れて文様は不明である。

(7) 磁器碗類（筒形）

214~216は，口径6.4~7.6cm, 諾島6.0~6.lcmを測る。やや口縁部か内傾した筒形の

ものである。胴には雪持網文が描かれ，見込に「寿」字文，裏文様として松葉文を描く。

(8) 磁器碗類(+二弁花状碗）

217は，口縁部を十二弁花状に口造りを行ったもので，胴には幾可学文，見込の口縁部には

四菱の連続する圏文，底には簡略化した松梅文を描く。口径11,0cm, 料高6.9 cmを測る。
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(9) 磁器碗類（端反）

218~254は，碗形の口縁部が外反する端反の器形を呈するものである。 218が白磁， 219

が青磁， 220~253が染付磁器， 254が色絵磁諾である。

口径は， 7.8 ~11.2cm, 器高4.0~6.5cmを測るものであり，器形の大小の弟はさほどみられない。

218・219は器壁がやや薄くつくられている。 219は胴に蓮弁文を陰刻している。 219の釉

は淡緑色味の青磁釉である。 220は胴に矢羽根文を，高台に圏線を一条描く， 221は胴に縦位

の線をめぐらし，口縁部に笹文を，面台には 2条の圏線を描き，又見込の口縁部に格子状の圏

文を，底には松葉状文を描いている。 222は胴に蛇行する太い線と一対の細い線とを交互に描

ぎ，口縁上端に太い圏線・高台と見込に細い圏線を描く。又見込底には井桁文が描かれる。

223は胴に唐草様文を，口縁部に一条の太い圏線と 4条の細い圏線を高台に一条，見込に 3条

描く。 224~229はやや薄手のもので胴にやや簡略化された山水文を描くものである。

230~232も，胴部に山水文を描くものである。 230には高台と見込に圏線が，又見込底には

抽象化された文様を描く。 232の見込の口縁部には欅文が廟文として描かれている。 233は胴

に蝶文を描く。 234は草花文を， 235には梅文をそれぞれ胴に描くものである。 236は胴に草

花文を，見込には口縁部に圏文，底に抽象化された文様を描く。 237は胴に「丸に八曜文」状

の文様を描ぎ，その周囲に「三つ星」様の文様を散らしている。見込口縁部には「X」字の繋

ぎ文を圏文として描いている。 238・239ぱ胴に「丸に六曜文」 (238) , 「丸に七曜文」 (239)

と梅文とを交互に 4組描くもので， 238の見込には「エ」字の連続文を圏文として描くが，

2 39では圏線のみである。又見込底には両者共抽象された文様を描いている。 240は胴に草花

文を，見込口縁部に 6条の圏線を，見込底に松葉様文を描く。 241は胴に格子状文を，見込LJ

縁部に圏文を，見込底に斜格子文を描いている。 242は胴に幾可文を，見込口縁部に連続して

い 3条の圏線を連続する 2条の圏線内に，見込底には「X」字の組合せ文を描く。 243は胴に

幾可文と「何か」を束ねた様な文様を描く。 244 ~ 248は抽象化された図柄を，線描きした後にダ

ミ染を施したものである。 247・248の見込LJ縁には圏文を描く。 249はやや浅いものであり

幾可文を胴と見込に描く。 250は胴に唐草文を，見込口縁部には欅文を屡文とし，見込底には

簡略化した松竹未毎文を描くもので，胎土げやや陶胎質である。 251は胴に人物・鳥・木を配し

たもので，見込口縁部に雷文を恩文とし，見込底には 250よりさらに簡略化した松竹梅文が描

かれたものである。 252は杓を持つ人物を描くものである。焼成時の影響か，口縁部は若干波

状を屋する。 253は，他に較べてやや青緑味を帯びた釉を施したもので，草木と小島を配する

ものである。 254は赤絵磁器のもので，胴には蝶文と抽象文を赤絵で，兄込底には渦状文を青

絵と ~l i蜀状の釉とで描かれるものであるが，見込底の釉薬は風化のため剥洛しているため臼濁

状の部分には他の色で描かれていた可能性が強い。
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第15表 碗類計測表 (1) （単位： cm) 

No 分類 器高 口径 古向ム口古回 高台径 No 分類 器高 口径 古回4口古向 古回ム口f／又土

1 陶器 4.6 9.2 0.7 3.6 47 陶器 5.0 9.4 0.7 3.4 

2 ，，， 5.2 9.6 0.5 3.6 48 ，，， 5.0 10.0 0.7 3.6 

3 ,, 4.8 9.6 0.6 3.6 49 // 5.2 10.2 0.6 3.6 

4 ケ 5.3 10.0 0.5 3.4 50 ，， 5.1 9.8 〇.7 3.2 

5 ,, 6.2 11.6 0.7 4.0 51 ，， 6.5 12.6 0.5 6.6 

6 ，，， 5.6 11.0 0.4 4.0 52 ，， 5.5 9.6 0.4 6.0 

7 ,,. 5.8 11.6 0.7 4.2 53 ，，， 7.2 11.4 0.6 4.4 

8 ，， 5.8 12.2 〇.5 4.2 54 // 7.1 11.6 0.7 4.6 

， ，， 6.1 11.6 0.8 4.4 55 ，， 6.0 13.6 0.6 5.2 

10 ，，， 4.8 9.8 0.7 3.4 56 ケ 5.9 11.8 0.7 4.4 

11 ，，， 5.1 10.0 0.5 3.4 57 ，，， 5.5 13.4 0.6 6.2 

12 ,,. 5.0 10.0 0.5 4.4 58 ，， 5.4 13.6 0.6 5.4 

13 ，， 4.8 9.0 0.5 3 .4 59 ，， 5.6 13.6 〇.5 5.6 

14 ，， 5.2 9.8 0.4 3.2 60 ，，， 5.7 13.6 0.7 5.0 

15 ，，， 5.3 10.2 0.4 3.4 61 ，，， 5.4 13.0 0.6 5.2 

16 ，，， 5.7 11.4 0.7 4.0 62 ，， 5.5 12.8 0.7 4.6 

17 ，， 5.7 10,6 0.5 3.6 63 ,, 5.1 14.4 0.6 5.4 

18 ,, 5.6 11.2 0.6 4.0 64 "' 5.4 12.8 0.6 4.6 

19 ケ 5.8 11. 2 0.5 4.2 65 ，，， 5.9 10.2 0.6 3.8 

20 ，， 5.8 11.8 0.3 4.0 66 ク 6.0 9.8 0.7 3.8 

21 ，，， 5.4 12.0 0.5 4.0 67 ，，， 5.5 9.8 0.5 3.6 

22 ，，， 5.2 11.0 0.5 4.0 68 ，，，， 5.2 9.2 0.6 3.4 

23 ，，， 5.3 12.4 0.7 5.2 69 ，， 5.6 9.6 0.5 3.8 

24 ,, 6.1 12.2 0.8 4.8 70 ，， 5.4 9.6 0.4 3.8 

25 ,, 4.8 12.3 0.5 4.6 71 ，，， 5.4 9.8 0.6 3.4 

26 ,,. 5.3 13.6 0.7 5.4 72 ク 6.0 9.8 0.6 4.0 

27 ，，， 5.6 13.6 0.7 4.8 73 ,, 5.7 9.6 0.6 4.0 

28 ケ 5.8 13.8 0.6 5.4 74 ，， 5.5 10.2 0.6 4.0 

29 ，，， 4.0 13.7 0.5 4.5 75 ，， 5.4 9.6 0.6 3.6 

30 ,, 5.1 10.6 0.4 3 .4 76 ケ 5.4 9.2 0.6 3.8 

31 ケ 5.0 10.2 0.6 3.4 77 ク 5.6 9.6 0.4 3.6 

32 ，，， 5.1 10.2 0.7 3.4 78 ，， 5.7 10.2 0.6 4.2 

33 ，，， 5.3 9.2 0.6 3.8 79 ，， 5.3 9.4 0.6 3.8 

34 ，， 5.1 10.2 0.6 3.4 80 ，，， 5.5 10.D 0.5 3.8 

35 ，， 5.0 9.6 0.7 2.8 81 ,, 5.6 9.6 0.6 3.8 

36 ，，， 5.0 9.4 0.6 3.2 82 ，， 5.8 9.8 0.7 4.0 

37 ,, 4.8 9.8 0.6 3.2 83 ，，， 5.6 9.8 0.7 3.8 

38 I,, 5.0 9.4 0.5 3.2 84 ,, 5.6 10.0 0.7 3.8 

39 ，， 5.0 9.8 0.5 3.2 85 ，， 5.6 9.6 0.6 4.0 

40 ，，， 5.0 10.0 0.6 3.6 86 /,, 5.4 9.8 0.5 3.8 

41 ，，， 5.1 10.0 0.6 3.2 87 ケ 5.8 9.8 0.5 3.8 

42 ，' 4.9 9.6 0.4 3.2 88 ,,. 5.6 9.2 0.6 3.6 

43 ,, 4.8 10.2 0.5 3.4 89 ，，， 5.3 9.4 0.7 3.6 

44 ,, 5.0 10.0 0.5 3.6 90 ，，， 5.5 9.4 0.4 3.6 

45 ，， 4.6 8.8 0.5 3.0 91 >, 5.7 9.8 0.4 3.8 

46 ケ 4.9 10.4 0 5 3.4 92 ，， 5.5 10.0 0.7 3.8 
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第16表 碗類計測表 (2) （単位： cm) 

No 分類 器高 口径 古向ム口古向 高台径 No 分類 器高 口径 古向ム口古向 高台径

93 陶器 5.8 9 .8 0.6 3.8 139 磁器 7.5 10.2 2.3 7.6 

94 ，，， 6.0 9 .6 0.7 4.2 140 ，，， 5.5 15.3 1.1 6.0 

95 ，， 5.5 9 .6 0.6 3.6 141 ，， 8.2 16.0 1.3 5.4 

96 ，， 5.3 9 .6 〇.7 3.8 142 ，， 6.7 14.8 1.1 5.2 

97 /,, 5.5 9 .6 0.7 3.6 143 ,,. 11.0 

98 ,, 5.3 10.0 0.6 4.0 144 // 11. 2 

99 ,, 5.6 9.6 0.6 3.6 145 ，，， 14.7 

100 ,, 5.2 9.6 0.6 3.6 146 ケ 0.8 6.2 

101 ,, 5.6 10.0 0.7 3.8 147 ，，， 0.7 5.2 

102 /,, 5.7 9.8 0.8 3.8 148 ❖ 0.8 6.2 

103 ケ 5.3 9.2 0.8 3.6 149 ケ 0.6 5.6 

104 ,, 5.2 9.6 0.5 3.8 150 "' 1.2 6.2 

105 ケ 5.4 9.6 〇.6 3.8 151 ，， 1.3 6.4 

106 ,, 5.4 9.2 0.7 3.8 152 ，， 1.0 5.4 

107 ,, 5.5 9.6 0.5 3.6 153 ，，， 1.1 6.0 

108 ,, 5.3 9.4 0.6 3.6 154 ,,. 1. 7 5.8 

109 ,,. 5.2 9.8 0.5 3.8 155 ケ 0.9 6.0 

llO ，， 5.2 9.6 0.7 3.8 156 It 1.2 5.2 

111 ,, 5.7 9.8 0.5 4.0 157 ，，， 0.9 5.8 

112 l1 5.3 9.3 0.5 3.6 158 ，， 1.0 6.0 

113 11 5.5 10.0 0.6 4.0 159 ,, 0.8 6.0 

114 ,, 5.7 9.6 0.6 3.6 160 ，，， 0.9 4.6 

115 & 5.3 9.6 0.5 3.6 161 ，，， 0.6 4.6 

116 ,, 5.5 9.6 0.5 4.0 162 磁器 8.3 11.6 0.7 8.0 

117 ，， 5.8 10.0 0.6 3.8 163 ，，， 9.8 13.2 0.5 10.2 

118 ，，， 5.5 9.4 0.6 3.4 164 ,,. 7.3 10.6 0.6 8.2 

119 ,, 5.4 9.8 0.8 3.6 165 ，，， 9.0 10.2 0.6 7.4 

120 ,, 5.4 9.4 0.6 4.0 166 ，， 8.2 9,2 0.6 7.0 

121 ケ 5.3 10.0 0.5 3.6 167 <, 8.7 11.2 0.5 7.8 

122 ケ 6.0 10.7 168 ，， 8.8 11.4 0.6 7.6 

123 ケ 10.8 169 ,, 9 .1 11.6 0.7 7.8 

124 ケ 10.0 170 ，，， 8.7 12.0 0.5 9.0 

125 I/ 6.0 12.0 1.0 4.8 171 ，，， 8.2 10.4 1.1 6.6 

126 ，，， 5.7 12.2 1.1 4.8 172 ，，， 8.4 9.6 0.9 5.2 

127 ク 5.9 12.4 1.0 4.6 173 ケ 8.2 9.4 1.0 5.8 

128 ク 7.1 11.6 0.5 4.2 174 ，，， 5.7 12.6 1.0 5.0 

129 ，， 7.4 11.8 0.5 4.4 175 ，， 5.6 12.8 0.8 5.0 

130 ，， 8.2 11.8 0.9 5.2 176 ,, 6.0 12.4 0.9 4.6 

131 ,, 5.3 9.8 0.8 4.6 177 ，， 6.1 12.4 1.1 5.4 

132 ,, 5.5 11.8 1.0 5.0 178 ，，， 6.3 12.6 1.0 5.4 

133 ,, 6.8 10.3 0.9 4.4 179 ,,. 5.3 10.2 0.9 4.0 

134 ケ 5.8 10.2 0.6 4.4 180 ，， 4.9 10.6 0.8 4.4 

135 ,, 5.3 9.4 0.6 4.0 181 ，， 5,2 9.4 0.8 4.0 

136 ,, 8.5 12.0 1.0 5.4 182 ，， 5.3 10.4 0.4 3.8 

137 ケ 6.9 11.2 1.1 5.6 183 ，， 4.9 9.8 0.5 4.4 

138 ，' 9.7 7.0 6.2 184 ,, 4.9 10.0 0.4 4.2 
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第17表 碗類計測表 (3) （単位： cm) 

No 分類 賂高 口径 古向ム口古向 高台径 No 分類 器高 口径 古向ム口古向 高台径

185 磁器 5.2 10.2 0. 6 3.6 220 磁器 5.1 9.8 0.7 4.0 

186 ,, 5.0 8.8 0. 6 3.8 221 l1 6.5 10.4 0.9 3.8 

187 ,, 5.0 9.2 0. 7 4.0 zzz ，，， 5.8 10.2 0.7 4.0 

188 ,, 5.1 9.2 0. 6 3.6 223 ，， 5.8 10.0 0.8 4.0 

189 ク 5.4 10.0 0. 6 4.0 224 l1 5.0 8.6 0.6 3.8 

190 ，，， 5.4 9.5 0. 5 4.0 225 I/ 4.9 9.8 0.7 4.0 

191 ケ 5.2 10.4 0. 7 4.0 226 ケ 4.9 8.4 0.7 3.6 

192 ,, 5,1 10.0 0. 7 4.6 227 I,, 5.4 10.0 0.8 3.8 

193 ,, 5.4 9.8 0. 7 4.2 228 ,, 5.0 8.6 0.6 3.6 

194 ,, 5.1 8.6 0. 7 3.6 229 l1 5.1 9.4 0.6 3.6 ． 
195 ，， 5.6 10.2 0. 9 4.2 230 ,, 4.9 8.8 0.6 3.6 

196 ,, 6.0 10.6 0. 5 4.0 231 ，，， 5.4 11.0 0.6 4.0 

197 ，， 6.8 11.6 0. 8 4.6 232 ,, 3.9 7.8 0.4 3.2 

198 ケ 5.1 10.3 0. 7 4.0 233 ,, 4.0 7 .8 0.4 3,4 

199 ，，， 5.4 10.4 0. 8 4.0 234 1, 5.4 9.8 0.7 4.0 

200 ，，， 4.6 9.6 0. 8 3.6 235 ~ 9.8 

201 ，， 5.6 9.8 0. 6 4.2 236 l1 4,6 9.0 0.7 4.0 

202 /,, 5.0 9.2 0. 8 4.0 237 ，， 10.4 

203 ❖ 5.6 10.8 0. 5 4.6 238 ケ 5.7 11.0 0.7 4.2 

204 l1 4.8 9.9 0. 8 3.8 239 11 5.2 9.6 0.6 4,0 

205 ,, 6.3 10.0 0. 8 4.2 240 1/ 6.1 10.2 〇.8 3.8 

206 ケ 4.8 6.8 0. 9 3.1 241 ケ 5.3 11.0 0.9 4.0 

207 ,, 4.8 6.4 0. 6 3.2 242 'l 5.1 9.8 1.0 3.8 

208 ,, 5.3 ~-8 0. 6 3.6 243 ，，， 6.4 11.0 0.9 5.0 

209 // 5.1 7.4 0. 6 3.2 244 I/ 4.8 9.6 0.7 4.0 

210 ,, 5.5 6.6 0. 7 3.4 245 'l 5.2 9.4 0.6 3.8 

211 ，， 5.2 7.0 0. 5 3.2 246 ，，， 5.3 9.2 0.7 3.8 

212 ，， 5.6 6.8 0. 8 3.8 247 ，，， 5.9 11.0 0.8 4.6 

213 ，， 7.2 8.4 0. 6 4.2 248 ，，， 5.7 10.4 0.7 4.0 

214 // 6.1 6.4 0. 7 3.8 249 ，，， 4.0 8.8 0.7 3.8 

215 ，，， 6.0 7.2 0. 7 4.2 250 ，，， 5.6 10.4 0.6 3.8 

216 ケ 6.0 7.6 0. 6 4.0 251 ，，， 5.4 9.6 0.8 3.8 

217 ケ 6.9 11.0 0. 6 5.4 252 ，，， 4.8 8.8 0.7 4.0 

218 l1 5.7 10.8 0. 8 4.6 253 ,, 4.9 9.6 0.7 4.2 

219 ケ 5.6 11.2 0. 7 4.2 254 ~ 5.5 11.2 0.8 4.0 
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第 2節皿類 （第60~70図、図版30~34)

皿類は，陶磁益製や皿，大形皿や盤，灯明皿，土帥器皿（いわゆるかわらけ）とに大別でき

る。これらの多くは個磁器溜No1 , No 2より出tしたもので，土帥器皿は i~ m -2~5区から

出土した。陶磁器製の皿は，陶器と磁沿とに大別し，さらに器形により分類を行った。

(1)陶器皿（第60・61, 図版30)

255~297が陶器皿である。これらは，口縁部が内湾しながら立ち上るもの (255~277) , 口

緑部が外反するもの (273~282) , 口縁端部が大苔く外反し，内側に稜をもつもの (283~284

），口稼部がやや直線的に開くもの (285~287) , 高台を有しないもの(288~297)等に細分で

きる。

255~272は，口縁部が内湾しながら立ち上るものであるが， 267~272では口縁部がやや肛口気

味となり， 272では四弁花状となる。口径は 7.4~ 16.0cm, 料高2.8~4.6cmを測る。 255は小形

の皿で，臼土に透明釉を施し，厠には「〶」文を呉須で描くものである。器面には微細貰入が

みられる。 256は，灰色上に透明釉を施すもので器面には細貫入がみられる。 257は白土に透明

釉を施し，灰緑色味を帯びるものである。見込に暗緑色の釉で花文を賭赤色の釉で格子文を描

いているが釉はやや風化している。高台付近は土見せを行っており，器面には細貫入がみられ

る。 258は白土に透明釉を施し，微細貰人がみられる。 259は，底部がやや原いもので，灰色土

に透明釉を施す。 260は白土に透明釉を施すものの，釉が完全に溶けていずに (--J濁状を呈する。

261 ~268は，灰色土に透明釉を施し，灰褐色を里するものである。胎士に鉄分を多く含んでい

るためか，ゴマ状の斑点が多く見られる。器面には細貫入がみられる。 264の見込には，淡灰

緑色の釉で文様を描くが，文様の種類は不明である。 269は黄褐色土に暗茶褐色の釉を施す。

270はやや厚手のもので，灰褐色土に明茶褐色の釉を施し，一部では臼濁状の釉を施したのか

網目状を呈する。 271は灰褐色土に茶褐色の釉を施す。 272は269同様の胎士・釉をである，口

縁を四弁化状につくりだしたものである。

273~280は，口縁部が外反するもので，口径13.2~13.6cm, 器高3.3~4.1cmを測るやや規格

化された穎値をぷす。白士に白濁釉を刷毛目掛するものである。 273~279が黄色味を， 280が

やや灰色味を帯びている。

281 ~284は， LJ縁端部が強く外へ折り曲げられている。 281は口径14.8cm、器高2.4cmを測る。

見込には円形の [lI]みをもつ。白土に透明釉を見込凹み以外に施す。微細貰入がみられる。 282

は口径23.4cm, 謡高5.0cmを測る。灰味を得びる Fl土に灰緑色味を帯びる透明釉を施す。見込

には目跡をもつ。 283は口径27.7cm, 器高4.3cmを測るやや大形の皿である。白土に茶褐色の釉

を施し，さらに黒褐色の釉を掛けて鼈甲様を呈するものである。 284は口径13.2cm, 器高3.9cm

を測る。赤茶褐色のやや砂質の胎をもち、陪茶褐色の釉を施すもので，高台付近では土兄せを

行っている 3 高台際と高台内にはヘラによるカキ取りがなされ，縮緬緻がみられる。見込には

黒褐色の釉で章文を描いている。高台内は削り出しで兜巾状となり，やや浅い。

285~297は，口縁部がやや直線的に開くものである。 285は口径11.0cm, 賠高3.4を測る。淡黄
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灰色の砂質土に灰緑色味を帯びる釉を施し，高台付近では土見せを行っている。見込底部では，

釉が完全に溶けていないためか，カイラギ状を呈する。高台は削り出しで，浅い片薄高台であ

る。 286,287も285同様の胎上，釉である。見込に暗茶褐色の釉で草文を描く。高台づくりも

285と同じである。 284~287の見込には目跡があり，完形品である 284では 4個目跡をもち，目

土を使用したものと思われる。口径は286が14.0cm,287が13.8cmを恨1Jる。

288~297は、高台をもたないものである。

288, 289は白土に透明釉が施すが， 298はやや灰色味を呈し，底部近くで士見せを行なって

いる。 288は口径7.8cm, 器高1.7cmを測る小形のものである。 289は口径 14.2cm, 器高 3.8cmを

を測る。 290は口径11.4cm, 器高2.0cmを測る。黒褐色の砂質土に灰緑色の釉を施す。胴の釉厚

はややむらがある。

291 ~297は糸切底のものである。口径9.6~11.0cm,器高2.2~2.6cmを測り，やや規格化さ

れた数値を示す。 291~2931ま灰色土に茶褐色の釉を施し，胴には口縁端部のみ施釉されている。

見込と底部には目砂による目跡がある。よく火を受けた部分は赤褐色を呈する。 294は灰色土

に緑色味をおびた茶褐色の釉を見込と胴の口縁端に施す。見込底には重ね焼きのためか蛇の目

状に釉がかぎ取られ，目砂が付着している。 295~297も前述のものと同様のものであるが，見

込には， 295が 2mm大の目砂を数個ずっ， 296が 1mm大の目砂を残している。 297は釉が完全に溶

けていずに発泡状態のままである。 297の糸切りはやや粗い。

(2)磁器皿（第62~67・図版31~32) 

298~345が磁器皿で，そのほとんどが染付磁器皿である。これらの器形はやや内湾しながら

外へ開く口縁を有するもので，文様ごとに分類していった。

298~307は，見込にやや抽象化された文様を描ぎ， 裏文様に松葉文 (300・303・304) , 唐

草文 (301・302・305) を描くものがある。重ね焼の痕が303では見込に， 302では高台内にみ

られる。口径は9.2~14.6cm, 器高2.7~4.7cmを測り， 301・302がやや角張った感じで306はや

や浅手のものである。

308~327は，植物を図化したものである。丸皿の他に，口縁を八弁花・十二弁花状にしたも

のがある。 308は見込に柘櫂様文を，口縁に雷文を圏文として描く。口径10.5cm, 器高2.6cmを

測る。裏文様と高台内の銘は破片のため不明である。 309は口縁端が八弁花状となる。見込口

縁部に草葉文ないしは竹笹文を描く。口径13.4cm、器高3.5cmを測る。 310は、見込に花蝶文を，

裏文様に松葉文を描く。口径10.8cm, 器高2.5cmを測る。 311は，見込に草花文を描く。 312は，

見込に五二の桐•松皮菱• 五七の桐を，裏文様に松葉文を描く。口径10.8cm, 器高が 2.6cmを

を測る。 313は，見込に梅花文、裏文様に唐草文を描く。口径13.4cm,器高3.5cmを測る。 314・

315は見込に梅花文を，裏文様に開草文を描く。口縁は八弁花状となる。口径 13.4~13.0cm, 

器高3.0・3.4cmを測る。

316~318は，口径9.0~9.8cm、器高2.8~3.0cmを測る小形の皿である。見込より裏文様の方

が丁寧に描かれている。 316は唐草文を裏に，見込には圏線と「寿」文を描く。 317は草花文を，
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318は花・烏文を裏に，見込には圏文に雷文を，見込底に簡略化した松竹梅文を描く。 319~323

は，見込の口縁部に唐草文を，見込底に松竹梅文と松皮菱に菊花の圏文を，裏文様には唐草文を

描く。 319は口径41.0cmの大形のもので， 320~323は口径10.4~12.6cm, 器高2.7~3.7を測る。

320には・「年製」の銘印が高台内に一部みられる。323には「（文）政年十二寅製」の銘印が高台内内

にみられる。 320~323の口縁部は八弁花ないしは十二弁花状を星していると思われる。 324~

327は，見込の口縁部に蛸足唐草文を，見込底に簡略化した松竹梅文と松皮菱に菊の圏文を，裏

文様に唐草文を描く。 325の高台内には「成化年製」， 326には「太明年製」の銘印がみられる。

328~332は，山水文を見込に描くもので，裏文様は329が松葉文， 332が唐草文を描くもので

ある。 328・329は線描の後ダミ染を， 330~331はダミ染のみで描いている。口径9.8~10.4cm, 

器高2.1~ 2.8cmを測る。

333~335は316~318と同様のもので， 333・334は山水文， 335には人物文を描いている。 333

~335は見込に抽象化された銘印を描き， 335の高台内には「うず福」の銘印がみられる。口径

7.6~12.4cm, 器高 1.9~3.2cmを測る。

336は見込に障子様の文様を描くもので，線描後に濃淡のあるダミ染がなされている。裏文

様は唐草文である。口径12.4cm, 器高2.8cmを測る。 337は見込中心に亀文を描くもので，口縁

部の圏文には鳳凰文を描いている。裏文は口縁部に雲文を白抜きで厨文として描く。口縁部

は十弁花状を呈していたと思われる。口径 10.6cm, 器高2.8cmを測る。 338は、見込に鹿文を，

裏文様に唐草文を描くもので，口径13.6cm, 器高2.9cmを測る。 339は見込に哩文を，裏文様に

唐草文を描く。

340~341は色絵磁器皿である。 341は見込底に緑の釉を蛇の目状に施し，裏文様に草花様文を

描く。 341は、見込底に青・緑・茶褐色の釉で巴状文を描く。高台畳付には砂が付着している。

340は口径10.0cm, 器高2.7cm, 341はn径10.4cm,器高2.6cmを測る。

342・343は口縁部がやや外反するもので，見込口縁部に格子文を描く。 342は口径8.6cm,器

高2.4cm,343は9.6cm,器高2.7cmを測る。 344は，口縁部が玉縁となる，口径10.4cm,器高2.6

cmを測る小形の白磁皿である。

345は，口径24.8cmのやや大形の1I11で，人物文をダミ染で描くものである。裏文様には唐草

文を描く。高台内には「太明年（製）」の銘印がみられる。

その他，闇台内には「角福」， 「配」， 「太明年製」， 「太明」，「早」，ゃ図案化したもの

等がみられた。 （図版 32)
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18表皿計測表

（単位： cm) 

No 分類 器高 口径 向占ニム口古向— 高台径 底 径 No 分類 器高 口径 古回ム口古向 古向ムロ／イ又± 底径

255 掏器 2.8 7.4 O.:i J.4 301 磁器 4.2 13.8 5.8 9.0 

256 " 4.2 13.4 0.8 7.2 302 " 4.4 14.6 0.3 8.4 

257 ,, 4.4 12.0 0.5 2.2 303 ’’ 4.7 13.4 0.9 6.0 

258 ’’ 4.1 14.6 0.7 6.6 304 " 4.4 13.4 0.9 6.2 

259 " 2.9 12.2 0.5 5.6 305 " 2.8 10.5 0.4 6.4 

260 ,, 4.5 14.6 1.0 7.6 306 " 2.8 13.8 0.5 7.2 

261 ,, 5.1 22.4 0.7 12.2 307 " 2.7 9.2 0.5 3.8 

262 " 3.1 11.0 0.5 6.6 308 " 2.6 10.5 0.4 5.8 

263 " 3.6 12.6 〇.6 7.8 309 " 3.5 13.4 0.8 8.0 

264 ’’ 3,9 13.4 0.7 7.8 310 " 2.5 10.8 0.4 5.2 

265 " 3.3 14.4 0.7 8.4 311 " 2.3 11.8 0.4 8.2 

266 " 4.5 12.4 0.6 7.6 312 " 2.6 10.8 0.6 5.7 

267 " 3.7 13.0 0.7 9.0 313 " 3.5 13.4 0.6 6.6 

268 " 3.3 14.4 0.5 9.4 314 N 3.0 13.4 0.7 7.8 

269 " 4.0 16.0 1.0 10.0 315 " 3.4 13.0 0.7 7.0 

270 " 4.6 13.6 0.7 9.9 316 " 2.8 9.8 1.1 3.3 

271 " 3.2 12.4 0.5 8.0 317 ,, 2.8 9.0 0.9 3.6 

272 ’’ 4.1 13.8 0.7 6.8 318 " 3.0 9.5 0.8 3.8 

273 " 3.6 13.6 0.4 6.6 319 ,, 8.5 41.0 1.3 21.8 

274 ,, 3.9 14.0 0.5 6.6 320 ,, 2.5 10.4 0.7 6.4 

275 ,, 3.8 13.4 0.6 7.0 321 " 3.4 12.6 0.8 7.6 

276 " 3.4 13.6 0.6 6.8 322 " 3.7 10.8 0.6 6.8 

277 " 3.6 13.4 0.5 7.0 323 " 2.7 10.6 0.5 6.8 

278 ,, 3.6 13.6 0.4 6.6 324 " 4.7 15.0 0.9 9.4 

279 " 3.3 13.2 0.5 6.2 325 ,, 2.4 11.4 0.5 6.2 

280 " 3.3 13.2 0.6 7.4 326 " 0.7 7.2 

281 " 2.4 14.8 0.5 7.0 327 " 2.9 23.2 0.6 15.8 

282 ,, 5.0 23.4 0.8 12.8 328 " 2.8 10.0 0.6 5.8 

283 ,, 4.3 27.7 0.6 15.0 329 ,, 2.1 10.0 0.4 5.4 

284 ’’ 3.9 13.2 0.3 4.4 330 II 2.5 9,8 0.6 4.4 

285 " 3.4 11.0 0.3 4.6 331 ,, 2.7 10.2 〇.6 5.2 

286 N 4.0 14.0 0.6 5.0 332 ,, 2.1 10.4 0.3 7.2 

287 " 4.0 13.8 0.5 5.2 333 ,, 1. 9 7.6 0.7 4.2 

288 " 1. 7 7.8 3.2 334 ,, 3.2 10.4 0.6 3.8 

289 " 3.8 14.2 5.0 335 " 2.6 10.2 0.8 6.0 

290 N 2.0 11.4 6.2 336 ,, 2.8 12.4 0.4 7.4 

291 ,, 2.6 9.8 4.2 337 ,, 2.8 10.6 0.4 6.2 

292 ,, 2.5 9.8 4.4 338 " 2.9 13.6 0.5 8.7 

293 " 2.4 10.0 4.0 339 " 0.6 6.6 

294 " 2.4 11.0 5.0 340 ,, 0.9 5.8 

295 ,, 2.4 10.6 4.0 341 N 0.6 4.4 

296 " 2.2 9.6 4.0 342 ,, 0.4 4.6 

297 " 2.6 10.8 5.2 343 ,, 2.7 9.6 0.5 4.3 

298 磁器 4.3 12.8 1.0 6.2 344 ,, 2.6 10.4 0.6 6.0 

299 " 4.5 12.8 0.9 5.6 345 " 4.0 24.8 0.7 15.6 

300 " 4.3 13.Z 0.8 6.2 II 

-94-



~ 256 (,  •• 
258 

:::::: 
¥ I /J l I n 

256 

257 
、ヽ トー、~259

260 ロ

＼ー ：：こ―― 276 , 一ーーしーニ

O 10cm 

277 278 I I I I I I I I I I I 
第60図皿類実 測図 (1)

-95-



~ ~ 

三 □

~ 
283~ 三：

~88 

289 

|←  ~I 

————. ~ 
--- 286 ―・287 

~~ 三―三:~
',,',,_,  貪

~~~ 
0 10cm 

I I I I I I I I II I 
第61図皿類実測図 (2)

-96-



I
 

~
 口

口

口

I 

ロニ
301 

I 

~6 

I 
巌

304 

I 

~7 

0 10cm 

I I I I I I I I I I I 
第62医皿類実瀾図 (3)

-97-



~8 

~-

口／

~312 

人

い
＼
ー
！
ー

’~V^ J
 

~
ィ

i
:
~

？
／
ぐ

；
も
＇

，＇’ 

f
 

~
、
n

ヽ
、

'
g
<
~
9
,
＆

＼
 ヽ~ヽ

氾＇

て

災

'

、

1;‘

｀

、

＇

し

ヽ
s

ロニニ~
第63図 皿類実測図

-98-

(4) 



I
 

＼
 

I
 

＼
 
！
 

:===::~=----~== 

I 
~ →一~o

~ 

I 

~22 

。b 『
第64図皿類実淵図 (5)

-99-



I 
¥ I'/  

I 

＼ 323 324 ~5 

I 

~. ~ 二

I 

~8 第65図 1lll類実測図 (6)

I 

—匡~29
＼ 

0 10cm 

I I I I I I I I I I l 
-100-



ロニ戸三:1 □ニー名~3
I 

I 

ロこここ
336 

I
 

＼
 

I 
I 

~~ 三~
I 

334 

~i ,r 

~37 

I 
I 

＼ ニ
I~ 口

I
 

＼
 

戸
~3 

~2~ 0 10cm 

I I I I I I I I I I I 
第66図皿類実測図 (7)

-101-



~ ~ 

0 10cm 

第67図皿類実測図 (8) I I I I I I I I I I I 

-102-



(3)盤 （第68・69図、図版33)

346-349が盤で，大形皿で深みをもつものである。 346は高台径19.8cmの唐獅子と牡丹文を呉須で

描いた磁器製で，高台内には 5個のハリの跡がある。 347は口径32.0cm, 8 .lcmのもので，灰色土

土に透明釉を施し，色調は灰褐色を呈する。胎土には鉄分を多く含むため茶褐色の斑点がみら

れる。胴・見込には細貫入がみられる。348は口径31.0cm, 器高8.lcmのもので，白土に透明釉を

施し，色調は白色を呈する。胴の一部には釉が完全に熔けず白濁状となっている。全体に微細

貫人がみられる。又見込にはピンホールが多くみられる。349は口径19.8cm、器高15.2cmのもので，

白土に透明釉を施し，色調は淡緑色を呈して，一部では白濁状となっている。口縁部ではやや

歪を生じている。料面には細貫人がみられる。

(4)灯明皿 （第69図、図版33)

350-355が灯明皿で，350・351が陶器，352-355が士師群である。 350は口径8.6cm器高3.0cmを

測る。見込に足のついた板状のものを付す。物にかけるために取手状のものをもち，板状の上面

には斜格子を陰刻する。又板状のものは端が欠けているが，再使用されたためかその断面にス

スの付着がみられる。白土に透明釉を，口唇部と底部以外に施し，色調は淡緑色を呈する。全

体に細貫入がみられ，底は碁筍底状となる。351は口径11.1cm,器高3.0cmのもので，形状は350

と同様のものと考えられる。白土に透明釉を施すが，茶褐色を呈している。口唇部と底部には施

釉されていない。350・351の口唇部に施釉されてないことから蓋の使用が考えられるものである。

352-355は，口径6.6-15. 0cm, 器高1.6-3.lcmで354は大形のものである。口唇部には，352

では 3ヶ所，353でな lヶ所，355・356では全周にススの付着がみられる。胎土は精製粘上を使用

し，淡茶褐色を足する。底部は皆ヘラ起しである。

(5)土師器皿 （第69・70図、図版33・34)

これらは，皿状のもの (356-408), 皿状の両端をつまんで箸濯状となっなもの (409-411),

コースター状を星するもの (112-418)に細分できる。

皿状のものは，さらに口縁部が内湾するもの，底部近くを面取りしたもの，口縁部が直線的

に開くもの， LJ縁部がやや外反するもの等に細分でぎる。356は口径24.6cmのもので，腰部は「

く」字状となり口縁部は内傾する c 口縁部に較べて底部はやや薄く，成形もやや粗い調整であ

る。色調は淡褐色を旦し，胎土に雲母片を含む。 357・358は口縁部がやや内湾するもので、357

がrI径19.6cm, 器高3.2cm,358が口径16.0cm, 協高3.7cmを淵る。色調は357が淡茶褐色，358が

茶褐色を呈し，胎土は357が精製粘土を使用しているが， 358は小緑を含む。

358の底は糸切りである。 359-:-¥61は口緑部やや直[1気味のものである。 361はやや薄手である。

口径が11.2-14. 8cm, 器高が2.3-2 .7cmを測る。色調は淡茶褐色を里するが， 361は部分的に黒

褐色を呈する。胎土は精製粘土を用い， 359は他に較べやや粗い。 362-369は底部近くを面取り

したもので，口径が8.2 -11. 8cm , 器高が1.7-2.5cmを測る。色調は多くが茶褐色を呈するが，

362が灰茶褐色， 369が白色に近い色を呈する。底部はヘラ切りが多いが， 369はさらにヘラ磨き

がなされている。胎土は精製枯土を用いており，焼成も良い。 370-388は口縁部がやや内湾気
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味に外へ開く形のものである。口径は10.2~ 17. 2cm, 器高は2.1~3.7cmを測る。底は372・373・

382が糸切りで他はヘラ切りである。胎土は精製粘土を使用しているが， 382には小礫が混じる。

色調は382が茶褐色， 384が白色に近い色，他は淡茶褐色を呈する。焼成は良い。 389~395はロ

縁上端部が外反するもので，口径が5.O~ 10. 0cm , 器高は1.2~2.4cmを測る。底は392・394が糸

切りで他はヘラ切りである。胎土は精製粘土である。色調は淡茶褐色が多いが， 79は二次的に

火を受けたため須恵器状となり灰褐色を呈する。 393は一部赤橙色を呈する部分があり，二次的

に火を受けたものと考えられる。 396~407は，口縁部全体が外反しているもので，口径は9.2~

15.1cm, 器高1.9~3.6cmを測る。 403は表面はヘラ磨状となり，表面は円滑である。色調は401

・404が淡茶褐色を星し，他は茶褐色を屋する。 408は口径が2.lcm, 器高が1.2cmを測り，口緑部

はやや内湾気味のものである。見込には「①」紋を腸刻している。胎土は白色に近い精製粘土

を使用したものである。

409~411は，小形の土師器皿の両端をつまみ箸渥状となっているものである。径6cm前後を測

り，断面が r~」状となる。胎土は精製士で，色調は淡茶褐色を呈する。

412~418はコースター状を呈するものである。口径7.8~9 .Ocm, 器品 1.2~2.Ocmを測るもの

内面は布の圧痕がある。底はヘラ切りであるが，平らなものと兜巾状となるものとがある。胎

土は精製土で，色調は茶褐色を呈する。

第19表 盤・灯明皿・土師器皿計測表

（単位： cm) 

No. 分類 器高 口径 古向ムにコ古F可 高台径 底径 No. 分類 器高 口径 古向ム口古向 高台径 底径

347 陶器 1. 2 19.8 368 土師器 1.7 8.4 6.2 

348 ク 8. 1 32.0 0. 7 20.0 369 ，，，， 1.7 8.2 6.0 

349 ，， 8. 1 31. 0 1.0 16.8 370 ,,. 3. 7 17.2 10.8 

350 ，， 15.2 49.8 2.2 29.2 371 ,, 2.8 11. 6 5.8 

351 ，， 3.0 8.6 3.8 372 1- 2.8 12.4 8.0 

352 土師器 3.0 11.2 5.2 373 ,,. 2.5 11. 6 8.8 

353 ,, 1. 6 6.6 4.6 374 ，， 2.8 11. 3 6.4 

354 ，， 2.0 6.6 4.8 375 ，， 2.6 10.8 5.8 

355 ,, 3. 1 15.0 9.6 376 I,, 2.5 10. 6 6.4 

356 ,, 2. 1 12.6 10.0 377 ,, 2.5 11. 0 5.6 

357 ，' 24.0 24.6 378 ，，， 2.1 11. 9 7.6 

358 .. 3.2 19.6 15.0 379 ,, 2.2 10.4 7.2 

359 ，，， 3. 7 16. 0 12.0 380 ,, 2.6 10. 8 5.8 

360 ，， 2. 7 14.8 12.0 381 .,, 2. 7 10.8 6.0 

361 ，， 2.3 12.4 11.2 382 ,} 2.3 10.2 5.8 

362 ，，， 2.5 11.2 9.0 383 ❖ 2.2 11. 0 8.6 

363 ,,. 2.5 11. 8 8.2 384 ，， 2.4 10.4 7.2 

364 ,, 2.0 10.0 8.0 385 ，， 2.3 10.8 8.0 

364 ，， 2.4 10.4 8.0 386 ，，， 2.1 10.6 7.0 

365 ，，， 2. 1 9.8 6.8 387 ，， 2.1 11. 8 9.2 

366 ,, 2.0 10.0 7.2 388 ，，， 2.1 9.2 6.6 

36. 7 ~ 2.4 9.0 6.2 389 ，， 2.4 8.8 6.0 
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第20表 士師器皿計洞表

（単位： cm) 

No. 分類 器晶 口径 向ロム口回ロ 晶台径 底径 No. 分類 器品 口径 回ロム口向ロ 晶台径 底径

390 士師器 2.2 10.2 7.8 405 土師器 2.5 11. 8 7.8 

391 ,, 2.0 10.0 7.4 406 ,,. 1. 9 11. 2 8.4 

392 ,, 2.2 9.4 6.0 407 ,,. 2.3 9.8 6.0 

393 ，， 2.1 9.8 7.0 408 ，， 1. 9 9.2 5.2 

394 ，， l. 6 6.4 4.8 409 ，，， 1. 5 

395 ,, 1. 2 5.0 3.8 410 ,,. l. 7 

396 ，' 2.8 11. 8 6.0 411 ，，， 5.8 

397 ，， 2.4 12.6 8.4 412 ，' 1. 9 9.0 8.4 

398 ,, 3.6 12.8 7. 8 413 ，，， 1.2 7.2 7.0 

399 ,,. 2.8 14.8 9.0 414 ,. 1.8 8.0 7.6 

400 ，，， 2.1 13.2 9.0 415 ,l- 2.0 8.2 8.5 

401 ク 2.3 12.8 10.4 416 ,,. 1. 3 6.2 6.0 

402 ，，， 2.9 15.1 8.6 417 ，，， 1. 6 7.8 7.0 

403 ，，， 2. 1 10.8 6.8 418 ケ 1. 5 7.2 7.4 

404 ❖ 3.2 13.2 7.6 
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第 3節茶入（第71図，図版34)

419~434が茶入で，全て破片である。 419~ 428 が口縁部片， 429 ~ 434が底部片である。

419は口径 3.0cmを測り，球形の胴に直口の口縁部をもつものである。口縁内側には蓋受と

なる鍔状突帯をもつ。灰褐色土に透明釉を蓋受部以外に施し，内面には細貰入がみられる。文

様は圏線や菊花文等を白士で象嵌する。 420は口径 2.0 cmの瓢箪茶入である。灰褐色士に透明

釉を胴部と内側の上部にのみ施し，全体に細貫入がみられる。文様は二重圏線や菊花文等を白

土で象嵌する。胎土は鉄分が多いためか茶褐色の斑点が多数みられる。 421は口径 2.0cmの胴

が締まる形である。口縁部内側には蓋受部をもつ。白士に透明釉を施し，全体に細貫入がみら

れる。文様は胴上半部に放射状の線が陰刻されている。 422は口径 4.0cmの皆口茶入である。

肩部に 2条の縦位の耳を有する。白土に茶褐色の釉を施し，細貫入がみられる。 423は口径3.

6 cmの口縁が外反するものである。 422同様の耳を付している。灰褐色土に暗茶褐色の釉を内

外に施し，釉の厚い部分では黒褐色を里する。貫入はみられない。耳の胎土は本体と異なり，

淡茶褐色の士を用いている。 424は口径 4.0cmの皆口茶入である。口唇部は丸くつくられてい

る。灰褐色土に茶褐色の釉を施し，さらに暗茶褐色の釉を掛け流している。釉際は黒褐色を呈

する。貫入はみられない。 425も口径 3.6cmの皆口茶入である。なだらかなカーブの肩部をも

つ。暗茶褐色の胎士に暗茶褐色の釉を口唇部以外に施す。施釉されてない口唇部の断面では赤

化している。 426は口径 3.6cmの肩衝茶入である。口造りの捻り返しは弱く，肩はやや丸味を

もっている。黒褐色士に暗茶褐色の釉を施す。 427も口径 2.8cmの肩衝茶入である。口造りの

捻り返しは弱く，口唇部は玉縁状となっている。黄茶褐色土に緑褐色の釉を施し，細貫入がみ

られる。甑（頸部）では釉が厚く黒褐色を星している。 428は口径 3.8cmの裾の広がる形を呈

する。肩部は稜をつくり出す。白士に透明釉を施し，細貫入がみられる。

429は底径 1.4cmの小形の瓢箪茶入の底部と考えられる。胴紐が一本みられる。灰褐色土に

暗茶褐色の釉を施し，釉際では黒褐色となる。底は糸切りである。 430は底径 3.0cmのもので

底部近くに横位のヘラそぎがみられる。底は貼り付けであることが断面で観察される。胴には

ロクロめがよく残っている。黒い斑点の混じる灰色土に，外面は赤褐色，内面は茶褐色の釉を

うすく施す。 431は底径 5.0cmのもので，底部に較べて胴が厚くつくられている。底部近くに

はヘラそぎが見られ，畳付部は面取されている。胴にはロクロめがよく残る。灰褐色土に内面

は灰緑色の釉を，内面は下地に赤褐色の釉を施して上から暗茶褐色の釉を畳付部まで施してい

る。暗茶褐色の釉の部分には細貫入がみられる。底は丁寧な糸切りである。 432は底径 4.2cm 

のもので，黒色の斑点の混じる黄褐色土に黒褐色の釉を施す。底はやや粗い糸切りである。

433は底径 3.6cmの粗いろくろ仕上げのものである。灰褐色士に，灰緑色の釉を下地とし，そ

の上に暗茶褐色の釉を掛け流す。一部白濁状となる部分がある。底は丁寧な糸切りであるが，

焼成の際にピビを生じている。細貫入が部分的にみられる。 434は底径 3.4cmの歴い底部をも

ったものである。胴にはロクロめが残る。黒褐色土に赤褐色の釉をかけ流している。底はやや

粗い糸切りである。
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第 4節小形容器 （第71図，図版34)

435は口径 4.6cm, 器高 2.6cmのもので，白士に透明釉を施しているが色調は淡緑色を星し

ている。口唇部と底部には施釉されていない。器面内外に細貫入がみられる。 436は口径 4.6

cmの逆「ハ」字の器形を星する。胴には放射状の凹凸がみられる。胴士は磁器質で，釉は見込

のみ施されている。胴には朱が一部付着している。 437は口径 4.6cmの小形の盃状の形を呈す

る。淡青色の釉を見込と口縁部にのみ施している。高台は付高台であり，高台内には指紋がつ

いている。見込には貫入がみられる。 438は口径 6.0cmの磁器のものである。見込と胴に淡青

色の釉を施している。 439は口径 5.8cmのもので，淡黄褐色士に透明釉を見込と底部近くに施

し，色調は緑褐色を呈する。細貰入がみられる。底部は碁笥状となっている。 439は口径 7.4

cmで，灰色士に透明釉を見込と高台付近にのみ施し，色調は灰褐色を呈する。細貫入がみられ

る。蓋台部の立ち上りの部分はロクロ成形の後，ヘラで削った調整痕をもつ。

第 5節蓋置 （第71図，図版34)

441 ~ 448が蓋閻である。 441~444 は胴が張るもの， 445は円筒形， 446 ~ 448は胴が締

る形のものである。口径は 4.8~ 6.2 cm, 器高は 4.8~ 5.4 cmを澗る。 441 ~ 443, 445, 

447 , 448は灰色上に圏線や菊花文等を白土で象嵌した二島写である。 釉は骨付以外に透明釉を

施し，｝仮褐色を呈する。 441は釉が溶けず白濁状となる。 444 は白土に透明釉を施す。文様は

斜格子状文と鋸歯文を黒褐色の釉で描く宋胡録写である。 446は白土に灰褐色の釉を施すが，

やや白濁状である。やや緑味を帯びた灰褐色の釉で唐草様の文様を描く。釉は畳付外に施し，

ている。 443以外に細貰入がみられる。

第21表 茶入計測表 （単位： cm) 

No 分類 器高 口 径 胴径 古向ム口f／又土 底径 No 分類 器高 口径 胴径 高台径 底 径

419 陶器 3.0 4.0 427 陶器 2.8 4.8 

420 ケ 2.0 4.2 428 ，，， 3.0 

421 ,, 2.0 3.0 429 // 3.2 1.4 

422 ,, 4.0 4.8 430 ,, 5.8 3.0 

423 ，， 3.6 4.4 431 ，， 5.4 5.0 

424 ，，， 4.0 7.2 432 ，， 6.6 4.2 

425 ,,. 4.6 6.4 433 ，，， 7.6 3.6 

426 ,, 3.6 7.0 434 ,, 6.0 3.4 
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第 6節猪口 （第72図，図版35)

449 ~ 474が猪口（盃）である。器形から碗形 (449~ 455) , 端反 (456~ 471) , 筒形

(472), 高坪形 (473・474) に細分できる。口径は4.0 ~8. 0 cm, 器高は2.2 ~4. 3 cm 

を測り，高台をもつものである。

449は白士に透明釉を施す総釉のもので微細貫入が全体にみられる。 450~ 453はやや厚ぼ

ったい器形のものである。 450は淡黄褐色土に透明釉を， 451は茶褐色土に白濁釉を胴部より

上に掛けさらに透明釉を全体に施す。 452は灰褐色土に白濁釉と透明釉を重ね掛けする。

453は黒褐色土に黒褐色の釉を施す。 451~453の見込には重ね焼のために釉が円形にカキ取

られている。

454・455は磁土に白釉を施したものである。 454は胴に草文状の文様を呉須により描いて

いる。

456 ~ 464は白土に透明釉を施す総釉のものである。色調は 460・462がやや淡い緑味を帯

びており，他は白色を呈する。 459・461は微細貫入が， 456・460・462 ~ 464は細貫入が

457・458はやや粗い貰入が器面全体に見られる。 465・466は灰褐色土にやや淡い黄褐色味

を帯びる透明釉を総釉で施し，白士によって 465には松葉文と紅葉文を， 466には松葉文を胴

に象嵌している。 467~ 471は磁器で， 468は草花文， 469は雀文を内外に， 470は見込に千

両箱文を， 471は胴に蛸足唐草文を，見込の口縁部に棒文を，見込底に松竹梅文を，それぞれ呉

須にて描いている。

472は白土に透明釉を施し，微細貰入が見られる。高台部には呉須により千鳥印が描かれて

いる。

473は白土に透明釉を施し，微細貫入が見られ， 474は灰褐色士に透明釉を施すものである。

474の杯部の外面には，白土による菊花文等が象嵌されている。

第22表猪口計測表
（単位： cm) 

No 分類 器品 口径 回ロム口回ロ 品台径 底径 No 分類 器品 口径 向ロム口ー信 品台径 底径

449 陶器 3.0 4.6 0.5 2.2 462 陶器 3.4 4.8 0.4 2.2 

450 ，， 3.0 4.8 0.4 2.2 463 ，，， 3.7 6.8 0.5 2.8 

451 ，， 2.7 5.2 0.4 2.2 464 ，， 2.8 5.2 0.4 2.4 

452 ，，， 4.3 6.0 0.6 2.8 465 ，，， 3.2 6.2 0.4 2.6 

453 "' 3.1 5.0 0.3 2.0 466 ,, 5.4 8.0 0.5 4.0 

454 ケ 3.5 5.2 0.6 2.2 467 ，，， 2.7 5.6 0.4 2.4 

455 ケ 2.7 4.2 〇.4 2.0 468 r,, 2.9 6.8 0.7 3.0 

456 ，，， 2.6 4.4 0.3 2.2 469 ，，， 3.3 7.2 〇.9 4.0 

457 ，， 2.9 4,8 0.4 2.2 470 11 3.1 6.6 0.9 3.2 

458 ,, 3.1 4.6 0.5 2.0 471 ，，， 2.2 6.8 0.8 3.8 

459 ，， 3.1 4.2 0.5 2.0 472 ，，， 3.2 

460 ，，， 3.7 4.0 0.4 2.4 473 ，，， 1.5 2.8 

461 ，， 3.2 4.4 0.3 2.4 474 ❖ 3.6 5.6 1.5 3.0 
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第 7節餌入等 （ 第73図，図版35)

475 ~ 498が，小鳥の飼育用の餌入等に使用されたと考えられるものである。器形から碗形

(475 ~ 477・498) と浅い円筒状のもの (478~ 497) とに細分でぎる。これらの胴上部の

口縁部趾くに円ないしは角形の耳を付し，小穴を穿っている。

475は白士に透明釉を施しているが，釉が完全に溶けていずに白濁状となっている。口径は

4. 6 cm, 器高2.0 cmを測る。 476・477は灰色士に透明釉を施すが， 476は釉が完全に溶けて

いずに白濁状を呈し， 477は灰橡色を呈している。口径は 476が5.4 cm, 477が5.6 cmで器高

は両者共2.5 cmを測る。 498はやや大形のもので他の用途も考えられるものである。白上に透

明釉を施し，細貰入がみられる。断面に剥離状の線が見える。

478 ~ 497は，底部近くで面取りがなされ， 491・492では大きく面取られている。 487~ 

497は底がややあげ底気味であり， 497では削り出し状となっている。 478~ 491 ・494は白

土を他は灰褐色を用い，透明釉を施している。色調は 480・484~ 486がやや黄緑色味を帯び，

490 ~ 492が灰緑色味を帯び， 497が暗緑色味を帯びている。 493(よ白士にて菊花文等を象嵌

している。 486は釉が完全に溶けずに白濁状を呈している。これらの口径は4.6 ~9. 0cm, 器

高は2.0~4.2cmを測るものである。

第23表餌入計測表 （単位： cm) 

No 分類 器晶 口径 回ロム口向ロ 品台径 底径 No 分類 器品 口 径 向ロム口回ロ 回ロム口伊士 底 径

475 陶器 2.0 4.6 2.8 487 陶器 2.3 5.4 3.4 

476 ，，， 2.5 5.4 2.8 488 /,, 2.5 5.2 3.6 

477 ，，， 2.5 5.6 2.8 489 ，， 3.6 7.0 5.4 

478 ケ 2.2 5.2 4.2 490 ,, 4.2 9.0 8.0 

479 ，， 2.9 4.8 4.0 491 ，， 3.2 7.4 6.6 

480 ，， 2.0 4.4 3.4 492 "' 3.3 7.0 5.8 

481 ,,. 3.0 7.0 6.0 493 ，，， 3.5 9.0 5.4 

482 ，，， 3.0 6.0 5.0 494 ，， 3.4 6.4 4.8 

483 ，， 2.7 5.4 4.8 495 ，，， 3.4 9.8 8.6 

484 ，， 2.1 4.6 3.6 496 ‘ 3.3 7.2 5.6 

485 ，，， 2.6 5.4 4.8 497 ，，， 2.8 5.6 4.0 

486 ケ 2.3 5.0 4.0 498 ，， 3.7 8.0 4.6 
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第 8節高杯 （第74図，図版35)

499 ~ 504が嵩坪であるが， 499・500は盃台としての使用も考えられる。

499・500は赤褐色土に緑褐色の釉を施すが， 499は完全に釉が溶けていない。杯部の見込

には重ね焼のために釉をカキ取っている。

501 ~ 504は磁器である。 502・503は脚の下位から高台にかけて土見せを行なっている。

504は脚が長く，器面には，赤・青の釉薬により菊花・葉文・蛸足唐草文が描かれている。

499 ~ 503は，破片のためその全体を知り得ないが，高台径1.8 ~4. 3cmを測る。 504は口径

5. 6 cm, 器高6.3 cmを測る。

第 9節水盤 （第75図，図版36)

505 ~ 508が水盤である。 505・506は白士に透明釉を施し，白色を呈する。 506は総釉で，

505の高台内は施釉されていない。共に器面内外に細貰入がみられる。 506は 3個の獅子の足

を附している。 505も同様の足がついていたと考えられる。 505は口径17.Ocrn, 器高8.0 cm, 

506は口径33.4cm, 器高12.0cmを測る。 507は口径26.4cm, 器甜11.7cmのもので，灰色土に透

明釉を施し，灰褐色を星する。胴には白土で菊花文等を白土で象嵌している。高台際に 3個の

獅子の足を付す。 508は口径24.4cm, 器高7.2cmのもので，灰褐色土に暗茶褐色の釉を施すも

のである。高台際に 3個の獅子の足を付す。 506・507の足は 508のものに較べてやや描象化

されている。

第10節香炉 （第75図，図版36)

509は口径10.4cmのもので，白上に透明釉を施しているが，完全に釉が溶けていず白濁状と

なっている。 3個の足をもつと考えられるが，破片のためその形状は不明である。

第11節風炉 （第75図，図版36)

510が風炉である。破片のため上部は不明である。締った胴に「く」字状の腰部をもつもの

で， 3個の獅子の足を付している。足は貼り付けによるものである。灰茶褐色土に透明釉を施

している。胴・ 腰部には花菱文・同心円文等を白土により象嵌している。締った胴には楕円形

状の透しをもつが，その個数は破片のため不明である。

第24表 水盤・香炉・風炉計測表
（単位： cm) 

No 分類 器高 口径 古回ム口古回 高台径 底径 No 分類 器高 口径 古回ム口古向 古向ムロ／イ又±~ 底 径

505 陶諾 8.0 27.8 0.4 17.0 508 陶器 7.2 24.4 

506 ,, 12.0 33.4 0.8 18.2 509 11 10.4 

507 ケ 11. 7 26 .4 0.8 15.8 510 ‘ 0.2 9.0 
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第12節鉢類（第76~83図、図版36~38)

511~574が鉢類で陶磁器溜No1・2から出土したものが大半を占める。これらを器形の上か

ら，円筒形の浅鉢 (511~527), 円筒形の深鉢 (528), 口縁が内傾する浅鉢 (529)、口縁部が外

反する浅鉢 (530~533)、口縁部が外反する深鉢 (534~540), 口縁が直口する．深鉢 (541), 口

縁が内湾しながら外へ開く鉢 (542~556) 等に細分できる。

(1) 511 ~527は口縁部と底部がほぼ直角をなす円筒状の浅い鉢である。口径が7.4~28.8cm,

器面3.3~9.8cmを測る。 511~521はやや小形のもので，白士に透明釉を施す。色調は白色を呈

するものや淡黄緑色味を帯びるもの種々みられる。 511~517は底部付近を面取りするもので，

518は低い届台をもつ。 522は口径16.8cm, 器高6.3cmを測る。灰色士に淡黄緑色味を帯びる釉

を施し，胴には花文，暖籠状文を白土により象嵌している。 523は灰色土に透明釉を施し，ゃ

や淡黄緑色味を帯びる。胴に茶褐色の釉で組合せ笹文様のものを描く。 524・526は口径11.4cm

11.0cm, 器高5.7cm, 6.0cmを測る。黒褐色の胎土に，暗茶褐色の釉を薄く施している。 526・

527はや大形のもので口径23.6cm・28.8cm,器高9.2cm, 9.6cmを測る。白士に透明釉を施して

いるが、 527は，釉が完全に溶けていずにカイラギ状を呈している。器面には、 524・525以外

は貰入がみられる。

(2) 528は，口径19.0cm、器高15.2cmを測る。底部に 3個の足を付したもので，口縁部は 1

ヶ所楕円形状にヘラで切り取られ，見込の上部口縁部には三角錐状の突起を付している。灰色

士に透明釉を施し，やや緑味を帯びる。胴には鋸歯文，蛸足唐草文等を茶褐色の釉で描く。

(3) 529は，胴が張り，口縁が内傾するものである。口径16.6cm, 器高6.9cmを測る。白土に

透明釉を施す。色調はやや黄色味を帯びる。胴に茶褐色の釉で幾可学的な文様を施す。

(4) 530~533は口縁部が外反するものである。 530・531は口径より胴径の方が大きいものの

であり，口径14.4・19.0cm,器高4.8・5.3cmを測る。 530は淡黄褐色土に透明釉を施し，胴に

竜文等を茶褐色の釉で描く。 531は灰褐色土に黒褐色の釉を施す。 532は口径が胴径より大ぎい

もので，口径16.0cm, 器高7.8cmを測る。灰色土に透明釉を施し，胴には茶褐色の釉で唐草文

等を描く。 533は色絵磁器である。赤色の釉で線描ぎを行ない，赤• 青・緑の釉でダミ染めを

行なっている。緑の釉は風化のため白濁状となっている。

(5) 534~540は，口縁部が外反し，口縁端部が蒲鉾状となるものである。 534は口径30.6cm,

器面10.0cmを測る。白土に透明釉を施し，器面に粗い貫入がみられる。 535~540は，口径34.8~

52.0cm, 器高15.1~19.?cmを測る。 539・540には唐獅子の耳を付す。 535は白士に透明釉を施

し，細貫入がみられる。頸部に耳が付いていた痕跡を残す。 536・537は灰色土に透明釉を施し，

白土により花菱文．雷文・菊花文・梅花文・ 暖簾状文等を象嵌している。 538~540は灰色土に

やや緑がかった透明釉を施し，胴を区画し，その中に蛸足唐草文・麻の葉繋文・欅文と花文と

の組合せ文等を茶褐色の釉で描くものである。

(6) 541は口縁部がやや直口気味のもので，口径38.0cm,器高23.5cmを測る。灰色士に緑味

をおびた透明釉を施す。圏線と縦位の線で区画し、その中に尾甲文• 青海波文・斜格子文・蛸
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足唐草文・花文・格子と花文の組合せ文を茶褐色の釉で描く。

(7) 542~556は，内湾しながら開き，半球形状を呈して，口縁部が玉縁状となるものである。

口径は24.8~27 .8cm, 諾高10.2~13.0cmを測るもので，やや規格化されたものである。 542~

546は二彩鉢と俗に呼ばれているもので，茶褐色土に，見込は淡黄褐色の釉を，胴には黒褐色

や暗茶褐色の釉を施すものである。 547~556は、茶褐色士に淡黄褐色の釉を施し，さらに口縁

部に鋸歯状に548・555・556では緑色の釉を， 553は茶褐色の釉を、 547・549~ 552・554には茶

褐色と緑色の釉を施し， 552では胴に緑色の釉を流し掛けるものであり，これらは俗に三彩鉢

と呼ばれるものである。高台内には， 548が「龍聞芳林」， 554・555が「芳 tオ」， 556が「新

堂」とスタンプで刻されている。見込には重ね焼用の目跡を 4~7個残す。

(8) 557~559は口縁部が直線的に開くものである。 557は，口径25.6cm, 器高7.0cmを測る。

暗茶褐色暗茶褐色の釉を施す。 558は口径36.8cm,器高9.2cmを測る。茶褐色士に緑褐色の釉を

施す。 559は口径38.8cm, 沿高9.2cmを測る片nのものである。茶褐色士に黒褐色の釉を施す。

(9) 560~568は，内湾しながら外に開く浅いもので，口縁端部は台形状の縁をもつものであ

る。口径 260~ 48.4cm, 器高8.6~18.0cmを測る。 560は茶褐色上に緑褐色の釉を施している。

561・563・564・566は灰色上に透明釉を施す。 562は白土に透明釉を施しているが，釉が完全

に溶けていずに白濁状を呈する。 565・567は茶褐色に茶褐色の釉を施す。 568は土師のもので

赤褐色を呈している。

110) 569~574は，内湾しながら外へ開く深いもので，口唇部は台形状の隊をもち略水平とな

っている。口径36.8~45.0cm, 器高13.8~20.0cmを測る。 569・570は「7唇部がやや外傾するも

ので，茶褐色土に暗茶褐色土釉を施す。 571は黒褐色， 572は緑褐色の釉を施すもので，＇胎土は

茶褐色を呈す。 573は若十外反するもので，茶褐色士に茶褐色の釉を施す。 574は無釉の焼き締

めのものである。口縁端部に刻み文，胴には絡縄突帯を付し，その間に釘彫による唐草文を描
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第25表鉢類計測表

（単位： cm) 

No. 分類 器高 口径 古回ム口古向 高台径 底径 No. 分類 器高 口径 古回ムに古向 高台径 底径

511 陶器 4.2 7.4 6.4 Jj43 陶器 11. 1 25.0 1.0 9.2 

512 ケ 3.9 16.4 15.4 544 ,,. 11. 6 25.4 1.0 9.4 

513 ，， 3.4 10.2 8.0 545 ，， 10.8 26.8 1.2 9.6 

514 ，，， 4.4 9.6 8.4 546 ,, 10. 7 27.8 1. 2 8.8 

515 ，， 3.4 10.2 8.6 547 ，， 12.6 24.8 1.2 9.6 

516 ，， 5.4 11.2 10.0 548 I,, 10.5 25.6 1. 2 9.2 

517 ,, 3.3 9.0 4.8 549 ,, 10.2 23.6 0.8 8.4 

518 ，， 4.2 8.8 8.4 550 I,, 12.5 25.0 1.2 10.0 

519 ,, 3.9 16.4 14.0 551 ケ 13.0 25.4 1.2 9.8 

520 ~ 3.1 9.0 8.6 552 ，， 11. 3 26.0 0.9 9.4 

521 ，，， 5. 7 15.8 15.0 553 ~ 11. 0 26.8 1.0 9.0 

522 ，，， 6.3 16.8 15.6 554 ，， 11. 4 25.8 1.1 8.8 

523 ,, 5.4 17.4 17.0 555 ，' 12.0 25.8 1.0 9. 6 

524 ,, 5. 7 11.4 11. 0 556 I,, 12. 0 26.6 1.2 8.6 

525 ,, 6.0 11. 0 10.4 557 ,,. 7.0 25.6 19.4 

526 ,, 9.2 23.6 25.2 558 ケ 9.2 36.8 25.4 

527 ,,. 9.8 28.8 25.4 559 ，， 9.2 38.8 29.0 

528 ,, 15. 2 19.0 18.0 560 ,,. 11.0 26.0 16.4 

529 ,, 6.9 16.6 14.8 561 ケ 10. 0 33.2 0.9 20.4 

530 ,, 4.8 14.4 10.0 562 ，， 11. 8 33.4 0.8 19.0 

531 ,, 5.3 19.0 16.8 563 ，， 11. 8 32.8 0.6 20.0 

532 ,, 7.8 16.0 11.6 564 ケ 11. 2 36.2 0.8 21. 2 

533 磁器 8.8 18.0 2.1 9.2 565 ,, 10.0 34.6 25.6 

534 陶器 10.0 30.6 0. 6 13.0 566 ，， 8.6 37.6 27.0 

535 I,, 19.0 35.4 1.2 16.2 567 ，' 10.8 37.6 27.6 

536 ，' 40.4 568 ，， 18.0 48.4 29.0 

537 ，， 18.0 37.2 l. 4 15.2 569 ，，， 13.8 41.2 20.4 

538 ，， 19. 7 34.8 1. 5 15.8 570 ，，， 15.0 41. 6 20.4 

539 ，，， 18.5 34.8 1. 3 15.8 571 "' 20.0 40.0 21. 0 

540 ，， 15.6 29.8 1.2 14.6 572 ，，， 18.6 36.8 20.0 

541 ,, 25.3 38.0 1.5 19.6 573 ,,. 43.4 35.6 

542 ,, 11. 4 26.4 1. 1 8.8 574 ケ 45.0 
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第13節甕類 （第83~87図，図版38・39)

575~598が甕の破片で，陶磁器溜No1・2から出土したものが大半である。これらは器形

から口縁部が直口するもの (575~579), 口縁部が外反するもの (580~582) , 口縁部が

内傾し，最大径が肩部にあるもの (583~590) の 3種に細することができた。又底部の破片

では，底部近くに隆線状の突帯をもつものともたないものとがある。

(1) 575~579は，口縁部が直口するものである。口縁端は貼り付けによる張り出し部を作

り出している。その形状は断面では，長方形 (575) , 台形 (570) , 三角形 (578) , 外側

が台形で内側が三角形のもの (577・579) がある。・ロ径は26.6~42 .2cmを測る。茶褐色土に

茶褐色の釉 (575・577) , 黒褐色の釉 (576) , 暗緑褐色の釉 (578・579) を施す。 576

の胴部には絡縄突帯を付す。 577~579の口縁部張り出し部は凹線を施し， 577ではさらに指

でつまんで波状を呈している。これらの口唇部はほぼ水平となっている。

(2) 580~582は，口繰部が外反するものである。口縁端は張り出し部をもつ。口径36.4~ 

59.0cmを測る。 580は台形状の張り出し部でやや外傾する。 5条の沈線・ 2本の突帯をもつ。

茶褐色上に暗緑褐色の釉を施す。 581は水平な輻広の張り出し部をもつ。上面と端部に絡縄の

文様を付す。茶褐色土に茶褐色の釉を施す。 582は二合足の沈線をもち，茶褐色土に緑褐色の釉を

施す。

(3) 583~550は，口縁部が内傾するもので，口縁部に断面が三角形状の張り出し部をもつ

もので， 586のみ台形状である。頸部から胴部にかけて沈線や三角突帯を 2~ 3条付す。茶褐，

色士に茶褐色の釉 (584・590) , 緑褐色の釉 (586~588) , 暗緑褐色の釉 (583・585)

暗茶褐色の釉 (589) を施す。口径28.6~47 .Ocmを測る。

底部は若干あげ底気味のものが多く， 591では低い高台がつく。底面はほとんどが無施釉で

ある。見込底には見目跡が 3~ 4個残る。底部付近には突帯を付すもの (597・598) と付さ

ないもの (591~596) がある。底部径は11.0~23.Ocmを測る。茶褐色土に茶褐色の釉 (591 

・5 98) , 黒褐色の釉 (592・593) , 暗緑褐色の釉 (594~597) を施す。

第26表甕計測表 （単位： cm) 

No 分類 謡高 口 径 頸部径 胴部径 底径 No 分類 器高 口径 頸部径 胴部径 底径

575 陶料 35 .4 33.0 587 陶器 34.6 30.0 29.0 

576 ,,. 33.0 30.0 588 ケ 28.6 24.0 34.0 

577 ,, 42.2 38 .4 589 ，，， 42 .4 39.0 

578 1、 29.2 27.4 590 ，， 44.0 42.6 38.8 42.6 21.4 

579 ケ 26.6 24.0 591 ，， 22.0 

580 // 36 .4 33.0 592 ，， 11.0 

581 ,, 59.0 52.6 593 ，， 20.0 

582 ,, 37.2 34.6 594 ，， 23.0 

583 ，， 31.2 29.8 595 ，， 46.6 21.4 

584 ,, 30.0 29.0 596 ,, 17.4 

585 ，， 37.6 36,0 597 ,, 22.0 

586 ,, 47.0 43.8 48.4 598 ,, 21.4 

-128-



(
5
7
3
 

ー 1 2 9 |  

｀  I  

’’ '
I

 
、、

57
5

ヽヽ`
 

ーー

'ヽー

57
6 

0
 

10
cm
 

ト丁
□□

丁
叶

，  `  I  

＇ 
ヽ

J
 
ヽ ＇ 
57
7 

第
8
3
図

鉢
類

(
8
)

＇ 
．

甕
類

実
測

図
(
1
)

，
 ＇ 

I
 I

 

I
 
I
 5
78
 



|  1 3 0  1  

ノ
ヽ

、ヽ，
57
9

¥
 

I
 

，
！

 

‘‘ ‘‘ ヽ

＇ 
58
0 

ロロー

,¥`  
, 3  ，＇ 

8  
5  戸 ’ ‘

0
 

10
cm
 

I
 

I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 

,
 

,
 

:
 :
 58
2 

第
8
4
図

甕
類

実
測

同
(
2
)

I
 I

 

I
 I

 

I
 
,
 58
4 



ー
I

 I
 

,
 1
 

• 
I

 58
5 

|  1 3 1  1  

’’ ,、
58
7

第
8
5
図

I  I  

甕
類

実
測

図

,
 

,
 

//
 
58
6 

(
3
)
 

』-
, ‘’ 9
ヽ
58
8

0
 

10
cm
 

I
 

I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 



、＼ヽ
ヽ

，
 ロニ
:,
,

:
 ¥
 

58
9 

ー 1 3 2 |  

、 ¥，  

ヽ
'

,
 

,
 

＇ 
,
 ,
 

二
'

¥ ‘ ¥ ＼  

I
 

I
 
I

 

I
'

I
 

□
 d
 

，  ヽ I
 

ーi  
1 ,  

0
 

10
cm
 

I
 

I
 I
 I
 I
 I
 

I
 I
 I
 I
 I
 

第
8
6
図

甕
類

実
測

図
(
4
)



''
 

I
'

 

’’ 

I
 
I

 

I
 
I
 

ヽ
＇ 

- 1 3 3 -

:
=
二
ニ
ニ

I  ヽ

第
8
7
図

甕
類

(
5
)

0
 

10
cm
 

I
 

I
 I
 I
 I
 I
 

I
 I
 I
 I
 I
 

・
 植
木

鉢
実

測
図

(
1
)



第14節植木鉢 （第87・88図、図版39)

599~ 601が植木鉢である。 599はやや直口する［＿］縁部に張り出し部をもつもので， r1径が30.6

cm, 料高が29.0cmを測る。茶褐色上に暗茶褐色の釉を外面だけ施している。底には径 3cmの水

抜穴を 1個穿つ。600は口縁が直線的に開くもので，[]緑に台形状の張り出し部をもつ。口径78

.8cm, 器高 54.8cmを測る。白士に透明釉を施しているが，一部釉が完全に溶けてない部分があ

り，臼濁状となっている。底部はやや底い高台を付し，中央に径 9cmの水抜穴を穿っている。

601は口縁が若干内湾気昧に開くもので，口縁端には張り出し部をもつ。口径 76.4cm, 器高 55.6

cmを測る。灰色士にやや緑色昧を帯びた透明釉を施す。胴には菊花文，七宝文・業平菱様文，

同心円文・暖瀦状文等を白土で象嵌している。底部は低い高台で，水抜穴は中央に径 6cmのも

のを 1個，その周囲に径 3cmのものを 8個穿っている。

第27表 植木鉢計測表

t:91::1竺，；ばjI r~。；予 1 で:~!f I B:: 〖；歪 I 1~s-~ 各 □ 601 陶器 55. 6 

（単位： cm) 

11 径I頸部径I胴部径 1底径

76.4 36.0 

600 I ,, I 54 . 8 I 78. 8 42.0 ヶ

第15節擢鉢 （第89図、図版40図）

602~609が揺鉢である。 LJ縁へは若干内湾気昧に外へ開く形を呈し，口縁端は「「」状の張

り出し部をもつ。見込みのかき目は縦位のもの (602~ 604) と格子状のもの (605~609) の 2

種ある。口径 24.4~29 .6cm, 岱高27.2~32.4cmを測る。 603は白土に淡黄色の釉を施している。

602・604は阪色士で透明釉 (602) , 茶褐色の釉 (604) を施す。 605~609は茶褐色士に茶褐色

の釉 (605) , 黒褐色の釉 (606~{;09) を外面に施し，見込には無施釉ないいしはうすく施さ

れる。 608は片 Dをもつ。

第28表揺鉢計測表 （単位： cm) 

No 分類 謡高 口径 古1可ム口古「司 島台径 底径 No 分類 益nn 高 11 径 「山司ニム1―1「占司― 向占ム<J戸+_ 底径

602 陶器 10.2 606 陶器 32.4 

603 ，，， 13.2 607 ，， 11.5 29.4 16.4 

604 ，， 12.4 608 ,,. 13.6 27.2 15.6 

605 /,, 31.0 609 ,,. 30.4 
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第16節壺 （第90図、図版40)

610~613が壺で， 610~612が広口壺である。610は口径 16.2cmを測る。暗茶褐色士に茶褐色の

釉を施す。 611はrJ径 16.4cmを測る。暗茶褐色土に黒褐色の釉を施す。 口唇部には貝目の跡を

残す。 612はやや肩の張るもので，口径 13.4cmを測る。暗茶褐色上に黒褐色の釉を施す，蓋受部

をもつものである。 613は細口の染付磁器の油壺である。口径2.8cmを測る。肩部に梅花文を呉

須にて描く。

第17節徳利 （第91図、図版40)

614~627が徳利で， 625~627は小形のものである。 614~623が陶悩で， 624~627は磁器であ

る。 614~617は「J縁から胴部にかけてのもの， 618~623は底部である。その器形はあまり変化はな

く，王縁状の口縁に，筒状の頸部をもち，卵状になだらかなカーブの胴部をもつものである。

これらに対する底部は620~623と思、われ，高台をもつ。 618の底部は蕪形のものと思われる。

619は底部近くで若干締まり気味のものである。口径が5.4・5.8cm、高台径10.4~14.0cmを測る。

茶褐色土に陪茶褐色の釉を施す。内面は頸部付近までしか施釉されていない。 624は高台径6.8

cmの白磁の壺である。 625~627は赤絵磁器の神酒徳利である。

第29表徳利計測表 （単位： cm) 

No 分顆 岱高 [l 径 頸部径 胴部径 底径 No 分類 器高 ［］ 径 頸部径 胴部径 底径

614 陶器 5.8 4.8 621 掏器 11. 8 

615 ，，， 5.4 4.0 622 ，，， 13.2 

616 ，， 4.6 623 ，，， 14.4 10.4 

617 I,, 4.0 16.4 624 磁器 2.6 13.4 6.8 

618 ，，， 14.0 625 It 4.2 3.2 

619 l1 10.0 626 ，， 1.8 4.6 

620 ケ 11. 0 627 ，， l. 2 3.6 

m I'611  

: : 610 

612 

第90図壺実測図
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第18節花生 （第92・93図、図版41)

628~636 が花器の花生である。628 はやや長胴形のもので，頸部に龍耳を付すものである。ロ

縁部を欠くため不明であるが，肩部に最大径が残存のものではみられる。胴はなだらかなカー

ブをもってすぼまり，高台近くからさらに開く岱形をもつ。白土にやや青味を帯びる透明釉を

内外に施す。肩部径 14.6cm、高台径 12.8cmを測る。料面には粗い貰入がみられる。 629は，「く」

字状の口縁部をもち，頸部に龍耳をもつものである。又胴上部には呉須により「EB」紋が描か

れている。白士に透明釉を内外に施す。器面には微細貰入がみられる。口径8.0cmを測る。 630

は胴部以下の破片である。 「ハ」字状に閉く，やや高い高台をもつ。胴の最大径が下位で逆蕪

状を足する。白土に透明釉を施し，淵面には微細な貰入がみられる。胴最大径13.8cm, 高台径

12 .4cmを測る。 629と同一個体のものと思われる。 631・632は灰色土に透明釉を施し，業平菱

文・菊花文・卍文・菱花文・同心円文・暖簾状文等を白士で象嵌するものである。631は炭斗耳

をもつ杵形，6321よ獅f耳に不遊環を付した蕪形の器形を足するものである。 631は高台径8.4cm

632は口径7.4cm, 器高が26.4cmを測る。 633・634は，黄褐色土に透明釉を施し，白土で雷文，

業平菱文・同心円文等を象嵌するものである。ほぼ球形状の胴部に，やや外反する口縁部をも

ち，[)村部を平らにしたものである u633の口径が12.0cm胴径 24.8cm,634の胴径 21.0cm, 高台径

13.2cmを測る。635は淡黄色士に， 636は灰褐色土にやや緑味を帯びた透明釉を施す，広口花生で

ある。6361よ頸部を欠くが，635には象耳をもつ。口縁は635がラノパ状に開くのに対し， 636はやや

口縁部を内側にとりこんでいる。料面全体にやや緑色味を帯びる茶褐の釉で蛸足唐草文• 青海

波文・七宝文・鋸歯文等を描く。

第30表花 生計 測表 （単位： cm) 

No 分類 器高 口径 頸部径 胴部径 底径 No 分類 器高 口径 頸部径 胴部径 底径

628 陶器 6.8 14.6 12.8 633 陶器 12.0 11.2 24.8 

629 ,, 8.0 5.4 634 ケ 21. 0 13.Z 

630 /;, 13.8 12.4 635 I/ 28.8 20.0 17.0 9.9 

631 ，， 4.6 8.4 636 ，，， 30.0 15.2 16.7 9.7 

632 ，， 26.4 7.4 7.0 13.6 8.4 ，， 

第19節水注 （第94図、図版41)

637・638が水注である。6371よ注口部を欠くものである。口径7.8cm, 器高12.0cm, 胴径 16.8

cm, 高台径 10.6cmを測る。円筒状の器形をもち，取手の蔓は藷蔓である。灰色土に外面に透明

釉を，内面に黄褐色の釉を施す。 638は、蓋受部と取手の一部を欠くものである。胴張りの円

筒状を呈し，胴の下位から注口部が立ち上る。胴径 14.0cm, 高台径9.0を測る。 637・638は，

器面に白 tをもって菊花文・卍文・菱花文.,t毎花文・雷文等を象嵌するものである。

-139-



＇ '' '' 

631 

633 

。b
dcm 

ヽ

第92図花生実測図 (1)

-140-



攣: | 
， 
＇ 
＇ 
I 
I 
I 

,7 I o .. 
‘’ 
'' 
'. 
'' 
'' 
'' I ¥ 

。b
m
 

c
 10d 

第93図花生実測図 (2)

0 0 0 
BJ @ 

e 。

。ヒ 了
第94図水注実淵図

-141-



第20節茶家類（第95・96図、図版41・42)

茶家は，湯茶等をわかす「土瓶」のことである。これらの多くは陶磁料溜No2から多く出土

し，遺物総出土鼠の大半を占めるものでもあったが，復元・閃化できたものはわずかである。

悩形の卜から，略球形状を国する小形のもの (639~652) , 大形のもの (657~660) , やや

円筒状に近いもの (661~667) に細分できる。このうち大形のものは山茶家・円筒状のものを

甘酒注と俗 1こ称することがある。蓋とセノトで使うが，共蓋がほとんどである。

(1) 639~656は胴部が球形に近い小形のものである。胴部最大径のところに注fl部を貼りつ

けているが，注rlは直線的なもの (639・644・649・650・651) と曲線状のものとがある。ロ

縁はやや直[l気昧となり，肩には小穴を穿った二角状の蔓取付部をもつ。碁笥底状の底部近く

には， ：．個の足をもたないもの (639・642・644)ともつものがある。又足は注口の下にあるものと

ややずらして付すもの (655・656) がある。口径4.4~8.6cm,賠高8.3~10.0cmを測る。 6391よ

白土に透明釉を施し，器面に微細貫入がみられる。640は白土に透明釉を施し，黒土により菊花

文・ 「※」文穿の象朕を施している。 640~643は，灰色士に透明釉を施すが，胎土に鉄分を多

く含むためか黒ゴマ様の斑点がみられる。僻面には白土により菊花文・斜格—f・文・ 「※」文・

菱花文等を象脳している。643は足をもつが，もたないものの方が多いことか他の破片よりうか

がえた。644は白土にやや黄色味を帯びる透明釉を施している。胴部には青梅波文・斜格子文を，

注 IJ部に珀足唐草文をll音茶褐色の釉で描く。これと同様の文様をもつものでは灰色tにやや緑

色味を帯びた透叫釉を施すものの破片もある。 645,646は白士にやや黄色味がかった透明釉を

施す。料面には黒褐色しり釉で草花文を描く破片である c

647~649は，赤褐色土に白土で化粧を行なった後，青・茶褐色・緑の釉で幾可文を描くもので

ある。その卜から透明釉を施している。琉球焼の茶家である。 650~6561よ，茶褐色土に緑色昧

を帯びる茶褐色,~/釉、i施している。656は長期わたる使 Illのためか，釉が緑褐色に変化し，底部

付近はススがややI厚く付行している C651は童ね焼用の貝目の痕を残している。

639 ~ 656での，胴と注l」との接点には小穴を穿っているが， 639~654では径 1cm弱の穴を「

ー・，つり［文」状に 3個、 655・656では径1.5cm前後のものを lfl甜穿っている c

(2) 657~660は山茶家の類である。 6571よ，やや胴の張るもので，蔓も陶製で藷―蔓であり，径

1. 5cmを測る C l l径9.0cm、胴径 14.9cmを測る。胴と注LJ部との接点の穴は「ヒ耀文」状に 7個

穿っている。 1バ色土にやや灰緑色昧を帯ひる透明釉を施し，協面に貰人がみられる。

658・659は注Il; 祁が11縁のすぐ下にあるもので，筒状とならないものである。注口は上部は胴

に切り込みを入れ，外へ外反することにより，下部は枯土板を貼りつけることによりつくり出

している。注 11のい祁に桜取付部を貼りつけるものであるか， 658は破損したためかさらに頸部

に穴を穿って再使用した痕かある。茶褐色土に黒褐色の釉を施している。660はほぼ円筒状の胴

部をもち，やや直線的な半円筒状のやや長い注11を貼りつけるものであるっ胴と注1lの接点は

径2.5cmの平円状の穴を穿っている。灰色士にやや阪縁色味を帯びた透明釉を施しており，沿面

に粗い貫人がみられる。
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13) 661-667は甘酒注の類である'" r l径10.6-15. 2cmを測る 3 ほぼ円筒状に近い器形を呈す

るもので，[J縁渾は「く」字状に外反し，内側に蓋受部をつくり出している。蔓取付部は口縁

部内側の卜端部に小穴を字った二角形状のものを付す。注［」は頸祁に二角状の穴を穿ち，こ角

形の枯士を貼りつけてつくり出し，筒状とはならない。 底部は667でみるように碁筒底状をなす

ものと考えられる。白土ないしは淡黄褐色土にやや黄色昧を常びだ透明釉を施しており，頸部

や釉の1旱くなる部分ではやや緑色昧を帯びる。器面に 1よ細貫入がみられる

第31表 茶家計測表 （単位： cm) 

No 分類 リ'"屯' ―r占口1 口径 胴径 底径 ¥Jo 分類 n岱n~晶- I! 径 胴径 底 ff

639 陶器 8.4 6.0 13.2 5.Z 654 陶器 10.0 7.0 13.2 

640 ，，， 4.4 11.1 655 ，， 9.6 6.4 13.0 5.0 

641 ケ 5.7 11.2 656 ，，， 9.9 8.6 14.8 8.0 

642 ❖ 5.5 11. 5 5.5 657 ,,. 9.0 14.9 

643 ，， 9.8 6.4 11.5 4.8 658 ，，， 13.5 16.4 

644 ，，， 11. 9 5.0 659 ，， 13.2 16.5 

645 ，，， 破片 660 ❖ 12.2 

646 ，， ク 661 ,, 13.2 

647 'l 8.3 5.4 11.6 7.6 662 ，，， 15.2 

648 ，，， 8.0 4.4 11.0 6.2 663 ケ 14.2 

619 // 6.0 12.8 664 ，，， 12.6 

650 ，， 10.0 6.3 11.8 ,1.2 665 ，， 10.6 

651 ，，， 9.7 6.5 13.0 4.4 666 ,, 11. 0 

652 ，，， 9.9 7.5 13.1 5.8 667 ，，， 20.2 10.0 

653 ク 9.0 6.0 12.5 5.6 

~143--



~-> 646

二cm 第95図 茶家類実測図 (1)
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第21節蓋類 （第97~100図、図版43、44)

668~826が蓋類である。これらは陶磁器溜No1・2からほとんどが出土した。沿形から山蓋

(668~ 693・695~ 812), 平蓋 (694・813~817),落蓋 (820~823), 割蓋 (824) 等に分類ができる。

用途としては茶家蓋，印合蓋，茶入蓋，水注蓋窮がある。

(1) 668~681は山低で疵やかえりをもたない，天井部と fl縁部がほぼ直角をなすものである c

688は，径3.6cmを測る。白土に透明釉を施している。黒士で菊花文を象悩している勺器面には

微細貫入がみられる 0669~674は径6.2~ 9. 8cmを測り、白土に透明釉を施す c細貫入が監面にみら

れる。6751よ径9.0cmを測る c 灰色土に透明釉を施す。やや緑色味を帯びた茶褐色の釉で同心円文

を上面に，側面には 1叫線を描く。 676はやや深いものでイ予6.2cmを澗る。灰褐色土に透明釉を施し

ている u 677~ 681は染付磁器で印合の蓋と息われるものである。口径4.8~5.2 cmを測る。 677

～秋草文 ・678~680は山水文， 681は大根文を呉須で描く。

(2) 682~ 686は，内齊する fl緑部をもち，つまみを持つものである。茶家（甘酒注）の蓋と

思われる 0[_]径 11.6cml2.2cmを測る。白土 (682・685) や灰色土 (683・684・686)に透明釉在

を施すものである。 682・685はやや黄色味を帯びる。料面に貰入がみられる。

(3) 687~691は，内弯する口緑部に高台様のつまみをもつものである。 rJ径9. 8~ 12 . 0 cm , つ

まみ径2.7~3. なmを測る。白土にやや黄色昧を帯・びる透明釉を施し，細貫入が器面にみられる。

(4) 692・693は透し文様のある香炉の蓋と考えられるものである。 692は11縁部が小さなかえ

り状とな＇）ている。径 7.&mを淵る。 K面に 1よ悔花文を透し彫りや陽刻を行なっている。 6931よ

径 10.0cmのものでlJ縁が内弯するものである。上面には松皮菱文の透し彫りを施し，動物のつ

まみを付していたと考えられる。白土に透明釉を口唇部以外に施し，微細貫入が全体にみられ

る。

(5) 694は弓状に反ったものである。径 11.0cmを測る。 1バ色土にやや緑色昧を帯びる透明釉を

施し，茶褐色の釉で唐草文，同心円文を描いているつ天井部には施釉されていずに赤褐色を旦

している。

(6) 695・696は茶入の蓋である。 695ぱ庇部をもつものである。庇部3.6cm, I」径2.2cmを測る

小形のものである。灰褐色土に茶術の釉を上面のみ施す n 696は庇かやや内弯するもので天井部

は浅く削り出されている。！仮褐色の釉を上面のみ施す。

(7) 697~699は水注の蓋である。庇はほぼ水平にのび，天井部は三角形に削り出さており，

つまみまで貫通する小穴在有す。白上に透明釉を上面のみ施し，微細貫入がみられる。

18) 700・701はつまみをもたない蓑笠状のものである。 700は庇径6.0cm, t, 恥';j2.0cmを測るも

ので，灰褐色土に鮫肌状の釉を上面に胞す。 701は庇径5.6cm, 沿高 1.2cmを測る。日上に透明釉

を卜．面に施し，僻面に細貫入がみられる。

(9) 702~801は球形状の胴をもつ小形茶家の蓋である。庇径 5.2~ 8. &:m , r, 恥貨1.6~4.1cmを測

る。）(11噌1;にfl縁部を貼り付けて庇をつくり出したものである。702~706(よ臼土に透明釉を上面

と）く井部に施す。沿面には微細貫入がみられる。 707・708は「l土に透明釉を上面と天井部に施
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し，黒上で菊花文を象嵌している。 709~720は灰色土に透明釉を上面と天井部に施す。胎土に

鉄分を含むためかゴマ状の黒斑点がみられる。 721~729は白土にやや黄色昧を帯びだ寮明釉を

施し，茶褐色の釉で蛸足唐草文を描く。 7261よ透明釉が完全に溶けていない。 730は1仮色士にや

や青緑色味を帯びた透明釉を施している。茶褐色の釉で放射状の線を描いている。 731~736:ょ

黄褐色土 (732・734)や白上を塗り，青・黄褐色・緑色の釉薬で幾可文を描いて透明釉を施す

も切である。 737~751は茶褐色土に暗緑褐色の釉在施すものである。 752~758は直ね焼ぎを行

なっだ痕を残し，その部分は釉がよく焼けてなく，その外側の部分（火のよくあたった部分）

とは発色に苓がみられる。茶褐色土に緑褐色の釉を施す。 759・760は茶褐色の釉を施す。 761 

は茶褐色土にやや緑色昧を帯びる茶褐色の釉を施す。 762~766も761と同様である。 767~ 774は

茶褐色土に黄茶褐色の釉を施す。 777~780は赤茶褐色士に茶褐色の釉を施す。 781は釉が完全に

溶けていず緑色昧を帯びた白濁状となっている u 782~785は白土に茶褐色の釉を上面のみでな

＜天井部にも施す C 786は茶褐色士に茶褐色の釉を上面及び天井部に施す。787は茶褐土に788は

灰褐色上に茶褐色の釉を上面のみ施す。 789は灰褐色上に茶褐色の釉を卜且i及尺井部に施す。

790・791は赤茶褐色土に茶褐色の釉を 790は上面のみ,791は上面及び天井部に施す0792~801 

は茶褐色土に茶褐色の釉を上面のみ施す。

(10) 802 ~ 808は山茶家の蓋である。庇径8.3~14.0cm,各苔高3.6~4.8cmを測る。 803・804は白

土に茶褐色の釉を施す。 802は茶褐色土に茶褐色の釉を施し天井部にも施している。 805は茶褐

色上に黒褐色の釉を， 806は赤茶褐色のやや砂質土に緑褐色の釉を施す。 806の K面には重ね焼

の跡がみられる。 807・808は茶褐色のやや砂質土に807が茶褐色， 808が暗緑褐色の釉を施す。

(11) 809~812は短い口緑部が内弯し，短い庇をもつものである。 809は庇径8.4cm,料高2.8cm

を測る磁悩である。 つまみは玉状のものである。 810・811ぱつまみに穴をもつものである。

白土に透明釉を施し，沿面に細貫入がみられる。庇径は810が9.8cm,811が11.8cmを測る。 812

は上面に呉須で唐草文を描く染付磁器である。

(12) 813~819は平蓋の類である。 813は径 8.0cmの円板に径 0.8cmのつまみを付したものであ

る。灰色土に透明釉を施す。 814は径8.4cmを測り，精製枯上を用いた土帖質のものである 0815

・816は無施釉の素焼ぎのままである。 817は花弁を陽刻するものである。 Fl七に透明釉を施し，

微細貫人がみられる。 818・819は短い LJ緑部を付つものである。 818はPl形， 819は六角形を塁

していたと思われる。『］土に透明釉を施しているぃ

113 820~823は落蓋の類である。 820は同心円状文を呉須で描く。「1土に白濁釉を施す。 821は

径5.2cm在測る，灰色士に透明釉を施すものである。 822は「l士に透明釉を施すもので径5.6cmを

測る。底は糸切りである。 823は径7.4cmを澗るもので，灰色土に透明釉を施す。茶褐色の釉で

同心円状文を描く。
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(14) 825・826は土師岱蓋である。円板状のものに円筒形のつまみをもつものである J ろくろ

目をよく残している。茶術色を呈する，精製帖土製のものである。径は825が10.8cm、826が15.4

cmを測る。

第32表 蓋類計測表 （単位： cm) 

No 分傾 器高 lJ 径 庇径 つまみ径 No 分類 閉高 I J 径 庇径 つまみ径

668 陶侶 3.6 709 掏器 3.5 4.4 6.2 1. 4 

669 ケ 1. 4 8.2 710 ，， 3.2 4.3 6.0 1. 4 

670 ，，， 2.4 7.6 711 ，， 3.2 4. 6 6.0 1. 6 

671 /; 9.8 712 ，，， 3.4 4.2 6.0 1.4 

672 1、 8.4 713 1/ 3.3 4.2 6.2 1. 4 

673 ,, 8.2 714 ,,. 2.6 4. 2 6.0 1.1 

674 ,, 8.6 715 ケ 3.5 4. 7 6.2 1. 6 

675 ，，， 2.0 9.0 716 ク 3.3 4.3 6.0 1. 5 

676 ，， 4.2 6.2 717 ケ 2.7 3.8 5.6 1. 4 

677 磁器 1. 2 4.8 5.2 718 ケ‘ 2.8 4.1 5.6 1.5 

678 ,, 1. 2 5.0 719 ，，， 3.0 4.4 6.0 1. 6 

679 ，，， 1.1 5.2 5,3 720 ケ 3.3 4.4 5.8 1.5 

680 ，，， 1.1 6.6 721 ，，， 2.9 4.3 6.3 1.4 

681 1. 3 6.6 722 ケ 2.8 3.8 5.8 1. 2 

682 陶器 2.5 11. 0 2.0 723 ケ 4.0 .Jr .~ I 

683 ，， 3.0 11.6 1.8 724 // 3.6 5.8 

684 4ヽ 2.9 12.2 2.2 725 ケ 3.4 4.4 6.2 

685 ケ 11. 0 726 ケ 3.2 4.2 6.2 1.4 

686 ,, 11. 6 727 ，，， 3,8 6.0 

687 ケ 3.7 11.0 3.2 728 ケ 4.4 6.0 

688 /,, 2.7 9.8 2.7 729 ケ 3.3 4.4 6.0 1. 4 

689 ケ 3.0 12.0 3.0 730 ,, 2.8 4.8 6.0 1. 4 

690 ,, 2:5 10.8 2.8 731 ケ 2.8 3.8 5.2 1. 6 

691 ，，， 2.6 11.4 2.8 732 ケ 2.9 3.6 5.2 1. 6 

692 ，，， 7.8 7.8 733 ,,. 3.2 3.4 5.6 1. 6 

693 ,, 10.0 734 ケ 2.8 3.8 5.4 1. 2 

694 ，，， 1.3 11. 0 735 ，，， 2.7 3.8 5.8 2.0 

695 ケ 2.2 3.6 736 /,, 3.2 4.4 5.8 1. 7 

696 ，，， 2.2 3.2 737 ，， 3.5 4.2 5.6 1. 6 

697 ケ 2.2 1.4 2 4 0.8 738 ,, 3.3 4.6 6.1 1. 4 

698 ,,. 2.2 1.6 2.6 0.9 739 ，， 3.3 4.9 6.6 1. 6 

699 ，， 2.2 1.4 2.8 0.6 740 // 3.4 4.8 6.6 1. 3 

700 ，， 2.0 6.0 4,2 711 ,, 3.2 4.8 6.8 1.5 

701 ，， 1. 2 5,6 4.1 742 /,, 3.7 5.2 7.4 1. 7 

702 ク 3.0 3.9 5.6 l. 3 743 ，， 3.8 5.0 6.8 1.6 

703 ケ 3 .4 4.4 5.8 1. 5 744 ,, 3.7 6.0 8.2 l. 7 

704 ,, 3.0 4.4 6.2 1. 6 745 ，， 3.4 6.2 8.8 2,0 

705 ケ 3.1 4.0 5.7 1.3 746 ケ 3.0 4.2 6.0 1.4 

706 ,, 2.8 3.8 5.4 1.4 747 ，，， 3.4 4.8 6.4 1. 7 

707 ケ 1. 6 4.2 5.4 1.0 748 ，， 3.8 4.8 6.6 1. 6 

708 ケ 2.8 3.8 5.8 1. 2 749 ，， 3.1 5.0 7.0 1. 8 
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第33表蓋類計測表

No 分類 益""~晶 口径 庇径 つまみ径 No 分類 器高 口径 庇径 つまみ径

750 陶器 3.5 5.6 8.2 1.8 789 陶器 3.4 6.0 8.0 1.6 

751 ,, 3.9 5.8 7.8 1. 6 790 ，， 3.3 4.6 6.8 IA 

752 ，， 3.3 4.8 7.1 1. 5 791 ，，， 3.2 4.8 6.8 1.4 

753 ケ 3.3 5.4 8.0 1. 7 792 ，， 3.4 4.8 6.8 1. 4 

754 ケ 3.5 5.4 8.0 1.8 793 ,, 3.2 4.6 6.6 1.4 

755 ，，， 3.6 5.6 7.6 1.8 794 ケ 2.9 4.2 5.8 1.4 

756 ，，， 3.8 5.6 7.4 1. 8 795 ,, 3.1 3.8 6.3 1.3 

757 ，， 3.3 4.8 7.0 1.5 796 ，，， 3.3 5.4 7.2 1. 5 

758 ,, 3.4 5.8 8.0 1.8 797 ，， 3.1 5.4 8.0 1. 6 

759 4ヽ 3.0 5.6 8.0 1.5 798 ，， 3.4 5.4 7.2 1. 6 

760 ，，， 3.2 5.8 7.6 1.6 799 ，' 3.6 5,4 7.2 1.8 

761 ,, 3.4 5.4 7.4 1. 5 800 ，，， 3.4 5.0 6.8 1. 6 

762 ，，， 3.2 5.0 7.2 1. 7 801 ケ 3.1 4.4 6.4 1. 4 

763 ケ 3.6 4.8 7.0 1.8 802 ，， 4.8 8.2 11.6 2.6 

764 ケ 3.4 5.0 6.8 1.6 803 ，， 10.2 13.2 

765 ケ 3.9 5.0 6.6 1. 6 804 ❖ 8.0 9.8 

766 ，， 3.4 5.0 6.6 1. 5 805 ,, 3.6 11.4 13.2 2.8 

767 ケ 3.4 5.0 6.8 1. 7 806 ，， 4.1 11. 2 14.0 

768 ケ 3.7 4.8 6.8 1. 7 807 ，， 3.7 9.0 10.4 2.0 

769 ケ 3.6 5.0 6.6 1.5 808 ，， 10.8 8.3 

770 ，， 3.5 5.0 7.0 1.6 809 砲器 2.8 7.2 8.4 0.8 

771 ケ 3.6 5.2 7.0 1. 6 810 陶器 2.5 8.2 9.8 2.2 

772 ，，， 3.4 4.8 6.8 1.8 811 ，，， 10.8 11.8 3.8 

773 ,, 4.1 5.4 7.7 1.8 812 磁器 9.6 10.6 3.8 

774 ，，， 3.2 5.4 7.8 1.4 813 ,, 1.8 6.4 8.0 1. 6 

775 ，，， 3.0 4.8 6.8 1.4 814 ，，， 1. 5 7.4 8.4 2.0 

776 ，， 3.7 5.5 7.8 1. 9 815 ❖ 2.5 7.3 1. 2 

777 ，， 3.2 4.6 7.0 1.6 816 ，，， 2.3 6.6 1.0 

778 ,, 4.0 5.2 7.6 1.6 817 ，，， 9.2 

779 ，， 3.7 6.0 8.2 1. 6 818 // 10.8 9.2 

780 ，，， 3.1 5.6 7.8 1. 5 819 "' 1. 5 14.4 16.2 4.2 

781 ,,. 3.3 6.4 8.2 1. 8 820 /,, 1.1 2.6 0.8 

782 ク・ 3.0 4.0 6.0 1.4 821 ,, 1. 7 2.8 5.2 1.1 

783 ,, 3.6 4.2 6.0 1.6 822 ，， 2.6 3.0 5.6 1.0 

784 ,, 3.2 4.6 6.0 1.6 823 ，， 3.5 3.4 7.4 1. 4 

785 ，，， 3.S 4.2 6.0 1. 5 824 ，，， 2.8 8.0 9.4 2.0 

786 ，，， 3.2 5.0 7.0 1. 7 825 ，，， 2.8 10.8 5.8 

787 // 3.0 4.8 7.0 1.1 826 ケ 15.4 

788 ，， 3.2 4.6 6.2 1. 5 
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第22節燭台 （第101図、図版44)

827・828が燭台である。皿状の土台に円筒状のものを付すものである。 827は白土に透明釉

を施すが，釉が完全に溶けてないため白濁状を呈する。筒部の穴は底部まで貫通している c

底部径7.0cmを測る。 828 は底径5.8cmを測る。茶褐色上に茶褐色の釉を施す c 筒部は「 U」字

状となる。

第101図燭台実験図
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第23節 記銘等のある陶磁器類（第122~106図・図版45~47)

陶磁器の側面，見込み，底面等に，呉須，鉄釉，象嵌，墨苫，針書き等で，役座名，所有者

納人年月日や紋が記銘されているものが出上した。器種は碗，皿，盤，花生，茶家等である。

本節ではこれらを見成し記述する。

第102図829~843は「御数寄屋」と判読できるもので類である。 829~833は白釉のかかる碗に

縦位に「御数寄屋」，横位に「数寄」， 「屋」， 「数寄屋」と鉄釉で書く。834~843は皿、盤の

側面や見込みに「御数寄屋」かこれに類する銘が読みとれる。

844~846は「廣」， 「御廣」と読めるもので845は呉須書きで磁器碗である。御廣以下は欠損

しているが「御廣敷」の役座のあることから「御廣敷」と思われる。

847は染付皿の底面に「大巽」と呉須書きする。この皿は辟形，見込みの文様等から江戸中期

以後の伊万里焼である。 848~853は「…寄…中座」， 「・・・中座」， 「…中・・・」 と鉄釉で書かれ

た白釉碗である。846でみると、現存する大字の配列から「寄」の前に 2字、 「寄」と「中」の

間に 1字が人る。854は遷元焼成された胴部に肉太の「座」が読めるが前後は不明である。 855 

~8571よ遷元焼成された碗の胴部に「座間」 「間」が鉄釉で書かれている。

858は徽細貫入が入る遷元焼成の臼薩窄焼の胴部に「書」と達箪で彫りこまれたものである。

859は灰色の色調をもつ胴部に臼上をもって「中」と象嵌するものである。前述の「中座」の

ものかは 1字のため不明である。 860~863は「役所」， 「・り・・・所」 ， 「…所」， 「所」 と見込

み，底面，胴部に因かれたもので， 862は白土の象嵌，他は鉄釉である。 864,865は碗の胴部F

位に「番」が，；、）もみとれる u 「御使番」等の役座はあるがヒ位を欠くため不明である。

866は皿の見込みに「若」と鉄釉で書く。867は徽細貫入の入る遷元焼成の白薩摩の胴部に「方」

と彫りこまれたもので， 858 と年法は同—心である。 868 は鉄釉である。 869 は「作」， 870 は「内」

である。 870は897以ドの「…之内」の一種と考えられる。

871 ~875までは「咆」を見成した。 871~873は胴部， 874は碗見込みに鉄釉で書き， 875ぱ磁

悩稜花皿の底面に「座」と焼成後に釘様のもので刻占する。

876は「上」， 877は貫入の入る灰色を旱する胎士の碗に「御」と彫りこむ， 878、879も「御」

である。以ドは欠落しているため役座名等は不明である。

880は胴部に「口fH」, 881は「山」と鉄釉で書く。いずれも碗である。 882は碗見込お83は胴

部に「INF」と鉄釉丸きするー）

884は碗兄込みに「和」， 885は碗見込みに「田中」と鉄釉で書く。 886,887は碗胴部に「嫌」

の字が読みとれる c 887の以下に「田」と思、える画があるところから，あるいは「嫌田」ではな

かろうか。 888は「肴」， 889は「住」， 890は「―-」である。いずれも碗の胴部に箕かれたもの

である， 891:よ錦手の香合の蓋で，内面に「二」と緑釉で序かれたものである。

表面には秋社が描かれている。

892は碗の底面に呉須， 893は碗の見込みに鉄釉で書くものである。
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894は兄込みに海浜を描いた染付皿であり，底面に「休」と釘様のもので刻書する。 895も染

付皿の底面に「1木」と刻書する。この染付皿は伊け里焼であることから，城内に持込む時に所

有者名の一部を刻書したものではなかろうか 0 896は胴部に「口木」と呉須書きするものである。

上の文字は判読ができない。 897~899は遷元焼成されだ皿の見込みに「二十ノ内」， 「tJi J 

内」と鉄釉で書く。 「―こ十ノ内」あるいは「十五ノ内」とはこの種の皿が20枚， 15枚を一組の

セ，ノトとしてあっかわれていたのかもしれない。

900は碗の底面に釘様のもので 2字刻書している C 1字は「芋」に酷似する。

901は盤の見込みに[!t: をもって大きく嵌したものである。判読不明である。

902は碗の底面に「六」と呉須苔きする。 903はやや小ぶりの碗で高台院に「合」と彫りこま

れたものである。 904ぱ碗の底面に「宙六日十日 J と釘様のもので刻書する。

9051よ餌人である。釉のかからない底面に「コカ」と墨害する。餌入は他にも多数出土してい

るが（第73同475~498) 墨甚のものはこの 1点である J 「コカ」はうぐいすやめじろ等受玩した

島類の名前ではないだろうか。

906は遷元焼成された水艦で，胴部に「玉里」と鉄釉で書く。 907は士師岱皿で，見込みに「吉」

と縁どりした墨書である C 908は磁悩碗で1反面に 4字を釘様のもので刻書する。「文二上城」と

判読したが，刻書のために字体が崩れる。

909は化生胴部である。この胴部に「御家老 町田勘」， 「御使堀四郎左衛門」と白生地に斉

七で象嵌する。 「御家老 町田勘…」は， 「本藩人物誌」に依れば，町Ill伊賀守久則入道石心

, !;1t11; ベ？慶安＿こ年 光久公御家老役被仰付候＇寛文二年延宝四年十•月十日卒」その嫡f も解解由を

名のる。堀四郎左衛門は「四郎左衛門入道宗勲代御使役並地頭被仰付候」 （諸家大概）とある a

父が神左衛門で天正～窟水までの人であるが特定はできない。

910も花生の噌1;で「（•春」， 「御」と白土生地に青土をもって象嵌する。 911は「やうゆ，

912は「よ・・・ ，はし…」と読めるもので911 は白土の象嶽， 912 は呉須〖きであるっ

914は破損した碗の断面に鳩苫するが判諫不明である。 913は断面に横位の県内がある。

915-922は茶家蓋及び茶家底に墨苔する 0915は蓋内面に「御伺御 J-11人座」，論のあしには「□
永こ年町1り月!・□」。 916の蓋内面には「餌l徒目付方」， 917の蓋内面には「の」， に「口 7 

月」， 918の蓋内面には「月」， 919は「小□」， 920には「T」と墨閏し， 920には「小長」と刻

甚する c

噂げlj/卸月］人／喉」， 「御徒日付ガ」は役座名があり， 「月」はあるいは「 H番座」， 「月番

御目附J "ifの役座名ではなかろうか。またあしに墨丸された年月 Hは沿物の受人れの期日とも

考えられる。 922は刻苫するもので「金益 べ'(i去」と，涜める。

923は素焼きのもので沿形，用途である（）この岱面に間切りをし，「1:JJ石此外」とヘラで刻苫

する C 924 は上師沿llll の兄込みにざれ絵が墨閲されている。 925~928 にはそれぞれに刻印が押さ

れている 0 925は「サカイ 大川麻庄 御泊所」， 925は「□坂」 927は「籾窯」， 928は「琉球」

である。 9271よ藩政期のものかは不明である。
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第105図記銘等のある陶磁器類(N)

929~ 951は，碗，鉢，蓋，花生，香炉の側面等に絞を呉須書きや象嵌したものである。

いずれも臼薩摩焼である。

929, 930は青上を象嵌， 931~ 935は呉で御絞を描いている。 936~938は胴部に稜線をもつ沿

形のもので， 936,937が呉須書き， 938が青士の象嵌である。

939~944は鉢及び鉢蓋である。 939~942は呉須書きで， 940は発色が薄く淡い青色を旦する。

943は青土の象嵌で焼成は悪くピンホールがみられる。 941は蓋で944の口径に合致する。蓋面

に呉須で御絞を書くが濃淡が著しい。 9441よ鉢で944同様濃淡が著い。

945, 946は花生の胴部に象嵌及び呉須で書く。 946はやや細身の御紋である。

947, 948は3足の香炉と思われる。胴部には丸に梅が向う絞で青士で象嵌する。

946も同様の絞を花生に書く。 950は桐絞を青土でもって象飯する。葉脈は 3対，薬先は丸く

納まる。桐絞は島津家使用のものである。 951は丸に捻き梶の葉の絞を青土をもつて象飯する

この梶紋は「鎌倉初期，島津家初代忠久が信濃より九州に移住の際，ともに諏訪明神を鹿児島

に勧請，領内総鎮守とした領内にひろく分祀され，信仰者の臣下が梶を家絞とした」伊藤幸作

著「日本の絞章」とあることから，諏訪神社か，あるいは家臣の絞と考えられる。
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第24節 瓦 （第107~117・ 図版47~50)

瓦は軒丸瓦，軒瓦，平瓦，桟瓦，丸瓦，鬼瓦，棟込瓦，島伏間の他に陶器瓦の軒丸瓦，軒瓦

丸瓦が出土した。 その多くはE 10, 11区， , J - 22区であった。

(1)軒丸瓦（第 107、108図・ 図版47)

軒丸瓦は園縁がすべて索文で，内区に連珠文と巴文， 8弁の菊花文，桐文，ぼたん文の違い

がある。 952は径16cm,周緑輻2.2cmを測るもので内区は15個の連珠と：つ巴文である。灰色を

呈する。 953は径16.5cm , 周縁幅2.4cmを測り内区は16個の連珠と三つ巴文で，茶褐色を呈す954

は径14cm,園緑幅2.7cmのやや幅広で，内区は15個の連珠と三つ巴文である。 955は径 15cm周緑

幅2.2cmを測り内区は14個の連珠と三つ巳文である。 956は径17.5cm, 周縁幅1.8cmを測り，内区

は12個の連珠と三つ巴文であるが，連珠， 巳とも間隔がある。 957は径14cm, 周縁幅1.4cmを測

り，内区にはやや間隔のある 13個の連珠と巴文をもち， やや薄手の造りである。

958は径12.5cm, 同縁輻 2cmを測る。内区は12個の連珠と三つ巴文である。

959は径15cm, 周縁幅 2cmを測り，内区には肉太の 8弁の菊花である。 960も同様で径14.7cm, 

固縁径1.8cmを測る。

961 ~963は内区に鉛のある 8弁の菊花をもつ紆丸瓦で， 962, 963は鉛が丸味をおびて退化し

ている。径は各々 14.5cm, 12. 5cm, 13cm, 周縁幅1.6cm, 2 cm, 1.7cmを測る。

964は復厄径22.4cm, 周縁幅3.5cmを測り，内区は桐絞である。色調は茶褐色を呈する。

965は復元径15.8cm, 周縁幅1.6cmを澗る。内区は牡丹である。灰色を呈する。
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(2)軒瓦（第 108図966~977・ 図版47)

966~968は鎌軒瓦である。 966は垂れ長さ4.5cmで牡丹唐草文である没67、968とも垂れ長さ4,5

cmを測り，型くずれのない端正な牡丹唐草文である。

長さ，幅，尻，尻の切込みは不明である。

969~972は巴唐草軒瓦である。 969は小巴径8.5cm, 垂れ長さ 4cmを測り，垂れには牡丹唐草文

がつく。 970は小巴径9.7cm, 垂れ長さ 4cm, 971は小巴9.5cm, 垂れ長さ4.3cm, 972は小巴径8.3

cm, 垂れ長さ 4cmを測る。長さ，幅，尻，尻の切込み等は不明である。

973~977は垂れ部のみで鎌軒瓦か巴唐草軒瓦かは判明しない。

(3)平瓦（第 109図978~981・図版48)

978は長さ 33cm,尻幅32.5cm, 頭幅23.8cm, 谷の深さ 3.5cm, 厚み 2cmを測る。小口は垂直切

りである。 979は長さ 26.6cm, 尻幅29.8cm, 頭幅28.1cm,谷の深さ2.9cm, 原み1.8cmを測り，小

口は垂直に切る。 980は長さ 33.2cm, 尻幅30.6cm, 頭幅28.3cm, 谷の深さ 2.9cm, 厚み1.9cmを測

る。小口は垂直に切る。 981は長さ31.7cm,尻幅39.2cm , 頭輻27.9cm, 谷の深さ4.2厚み2.Ocmを

測り小口は垂直に切る。

これ等の平瓦は溝水溝⑰の側壁に利用された平瓦とほぼ同規模のものである。

(4)桟瓦（第 110図982、983・ 図版48)

982は長さ 28.5cm, 尻幅26cm,頭輻30cm,厚み1.8cm,頭の切込み長さ 4cm, 頭の切込み幅 4

cm, 尻の切込み長さ 4.5cm, 尻の切込み幅 4cmを測り，頭に幅 2mmの面取りをする，左右の小口

もわずかに面取りをする。 983は長さ 28.5cm, 尻幅28.3cm, 尻の切込み長さ3.6原み2.1, 尻の切

込み幅 4cmを測り，頭及び小口はわずかに面取りする。

(5)丸瓦（第 110図984、985、第 111図・図版49)

984は胴長33.5cm, 玉縁長3.6cm,尻幅16.5cm, 頭幅16cm, 高さ 8cmを測る。頭やその他の内

面には幅約2.3cmの面取りがあり，内面には布痕があり，その布痕の上を幅 1cmのヘラ状工具で

縦位に数条引くため凸凹がみられる。背に「太喜」と刻印する。

985は胴長33cm,玉縁長3.5cm,尻幅15.7cm,頭幅15.4cm, 高さ 8cmを測る。頭内面は幅 4cm 

他は約 2cm輻で面取りする。内面は布痕がある。

背には「伊庄」の刻印がある。 986は胴長32cm,玉縁長4.4cm, 尻輻16cm,頭幅16cm,高さ 7.5

cmを測る。頭内面は幅 4cm, 小口は1.5cm, 1 cm輻に 2面の面取りする。内面には布痕と縦位に

幅 1cmの板痕がある。背に「ハ」の刻印がある987は胴長30.2cm, 玉縁長4.5cm, 尻輻15.7cm, 

頭輻15.5cm, 高さ 8cmを測り，頭内面は幅 3cm, 小口は約 1cm幅に 2面の面取りする。玉縁内

面を主に撚糸痕がある。

背に刻印があるが判読不明である。 988は朋長不明，玉縁長4.8cm, 尻幅16cm,頭幅15.5cm , 

高さ 8.5cmを測る。小口は 2面の面取りをし，内面には粗い織りの布痕がある。背に刻印はない。

189は朋長27.8cm, 玉縁長 4cm, 尻幅15.5cm, 頭輻15.5cm, 高さ 7cmを測る。頭内面は輻4.5cm

の面取り，小いも幅 1-2 cmに2面の面取りがあり内面には布痕がある。刻印はない。
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(6)鬼瓦（第 112、113図・図版49・50)

990は底径35.5cm, 高さ 29cmを測る台状を背に鬼面を配するものである。

鼻頭及び小鼻は丸く肉太に盛りあげ，鼻孔はやや上個ぎにくり抜く。結んだ口は左右端で大

きく開き 2本の牙が外向きにするどく突出る。閉じた口はヘラで直線を切込みきびしさを表現

している。中央部で連結された長短 2本の角は丸く肉太に仕上げて外に突出る。短い角にはヘ

ラの押引きによる 3条の線を刻む。

眼孔はこの角の外側に配し丸くくり抜いている。盛り上った額は頭に続き，この額より頭に

かけてはヘラの押引きによる 9条の線を縦位に入れる。耳は左右上端につく。中空に仕上げる

が，中央に縦位の幅 3cmの仕切りを設け，その左右に長径 8cm, 幅 3cmの穿を孔ち龍頭とする

991は京覆輪雲水跨鬼瓦である。左右足径は復元径41cm,高さ21cmを測る。中空で龍頭は突起す

る。

992-994までは鬼瓦の一部である。

990, 991が灰色であるのに対し， 992-994は茶褐色を呈し， 994は焼成も粗い。また接合部が

剥離している個所がある。この剥離面でみると接合部はヘラで刻目を入れ接着しやすい方法を

とっている。

これ等の鬼瓦がどの建物に付くか，あるいはどのような鬼瓦が他に有ったかは不明である。

現存する写真でみるど，図版64-※の鬼瓦は991の形に類似する。この建物は数寄屋造であ

る。図版64一⑤の建物は平木葺きで，その棟には鬼瓦は経の巻型等の大棟鬼瓦に見える。

いずれにしても鬼瓦の出士が少なく，しかも 992-994の鬼瓦片では同種の鬼瓦片が他に出土

したにも関わらず接合，復元するには至らなかった。

990 

゜ 『
第112図鬼瓦(1)実澗図
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(7)棟込瓦 （第 114、115図・図版50)

周縁は索文で内区に11-12弁の稜をもつ菊花をあしらった菊丸 (995-999) と木葉を三つ追

いにしたもの (1000) で径7.5cm~ 9 cmを測る。1001~ 1004は半円状のもので輪違いの棟込瓦で
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î • 
rt 

t

人'

ヽ

゜

ふ、

9

た
5

,

S

＞〉

,
＾

9
 

、
)

，＇ 

-g ◇

-

/
、
分．
 

`
ン
/

ー

X

•
、

軒込瓦 (1)実測図

1003 

第115図 軒込瓦 (2)実測図

-170 -



(8)鳥伏間瓦 （第116図・図版50)

周縁索文で内区に16,15, 13個の連珠及び三つ巴文をもつもので，径13cm,12cmを測る。

(9)陶器瓦 （第116図・図版50)

陶器瓦は軒丸瓦，軒瓦，丸瓦の類である。 1008は周縁は索文，外区は珠文をはさみ唐草文，

内区は三つ巴文である。復元径15cmを測る。 1009は周縁は寿文，内区は 2個の珠文をはさみ唐

草文とその内側に三つ巴文である。復元径16.4cmを測る。 1010はやや幅広の索文の周縁と，内

区は連珠文， 三つ巴文である。復元径14.2cmを測る。 1011、1012は垂れに唐草文を施すもので

垂れの長さ 3.3cm , 3 .5cmを測る。 1013,1014は丸瓦で玉縁が付く。 なお薩摩藩における陶器瓦

の生産は承応年間に開窯された田之浦窯である。陶工は喜平兵，小右衛門父子である。

本瓦が田之浦窯焼成のものであるかは不明である。

(10)瓦の刻印（第117図）

ただ，

瓦に刻印されたものを集成した。瓦は遺構に接して出土したものは少ない。従ってこの刻印

も藩政期より明治期のものが混在するものと思われる。「吉」，「大喜」，「⑱」，「R」,「左衛門」，

「叫，「⑮」,「二」 「兵J i河野製造」竿、、寸てある。

第25節 墳（第117図・図版50)

1032は茶褐色を呈し， 一面に 「文政二年口 卯正月十五 口城」 とヘラ書きする。他の

細片に「口山」 ともある。厚さ 3.6cmを測る。 1034,1033は黒色を足し，原さはそれぞれ3.2cm

cm3 .3cmを測る。復元径はいずれも不明である。
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第26節

a , b -20, 21区， A地区建物

跡につく雨落溝③の外側の焼士中

より出士した。

断面は四角形を呈し，頭は折り

曲げた角釘である。

長さ 3.1~11. 6cm, 断面径0.2~ 

0 .7cm, 菫さ 0.5~ 19. lgを測る。す

べて二次的焼成を受けていること，

城の最終面から出土したことなど

から明治 6年 (1873)焼失時のも

のと考えられる。長さ，断面径，重

さは表示するとおりである。

第27節

版51)

かんざしは総長12.5cmを測る耳

かき付きである。

胴部は竹の節を造り，薄い金ぱ

くを張り，

する。胴中央部には穿孔がある。

差部は二叉になり全長9ふmを測

る。青鋸の地である。

第28節

釘（第118図・図版51)

かんざし （第118図・図

その上に竹笹を毛彫り

鏡（第118図・図版51)

鏡部径8.5cm, 柄部幅1.5cm,

み1.5mmを測る柄鏡である。

縁は直角式で低い縁体となり，

柄は短かいす発形である。背肌は大

粒砂目地で，文様は中央下から左

J-: にかけ弓，弓の上に兜，弓と兜

の上方には右より左にかけて梅を

あしらっている。左隅には「藤原

光口」

厚

と作者銘がある。光の次は

正とも読めるが欠けているために

正確にはわからない。
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第29節刀装具（第 118図・図版51)

長径3.5cm, 短径2.8cmを澗る惰円形の青銅製のもので柄頭である。

第30節飾金具（第118図・図版51)

長径3.3cm, 短径2.7cm, 厚み 2mmを測る花菱形で，中央に径2.5mmの孔がある。この孔を中心

に四方に花弁，四隅に唐草文が配されている。唐草文内には波状の波線を描く。青銅製である。

第31節 キセル（第119図・図版51)

1070~ 1072までが雁首， 1073が吹口でいずれも吉銅製である。 1070は長さ 5.5cm, 火皿径1.5 

cmを測り竹製の羅宇が残仔する。 1071は長さ 6.2cm, 火皿径 1.5cm, 1072は長さ 5.5cm, 火皿径

1. 2cmを測る。 1073は吹口で 4cmを測る。

第32節古銭（第120図・図版52)

古銭は洪武通宝，寛永通宝，天保通宝の 3種類が出土した。径，孔径，鼠目は表示するとお

りである。

第34表釘計測表 （単位cm,g) 

番号 長さcm 断面径 重さg 番号 長さcm 断面径 重さg 番号 長さcm 断面径 厘さg 番号 長さcm 断而径 重さg

1035 11. 6 0.6 xo. 7 19 .1 1043 6. 7 0.4 X0.4 6. 2 1051 5 .1 0.3 X0.35 2. 2 1059 3 3.15 0.25X0.2 0. 5 

1036 11. 45 0.5 X0.7 18.7 1044 6, 6 0.5 X0.35 3.9 1052 4.4 0.3 X0.3 1.7 1060 3, 2 0.2 X0.2 0.5 

1037 7. 75 0.45X0.4 6, 9 1045 9, 7 0.5 X0.4 6.8 1053 3. 7 0.3 X0.3 1.3 1061 3.1 0.2 X0,25 0. 65 

1038 8. 5 0.4 X0.4 6. 25 1046 5.5 0.3 X0.25 1.7 1054 5.4 0.2 X0.2 0. 7 1062 2.35 0,85 

1039 7. 5 0.4 XQ,45 7 .15 1047 4, 55 0.3 X0.3 2.1 1055 4.4 0.2 xo.z 0. 75 1063 12. 6 2. 9 

1040 7 .0 0.4 X0.4 6.65 1048 4. 0 0.25X0.2 1.1 1056 3 .15 0.25XO. 2 0. 7 1064 12. 6 

1041 7. 0 0.35X0.45 3. 7 1049 4.1 0.2 X0.17 0.6 1057 3.8 0.3 XQ.3 1.15 1065 3.45 7 .0 

1042 7. 25 0.45X0.4 8. 2 1050 4.1 0.3 X0.3 1. 5 1058 3. 3 0.2 X0,2 0. 65 1066 3.4 12. 9 

第35表古銭計測表 （単位： cm, g) 

番号 径 (cm) 孔 径 鼠目囮） 備考 番号 径 (crrv 孔 径 最目囮） 備考

1071 2.3 0.6 X0.6 2.4 1081 2.3 0.7 X0.7 2.3 

1072 2.5 0.6 X0.6 3.3 1082 2.35 0.7 X0.7 3.05 

1073 2.5 0.65X 0.6 3.0 1083 2.35 0.65X0.7 2.5 

1074 2.4 0.6 X0.6 3.1 1084 2.4 0.65X0. 7 2.4 

1075 2.3 0.65X0.65 2. 7 1085 2.3 0.65X0.65 2.4 

1076 2.4 0. 65X0.6 2.2 1086 2.3 0.7 X0.7 2.0 

1077 2.4 0.6 X0.6 3.0 1087 2.3 0.6 X0.6 2.1 

1078 2.3 0.65X0.65 2.1 1088 2.2 0. 65 X0.65 2.1 

1079 2.4 0.6 X0.6 3.7 1089 2.3 0.7 X0.72 1.6 

1080 2 .4 0.65XO. 6 3.1 1090 4.9 0. 75X0.85 22.4 
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第33節 その他の遺物(1) (第 121図、図版58)

1091~1093 は窯道具である。 1091 は底径21. 0cm , 1092は底径17.4cmを測る。共に砂質の耐火上

で焼かれている。内面の底にはカオリン砂が塗られている。 1093は円板形脚付隔板である。厚

さ7mmの円板に 3個の脚を付したものである。 1694は白土に透明釉を施すもので，頭部を欠く

が持仏の類であろう。 1095は高杯である。古墳時代に属するものであろう。

~: こここここニーニ 三 1093

1091 /71-,fヘ f

L~□ 〗口;/） □
-------—~ ← 94 rT下「T---tI I I I I 

ー

L

第121図 その他の遺物(1)実測図

第34節 その他の遺物(2) (第 122図・図版53)

1096-1131は明治即判染付磁器の類であり，鹿児島城に直接関わる遺物ではないが一部図化

し資料化を行った。 1096-1115が碗類， 1116-1124が十二弁花状の口縁をもつ皿類，1125-1131

が小形の皿類である。器面には菊花文• 福寿文・花牟文等を印判にて染付されている。

第36表 印判染付計測表

No. 分類 器高 口径 高台座 高台径 No. 分類 器高 口径 古回ム口古向 高台径

1096 磁器 5.2 9.8 0. 8 4.2 1114 磁器 4.6 10.0 0. 7 3. 7 

1097 ，' 6. 0 12.0 1.0 3.4 1115 ，， 4.3 9.4 0.6 3.6 

1098 ，， 5. 5 9.6 0.8 4.0 1116 ，， 4.2 13.8 0.9 8.8 

1099 ，， 5.4 9.6 0.8 3.6 1117 ，， 3.8 13.8 0.8 9.0 

1100 ，， 5. 5 10.0 1.0 3.8 1118 ，，， 4.0 14.0 0.8 8.4 

1101 ，，， 5. 2 9.0 0.8 3.8 1119 ，，， 4.8 13.6 0. 7 8.4 

1102 ,, 5.1 9.6 0. 7 3.4 1120 ，， 4.0 13.8 0. 7 8.5 

1103 ，， 5.8 9.4 0.8 3.6 1121 ，，， 3.5 13.6 0.6 8.8 

1104 ~ 5.2 9.6 0.8 4.0 1122 ,, 3.8 13.0 0. 7 7.6 

1105 ，， 5.4 9.8 0.9 3.8 1123 ❖ 3.8 13.0 0.8 7.8 

1106 ,, 5. 7 10.1 1.1 4.0 1124 ，，， 2.8 12.8 0.8 7.6 

1107 ケ 5.8 9.8 0.8 3.8 1125 ，， 1. 9 10.4 0.3 6.4 

ll08 ，，， 5. 2 10.0 0.6 3.8 1126 ~ 2.1 10.4 0.2 6.6 

1109 ,, 5. 8 9.8 1.0 4.0 1127 ，， 2. 1 0 10.0 0.3 6.0 

1110 ，， 5.6 10. 2 0.8 3.8 1128 ，，， 1.8 8.4 0.3 4.4 

1111 ，， 5.8 9.8 0.8 3.8 1129 ，，， 2.0 10.8 0.2 6.4 

1112 /,, 4.3 10.4 0.5 3.8 1130 ,,. 2.9 9.0 0.6 3.6 

111? ~ 4.6 9.8 0.6 3.6 1131 ,, 3.0 8.6 0. 7 3.6 

（単位： cm) 
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第¥Jl[章 成尾常矩指図と検出遺構

今回の発掘調査で多数の遺構を検出した。調査の結果，遺構は明治 6年 (1873)焼失時，鹿

児島（鶴丸）城本丸における最終時のものと判明した。

これ等遺構の配置は現存する成尾常矩の手になる指図のうち雨落溝等の区画と一致し，指図

の正確さが立証された。従って検出遺構と指図を比較検討しながら発掘調査は進められたし，

遺構にも各々その名称や部屋名等を冠することができ，本丸跡の復元，検討に役立った。

指図の製作者，成立事情については五味克夫先生の玉稿にふれられているので，本章では指

図と検出遺構との関連について述べる。

指図には部屋名，役座名，その他門，他等が記されている。これ等を隼成すると，

部屋名一虎之間（床あり），杉之間、菊之間，山吹之間，竹之間，敷舞登，荀薬之間，松之

間，孝行之間，御対面所，ヒガキ之間，麒麟之間（ニヶ所あり），梅之間，水仙之

間，御塁子之間，波之間，椿之間，象之間，瀧之間，表御書院，猿揖之間，龍之間

熊之間，唐子之間，大菊之間，奥御書院，桜之間，サキ之間，二之間，牡丹之間（

御小息所），水草之間（棚、床あり），御水屋，御茶室（棚，小床あり），地震之

間（床あり），四季之間（棚，床あり），御裏御書院（棚，床あり），鷲之間，雉

子之間，桃之間，御裏御休息所，

役座名一御用，御番所，御右筆所，御側御用人，御用部屋，御側用人坐，同次坐，同坐未，

書役，御膳所頭，御徒目附，御膳配坐，奥御茶道方，御用部屋書役，表御小姓，御

近習番所，御用部屋，人足ヵ，御草履取，奥御小姓部屋，御小納戸 (2ヶ所あり）

御兵具奉行張番所，門番所，御兵具所，御兵具詰所，高奉行所，六組獨役所，御能

方，御買物所，大身分獨番所，獨役所，物奉行所 (2ヶ所あり），蔵方目附，下番

所，出張御舟手方，茶湯所 (3ヶ所あり），御使番所，御勝手方御家老坐書役，御

勝手方御用人坐，獨番，御用人坐書役，御用人坐，大番頭，月番坐，大目附坐，月

番目附，御勝手方御家老坐，書役方，御家老坐，御家老席，用達，御数寄屋，小細

工人詰所，女中部屋，諸座敷，番所

蔵 御角屋蔵，御進物蔵，蔵，御数寄屋蔵，御蔵，御裏蔵

門 等一御棲門，唐御門，塀重御門，北御門，御中門，桜之門，御一門方入口，大身分入口

寄合人口，御二役方上り口，諸士入口，御廣敷玄関，漑入口，

その他一能舞塁，御物見壼，御納戸長屋，五疋立御召御馬，雪隠 (2ヶ所あり），御風呂屋

地神，池 (5ヶ所あり），御茶道通り，御廣敷廻り，

等である。これ等から城内の配馘をみると唐御門より正面は虎之間にはじまり，敷舞台，御対

面所と続き，城内中央部に表・奥御書院とこれらに附随する各部屋がある。二丸寄りの御池に

面して御小息所等，その裏に裏御書院，裏御休息所，御子息部屋等が配讃されている。

諸役座関係は東北石垣ぎわから、城内の奥まった城山寄りに配されている。
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これ等の指図による位旗のうち，建物の外郭部分は雨落溝等の存在が考えられることから，

検出遺構も，雨落溝を中心に指図と比較検討する一方，限定されると思われる池，雪隠等の位

置関係をおさえることで、指図との照合を行った。

その結果，雨落溝①は御兵具所の雨落溝となり，雨落溝②は虎之間から御対面所にかけての

建物の区画と一致する。なおこの雨落溝には 3ヶ所の入口が検出されたが，これらは御一門方

入口，大身分入口，寄合入口に当る。 b-19 , 20区の雨落溝の角はヒガキ之間，麒麟之間であ

ろう。雨落溝⑤と⑥に囲まれた C地区建物跡は熊之間に当ることから， B地区建物跡は表御書

院である。表御書院の前は庭となっているが，発掘調査でも玉砂利敷きがわずかに認められた。

雨落溝 6はD地区建物跡に位くので，この建物跡は奥御書院，同様に雨落溝⑦に囲まれた建

物跡は麒麟之間，サキ之間に該当する。なおこれ等に囲まれたところに指図では能舞台が記さ

れているが，攪乱が著しく発掘調査では検出できなかった。

F地区建物跡及び G地区建物跡前は，指図の位誼でいけば，二之間，牡丹之間から，水草之

間を経て地震之間あたりであろうが，検出遺構の残存状況も良くなく不明確である。

雨落溝⑨付近は，指図によると御裏御書院から諸座敷にかけての地区に当るものと考えられ

るが，この地区も攪乱が著しく指図との対比は困難であった。

雨落溝⑲は指図によると北御門脇から直線で域内に入り，高奉行所，六組獨役所の建物と，

鷲之間の間に御三役方上り口が描かれているところのもので，御三役方J:り口の側の雨落溝と

なる。遺存状況の最も良かった H地区建物跡は鷲之間及びこの周辺の建物である。指図には井

戸の記載はない。 I. J地区建物跡はこれ等に続くものと思われるが，検出された遺構が不充

分であるため指図との対比は難しいが，大目附座，御家老坐あたりと考えられる。

城山寄りの上段部分の K-L地区建物跡は御数寄屋蔵，御数寄屋，御納戸長屋あたりである。

殊に礎石，根石から蔵と想定されることから，御数寄屋蔵，蔵に相当するであろう。

次に池である。二丸寄りの御池についてはすでに述べたように，第七高等学校プール建設で

すでに消滅していた。指図と位置関係が確かめられるものは池①である。検出された池は四角

形を呈していたことで，指図の池の表現も四角形であり，位置もほぼ合致する。

M地区建物跡は御兵具奉行張番所であろう。雪隠は指図によると城内のうち城山寄りに，階

段状に表現された前に描かれている。この位置は雪隠①に当るものと思われる。

城の奥部は城山につづくものである。このうち S-8 -11区に検出された切石列は，城の西

端に当るものと思われるが，指図によると，御茶道通りがこの地区あたりであろう。このこと

は排水溝⑲の角 (q-13区）は指図の御納戸長屋の南西角と一致することから是認されよう。

その他御能方から御進物蔵にかけての一画，御角屋蔵の周辺は未調査であるため対比はでき

ない。御棲門，北御門は現存するので言うに及ばない。

以上，検出遺構と成尾常矩指図との対比を行ったが，細かい部屋割は別にして，全体的な配

渥では一致することがわかり，検出遺構に各々名称を冠することができ，本丸跡の研究に寄与

した指図の存在は大きかった。改めて成尾常矩指図に負うことの重大さを知った思いである。
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第v.m章城下絵図•明治初期写真

現存する城下絵図には①鹿児島城及び町割図〔寛文10年(1670)頃、鹿児島県立図書館蔵〕②

②正徳三年御城絵図〔正徳 3年 (1713) , 鹿児島県立図書館蔵〕，③文政五年鹿児島城絵図〔

文政 5年 (1822),玉里文庫本，鹿児島大学図書館蔵〕④天保年間鹿児島城下絵図〔天保14年（

1843) , 鹿児島市立美術館蔵，県立図書館，明治百年記念館にも写本あり］，⑤文政前後絵図

〔五味克夫氏の考證により天保13, 4年頃と推定，『薩藩沿革地図』所収〕，⑥）旧薩藩御城下絵

図［安政 6年 (1859) , 鹿児島県立図書館落〕，⑦成尾常矩指図〔磯島津氏別邸，尚古巣成館，

鹿児島市立美術館蔵〕，⑧鹿児島城下略絵図〔『薩摩風上記』所収〕， ⑨鹿児島略図〔凌舎

主人草臣『鹿児島ぶり』所収〕，⑲城山南面屋形前之図［高木善助『紀行篇画帖JI〕⑪藩政時代

鹿児島市街図（県立図書館蔵）⑫城下切絵図（県立図書館蔵）⑬鹿児島城下絵図（鹿児島県立

図書館蔵）⑭藩政時代鹿児島市街地図（東京大学史料編さん所蔵）等が挙げられる。

写真は尚古集成館に多数現存するうち鹿児島城関係は 5葉である。

以下絵図，写頁の順で各々について略述する。

①鹿児島城を中心に侍犀敷を白，町を黒く画ぎ分けている。鹿児島城は正面の堀と大手橋，石

垣の上には人母屋の建物と堀を画き，本丸部を「大隅守殿居宅」二丸部を「薩麿守殿居宅」と

し，殿舎等は描かれていない。城山には大隅守殿居宅から「屋敷内よりの道」，薩摩守殿居宅

の左上の大手門，岩崎谷口にも門が描かれている。山上には番所武道具屋等の建物を描き注釈

を記載する。

そのほか海より引いた堀，岩崎谷口に祈祷所，正面に犬追物馬場や，甲突川は浅ぎ砂川と記

されている。この絵図は，「大隅守J,I薩摩守」の名称で注記するとともに山上の諸建物等や居

館から城山に通ずる道や大手門等の記載から，城山が山下の居館と一｛本となっていたことがう

かがわれることなどから，本絵図は初期の様子を残したものである。

②鹿児島城を中心に正面及び北東に侍屋敷を描いている。石垣は二丸境にカギ形に折れ城山際

まで続く。この石垣の石側に「薩摩守居宅」，左側に「嫡子部屋栖之内居宅」と記す。唐御門

は剥落があるが，向こう唐門の表現が読みとれる。また二丸の石垣には長屋を描ぎ，朱字で「

此所ー張紙を附其張紙二此長屋を堀二相直申度候而書出申候」とあり，二丸前にも朱字がある。

本丸と 1脱の境は石垣で囲み切妻犀根の番所がある。

ロK覺
松平薩摩守城卜薩州鹿児島、近年度之及大火、殊常年者爾度薩摩守居宅近邊迄類焼仕夕、然煮薩磨守居宅曲絵之タド→、前ミ嫡子部屋
栖之内罷在夕屋敷御座内、右園二P斤夕長1冦を附置申夕、又者右近邊二家来共差縦内屋敷有之、火用心悪敷御座夕間、此節右長屋を屏
二相直、右字米来共屋敷茂取除、薩摩守居宅に家作遠有之夕様仕度夕、此段御内意申上度薩摩守存夕、以上

朱「正徳二年」 松平薩摩守使者
阿多六郎右衛門． 巳十二月

（薩藩旧記雑雑追録四八）
とあり先の長屋を塀に直したいとの注記と一致する。

③縦158:m,横270cmで，鹿児島城及び磯から南泉院あたりまで描く一方，城跡，社寺等につい

ては由緒を記している。鹿児島城はコ字形の堀に御楼門橋，北御門橋がかかり，それぞれに御

楼門，長屋門を描く。石垣には御角屋蔵、塀、長屋があり，鬼門除けのカギ形の石垣も表現さ
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れている。二丸境の堀の角には石垣が描かれている。また御底と本丸の門には番所が置かれ，

護摩所，鐘撞棲，六ヶ所屋敷，岩崎口番所等も描く。本丸の城内は空白にし， 「慶長七年 f寅冬

家久公上山城，上御屋敷構岡本御内貞御移生遊候ば芯暉唐人縄”慶長七年 lj詣文政五年迫＝百廿一年―

罷成り」， 「元禄九年内+四月二三日夜御城回禄」と記す。また上山城と鹿児島城の間に「慶長

十五年家久公分伊勢貞昌御使を以曰置江被差越島津下網守常久L被仰聞趣ハ太守様ハ山下,,-被成

御座候間上ノ山城御預被成候旨被仰聞ー～付同年夏上ノ山L罷移家居等出来之上八月分罷移同十八

年十月妻子引越上ノ城，］罷在候」とあり，鹿児島城の築城後も引続き防備がなされていたことを

示している。上山城には馬乗馬場，本馬乗馬場も記されている。本図は五味克夫著「王里文庫

本「文政五年鹿児島城絵図」について」（鹿児島大字史学21) によると， 「久光公御写大正五年複写」

として， 「蒔画書棚入附」となっており，表紙の題名には「文政五年鹿児島城総図：冒~~-複写」と

あると記述され，由来が説明されている。

④は多用されている絵図である。この絵図については「天保年間鹿児島城下絵図注解」（五味克

夫著、大江出版社刊）に詳しい説明がなされている。縦 173cm,横 335cmの六曲半双屏風である。

本章では鹿児島城について記述する。コ字形であった堀は二丸側堀がない。この部分は角櫓

下の石垣と二丸石垣部分に石垣，この石垣の上に板塀らしきものが画かれている。鬼門除の部

分には「鬼門隅欠之図」とあり，堀に柵が描かれている。石垣には二丸寄りに御角之蔵があり，

しつくいの塀を経て御楼門となる。御楼門よりは長屋となり，北御門に続く。北御門は長屋門

に描き「北ノ御門」と記す。城内には「虎之間」， 「御兵具所」， 「御対面所」， 「御書院」，

「御納戸」， 「御本丸大奥」の注記がある屋根は桧皮葺様に表現し，棟は箱棟とする。瓦葺屋根

は御兵具所，御納戸である。

⑤は第 1新橋ヨリ立馬場通鞄靱冬冬磯迄。第二立馬場ヨリ廻冷水城ヶ谷妙谷寺草牟田迄。第

三吉野橋ヨリ下川内，池之平迄。第四図武橋高麗町橋ヨリ武三尾崎御屋敷芝立松迄。第五錦崎

西田橋新上橋炉木馬場ヨリ常盤寿国寺迄。の 5図のうちの 1つに当るものである。町割、屋敷

居住者，敷地坪等詳細に記入ちれている。鹿児島城はコ字形の堀に 2つの橋が架かり，石垣の

上には、御角櫓，御楼門，塀が描かれ，城内は空白となる。城の正面は空地をはさみ，「御用地」

「演武館」，「造士館」が並び，その周辺に島津讃岐，島津図書，入来院平馬，肝付主殿，御蔵地

小松相馬等の屋敷が配されている。

⑥は縦 346cm,横 452cmの絵図で，武家屋敷，諸役所，神社，寺院等を詳細に記し，色別も

なされている。城は堀（二丸側の堀は記入されていない）と 2つの橋を描くのみで，城内は空

白になり「御城」と記すのみである。城の正面は空地をはさみ造士館，演武館等は絵図⑤と同

様である。この周辺には赤色で塗られた屋敷が並ぶ。注記には「達貴聞屋敷直被仰付夕場所

屋敷」とあり，これに刻当するのは島津讃岐，島津図書等御一門方と呼ばれる 4家や日渥，花

岡等の各島津家やそれに準ずる大身分の屋敷である。またこれ等の屋敷に面した道路は緑色で

塗られ，同様注記には「達貴聞屋敷直被付り 馬場通」とある。本図は「旧薩藩御城下絵図」（

五味克夫著『日本の市街古地図廉島出版会）に甜召介‘，詳述：されている。
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⑦は第Vil章で述へたものである。城内の指図のほか，周辺の絵図が鹿児島市立美術館蔵には

付く。指図の成立事情，作成者等については五味克夫先生の玉稿に記述されているところであ

る。⑦— 2 は指図に付く、本丸等の略図で，瓦葺は赤く塗り表現する。

⑧は『薩摩風士記』所収のもので，御楼門，角櫓，堀，石垣，大手橋等が簡略に描かれてい

るが，位固は他の絵図と同様である。 『薩摩風土記』の成立年代は，五味克夫先生の考證では

文政 4年 (1821) 頃と推定されている。

⑨は天保6年7年頃 (1835)薩摩に来遊した凌舎主人草臣の見聞記の中に描かれた略図であ

る。角櫓，御楼門に囲まれた城内には「O」の御紋と「御本丸」を記す。本丸の周辺には屋敷居住

者の名前を記載する。

⑩は文政11年 (1828) から天保10年 (183 9) にかけて鹿児島を訪れた高木善助の写生画

『紀行篇画帖』の城下罠である。城内はやや粗いタソチで各建物が描かれているが，歴恨や，

箱棟の表現はこれまでの絵図とほとんど相違はみられない。虎之間に当ると思われる建物は入

母屋風に描く。堀には柵が設けられている。⑪～⑭はその他の絵図である。

写真①，②,① -2は御楼門を中心に正面より撮影されたものである。

御楼門は入母屋造，瓦葺の重層門である。連子を中心に他の壁はなまこ壁である。屋根には

シャチホコが対に乗る。門際には門番所も見る。

御楼門の右側は狭間をもつ入母屋造，瓦茸，なまこ壁の建物，左側は塀につづき，角櫓を見

る。

③は鬼門除けのある東北隅から正面及び北御門方向を撮影したものである。伍垣の上には，

瓦葺，人母屋造の長屋で，正面の建物は上部に狭間を配し，壁はなまこ壁である。

北側の建物は棟が一段低く，壁には狭間が付く。北御門は瓦葺，切妻屋根の長屋門であろう。

④は「御池」の橋から E地区建物跡を望む方向の写真である。建物は瓦蘇，寄棟造りで士屁

の付く書院造で，正面，石垣寄りは棟が変る。

池は折曲した浅い池で，水源は瀧石組をつたい流れ落ちている様子がみえる。

池には石灯ろうや橋が架かる。石橋ぎわの石には「九皐橋」と刻まれていることが，現存す，

るこの池の石によってうかがい知れる。

⑤は④の橋よりやや正面，石垣寄りから撮影されたものである。右側には④の屋根がわずか

に写っていること，池の石灯ろうは④の石灯ろうと同一であることから⑤は④の建物の続きで

ある。指図によると棟変り部が「御小納戸」，続いて「二之間」， 「牡丹之間」， 「水草之間

」， 「御水屋」となる。平木葺の屋根に土屁が付く書院造りである。御小納戸には格子が見え

る。他に沓脱石，手水鉢等が見える。

⑥は「御池」の一部である。撮影方向は石組，背穀の植込み，塀らしきものが，④の方向と

違うことから，城内，麒麟之間の前から二丸寄りの撮影ではなかろうか。

イヌマキ，ソテツ等の植込みのほか，石灯ろうが見える。この石灯ろうは④に見える石灯ろ

う際の植木と同一であることから④の石灯ろうである。
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第区章 鹿児島（鶴丸）城本丸関係略年表（附、島津家歴代藩主系図）

和暦 西暦 こ と が ら 和暦 西暦 しヽ一 と が ら

万弁 3 1026 大宰大監平季基、島津庄を開発 元録 91696 鹿児島大火、城内に延焼、本丸焼失

文治 1 ll85 島津忠久、島津庄下司職に補任さる。 元録161703 城下南方、南東門、東北堀埋没のため浚澳の願許可

建久8 1197 島津忠久、薩隅守護職 宝永 1 1704 鹿児島城、対面所、小番、大番所完成

安貞 l 1227 島津忠時、薩摩守護職 宝永4 1707 本丸作事終了

暦興応国 42 1341 島津貞久・催馬楽・東福寺城を陥れる。島津氏久居城 " ” 
御等門呼御称出変更、北御門脇之茅斤長犀門→長犀御門輝家老

とす。 衆 入口→中之口等

専元慶中 4 1 1387 島津冗久、清水城へ移る。 宝永6 1709 大願寺を鹿児島城南酉に移し、南泉院と号す

！心水 1 1394 島津冗久、福昌寺創建 正徳3 1713 絵図作成

応永18 1411 島津久豊、守護職となり、消水城へ
,, 

" ー丸、下屋敷前、火餘(tlJ)ため空地とする。記緑所厩屋へ

応永32 1425 島津忠国、薩隅日三州の守護職 旱保12 1727 城下土居堀破損

文明 2 1470 島津立久、襲封する。 旱保17 1732 鹿児島下町大火

又明 6 1474 島津忠昌、襲封する。 享保201735 鹿児島居宅、櫓虫付で解体、材木取替

永正 5 1508 島津忠昌自殺、島津忠治襲封する。 延旱2 1745 築地諸役座、御下屋敷長屋へ引越し

永正12 1515 島津忠隆襲封する。 宝磨 5 1755 木曽川治水工事完成

永正16 1519 島津勝久襲封する。 宝暦 9 1759 普請方出火、奉行所、材木蔵焼失

大永7 1527 島津勝久、島津貴久に家督を譲る。 明和 3 1766 城下土居大雨のため崩壌

天文 4 1535 勝久、清水城を捨て帖佐に走る。 安永2 1773 造士館、演武館出来る。

天文 6 1537 島津忠良(□新）実久と紫原に戟う。 安永3 1774 国史館（記録所）落成

天文12 1543 鉄砲伝来 安永8 1779 明時館（天文館）出来る。

天文19 1550 島津貴久、伊集院より鹿児島内城に移居 天明 5 1786 二丸一円とする。門の名称変更

天文23 1554 岩剣城の戦（鉄砲使用する） 文化 7 1810 楼門前板橋、石橋に改め願

永緑9 1566 島津義久、守護職をつぐ 文政 5 1821 玉里文庫城下絵図

天正15 1587 島津義久、豊臣秀吉に降服 天保6 1835 玉里邸完成

文緑 l 1592 文禄の役、義弘15,000人の軍勢を率いて朝鮮に1'i',兵 天保10 1839 上水道改修（挙俣8年(1723)創設という）

慶長 2 1597 慶長の役 天保13 1842 「薩藩治革地図」所収切絵図

慶長 5 1600 関ヶ原の戦 天保14 1843 城不絵図（鹿市立美術館所蔵）三国名勝國会

慶長 6 1601 島津義弘・忠恒の赦免・領国の安堵 弘化 3 1846 西田石橋出来る。

II " 上山城普請 嘉永3 1850 天保山砲台出来る。

慶長 7 1602 忠恒鹿児島城を築く、義弘、清水・東福寺城をすすめる 安政 6 1859 城―ド絵図（鹿県立図苔館所蔵）

慶長 9 1604 鹿児島城へ移徒（見聞秘記） 文久3 1863 薩英戦争
,, 

" 島津義久、国分新城へ移る。 明治2 1869 廃仏毀釈

慶長11 1606 楼門削板橋渡り初め 明治4 1871 廃藩潰県、鎮西鎮台第 2分営

慶長14 1609 琉球を平定 明治5 1872 明治天皇行幸

慶長171612 御楼門柱立 明治6 1873 本丸炎上、成尾常矩指図（明治11年改写）

慶長181613 塀普請・蔵の柱立 明治101877 二丸炎上、西南戦争

慶長19 1614 大坂冬の陣 明治17 1884 （県立）中学校造士館設立

冗和 1 1615 一国一城令 明治34 1901 （官立）第七品等学校造士館設立

几和 3 1617 家久、松平の称号受く、幕府の領地而判物受く 昭和20 1945 空襲により校舎全焼、石垣一部崩壊(60、5607万石）
寛永 2 1624 家久、江戸常住 昭和271952 鹿児島大学文理学部全焼

寛永14 1637 島原の乱 昭和32 1957 鹿児島大学医学部、鴨池町より移転

寛永16 1639 城屋敷立替• 石垣修補 昭和35 1960 石垣一部崩壊

正保 2 1645 鹿児島海痒石垣築箔及び浚澳につく幕府の許可受＜ 昭和491974 鹿児島大学医学部、宇宿町へ移転

慶安 3 1650 大雨により鹿児島城破損 昭和531978 発掘調査（昭利54年まで） 昭ン和タ5ー8黎年歴明史舘資開料館七・

寛文 4 1664 鹿児島城石垣崩壌 " -G '師久ー'伊久
寛文8 1668 鹿児島城下堀、浚渫の願を許さる。 忠I 久一忠2 時一久経一忠4 宗—貞久 氏久T7元久

延宝 5 1677 鹿児島城東北門破損、東北に新規聾立願許可

延宝 6 1678 鹿児島下町大火 L 久8 CJ `  Ill II げ忠治

延宝8 1680 鹿児島大火（田尻殿大火）
豊—忠国一立久一忠昌ー［"忠隆 ,c " 

勝久一貴久l'義‘義久t 
天和 3 1683 ー丸建直し 弘コ
元禄 2 1689 鹿児島大火 匝家久ー,0光久一綱久一20綱貴二.,,吉貴一'2継豊丁n“定重は年ゴ

冗禄 3 1690 鹿児島城下荒田町焼失
巨重蒙五斉宜五斉興竺斉彬ニ忠義
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第X章まとめ

今回の発掘調査で，建物跡，雨落溝，排水溝，池，井戸，上水道石管，水漕，その他の水利

施設，橋，門，雪阻，階段等の遺構と，薩摩焼を主体に，伊万里焼，琉球焼の，碗，皿，菜入

小形容器，蓋置，猪口，餌入，高坪，水盤，香炉，風炉，鉢，甕，植木鉢，すり鉢，壺，徳利

花生，水注，茶家，茶家蓋，燭台，瓦，博，釘，かんざし，鏡，古銭，印判染付等の遺物が出

士した。

遺構は重複，遺構間の切合いや，検出された遺構の配霞と，現存する絵図，写真の比較検討

の結果，明治 6年 (1873)焼失時のものであることが判明した。鹿児島城本丸は元禄 9年 (16

91)焼失し，その後約13年の歳月を経て再建され明治に至っていることから，今回検出遺構は

元禄 9年以降から廃城時のものである。このことは出土遺物が，ほぼ近世中期以降に集中する

ことからも肯認されることである。

検出遺構のうち建物跡の平面形は寸断があるものの，当時の殿舎平面を知ることができるが

上屋構造等については，現存する指図，絵図，写冥等から類推するのみである。

まずA地区建物跡は瓦葺で箱棟の建物が想定される。この建物跡は表門「唐御門」に相対

する玄関口に当り，「虎之間」と呼称する。この部屋には「杉之間」，「御番所」，「菊之間」，「山

吹之間」が田字形に配され，「敷舞台」，「御対面所」へと連らなる。敷舞台は舞台を取り外しで

ぎる能舞台とみられることから，饗応作法として欠くことのでぎない能が行われた場所であろ

うし，御対面所は，接客，対面の場であることから，接客，対面の行われる書院造の建物で表

向きの場所である。部屋への入口も「御一門方入口」，「大均分入口」等その身分によって規制

する＾方，対面所の前には広く庭をとり，塀重門も構える配潰は近世武家社会における諸作法

にかなった殿舎配閥とみることがでぎる。

B、C、D地区建物跡は，「表御書院」，「奥御書院」を中心に各部屋が囲まれている。そして，

この書院には前庭を設けることも A地区建物跡と同様である。奥御書院の前には常設の能舞台

が設磁され，熊之間より橋掛りが表現されている。この地区も表向ぎの建物であろう。

A~D地区に共通していえることは、根石径，深さともに大きく，強固にしつらえているこ

とである。ことに A地区建物跡の根石は他の建物跡に比較して大きい。

これに対し， E, F地区建物跡は根石も小さく，使用された石材も軽石を多用し、やや軽い

感じを与える。指図でみる平面は部墨が一列に配され，これまでの建物と趣を巽にする。現存

する写真でも，瓦葺，平木葺の平屋に土屁が付く数奇屋造りである。部屋名に「牡丹之間」が

あり，これには「御小息所」と注記していることや，藩主が二丸や，神社参詣の道順として，

「f卸里通」から「桜之間御中門より御入」（列朝制度）等あることから，内向きの建物であるこ

とが知れる。この建物には沓脱石，手水鉢が渥かれ，庭には，折曲した浅い池泉があり，水源

は瀧組石が組まれている。水源は享保 8年 (1723)設謹されたという上水道石管の水を利用し

ていることは，上水道石管①）～③）の終未がほばこの水源とみられる位謹であることからもうか
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がい知ることができる。この一列形の平面，数寄屋造り，水源に享屎 8年以降の上水道を利用

したことをあわせ考えるとこの建物は元禄大火以降の建物であることは明白である。

この建物に続く二丸，城山寄りの大奥部について 1よ破壊が著しく見るべき遺構の検出はなか

った。

次にH~L 地区建物跡である。これ等の建物は諸役座関係の建物であることは指図や絵図の

配鷹によって知れる。 I地区建物跡やその奥部には［二階共二」との註記があり，二階建の建

物であったことがうかがわれる。 H地区建物跡は今回の発掘調査でももっとも遺存度の良好な

建物であった。礎石も大受石と柄石に大小の差異があるごと，礎石に残された柱の焼失痕から

使用材の大きさを一部知ることもできた。

上段部分のK, L地区建物跡の礎石，根石間の狭さ，配置状況は他の建物跡と異っていたが

指図等により蔵の建物であると推定された。 蔵は「通昭録」によれば「土蔵七軒，内一軒，長二拾

七間，横三間，一軒，長拾二間，横三間，一軒，長八間，横三間，一紆，長七間，横三間，一軒，長弐間，横二間，

一軒長拾ー間，横二間半，一軒，長七間，横三間」とあるが，指図及び検出したものとの対比はできなかっ

た。 M地区建物跡は位置から御兵具奉行張番所に当ると考えられる。この建物は指図，絵図等

では瓦葺に表現されているし，写真でもその一部をかい間見ることができる。

井戸は 5基検出できたが，他に北御門際には第七高等学校当時その仔在が知られていたこと

から， 6甚はあったものと思われる。その他に「通昭録」では「御城山内五ヶ所出水」とあり，

城山の水も利用していたし，先述の上水道も利用したであろう。水漕については天水を利用し

た防火用水の役割が考えられる。

上水道石管は当時としてはめずらしい耐圧式のものである。従ってこのために，接合部，石

管切込み，埋設，漏水防止等さまざまな工夫がなされて城内の水を賄い，余水は城下の用に供

していたのである。

池は 2ヶ所検出したが，他に「御池」を含み 3ヶ所が指図に示されている。検出した 2ヶ所

の池は部分であり全体像は把握できない。御池については写真が現存する一方，その一部は移

築されたために一端をうかがうことができる。それによると水源は瀧石組とし浅く折曲する池

泉で，その構造は磯島津氏別邸や玉里別邸の池泉と規を一つにするものである。石組の石は多

く花尚岩を利用し，石橋際には「九41」と刻字した石も残されている。

橋のうち北御門橋は当初，第七高等学校か鹿児島大学時代に土砂を埋めて架設されたもので

はないかとの推洞をしていたが，発掘調査の結果，堀の幅部分も城内から続く地山がそのまま

であること，石垣もこの区域で終っていることなどから土橋であったと判断した。そしてこの

土橋に埋設されていた暗梨形排水溝は十．橋を突抜け底の方向へ走っていることも判明した。

御楼門前の橋については第11節で記述したとおり，板橋であったものを文化 7年 (1810) に

石橋に改め，現在見る橋となっている。上部の構造は藩主の順路である西田橋（甲突川に架か

り，ここから水上坂を経て伊集院へ至る）と同•である。

門は「御楼門J' 「北御門」， 「唐御門」， 「掘重門J' 「御中門」， 「桜之門」等がある
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このうち御悽門は今礎石が残っている。この礎石には焼失時の柱痕があり， 91X 73cmを測る

ことから鏡柱はこの大きさであったろう。その他の構造については写真のごとく櫓門である。

指図の注記には「天保—卜五年％二月御建替始マリ加］十月三日成就シテ通初ナリ」とある。ま

た唐御門については「唐御門中二十文字御絞ニシテ脇鶴ヲ彫刻シタリ細丁魚類虎之間前ノ御門

ナリ」と註記し，唐御門の様＋をうかがい知ることができる。

その他の遺構としては雪隠，階段，各種の排水溝，雨落溝が検出された。

石垣，堀は今[P]の発掘調査の区域外であったために観察により記述しておいた。石垣は｝疑灰

岩間知石を使用した切込みハギで宮勾配をとるものである。藩政期より現代に至るまで度々の

崩壊，そして修復が加えられたために，石積みに小統一が見られる。古態を良く残すところは

枡形を中心とした所である。後詰めも 1-2 m とやや簡素に思える。

以上検出遺構について述べたが，これ等の遺構にはさまざまな工夫が施されている。

まず雨落溝や予石に利用されたi疑灰岩切石は，露呈部についてはていねいな仕上をするが，

埋設部は粗く仕上げて無駄を省く。暗渠形排水溝は全て粗い仕上であること。井戸枠は外圧に

よる圧力の集中による井戸枠のずれを防ぐため，切而にして 4枚の枠石がぎしむようにし，枠

の埋設も一方を広く掘り広げて工事の容易さを計算している。

また雨水等から石垣を護るために排水は石垣を囲むことや，樋門を石垣の中ほどに設ける等

の配慮がなされている。石垣はまた不等沈下からの崩壊を防ぐために基底部には松材の角物を

胴木と使用していることも判明した。

その他，城酋諧については江夏友賢なる唐人にその吉凶を占なわせているが，鬼門に当る東

北隅の石垣はカギ形に折れ，これを「鬼門除け」とするほか，指図にみる「地神」は本丸の区

域の対角線の交点，すなわち中心部に地神を鎮座させていること等も城普譜における占い等の

具顕化とみることもできよう。

遺物は薩摩焼を主体に，伊万里焼，琉球焼が出土し，器種は多様にわたっている。これ等の

遺物は g、r-28~29区にかけての陶磁器溜に出土したものが大多数であり，時期は近世中期

以降がほとんどを占めていた。遺物のうち碗，茶家が圧倒的に多く、これ等の中には粗悪品も

みられる。伊万里焼，琉球焼は藷摩藩の交易を知りえるものでもある。

薩摩焼のうちでも，いわゆる白物のほか，黒薩摩焼といわれる日用雑器類が多数出土してい

ることから，今回の発掘調査で得られた資料は，ほぼ役座等に使用されたものであろう。

またこれ等の陶磁器には，役座名，納入月日と思えるもの，使用者名，御絞入りのものも出

土した。これ等陶磁器のほか，瓦，釘等が出上した。 i専には「文政二年•••…」の刻書がみら

れるものがあった。しかしいずれも遺構と結びつくものはなく，ことに元禄焼失前と思、われる

遺物が認められなかったことは，焼失時の灰塵は麻隅に投棄したことをはからずも裏づける結

果ともなった。いずれにしても，今回の発掘調査で多数の遺構，遺物を検出することができ，

鹿児島（鶴丸）城本丸の解明にいささかでも寄与できた。しかし，藩政全般に亘る解明は，莫

大であり，今後の解明に待っこと大である。
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あとがき

昭和53・54年度に発掘した鹿児島（鶴丸）城本丸跡の発掘調査報告書を刊行することができ

た。本城はいうまでもなく，鹿児島藩島津氏歴代の居館であった。

それだけに、発掘調査、報告書作成作業には全力を傾注したつもりである。

しかし，遺跡及び遺跡をとり巻く学問的領域は広く，かつ深く、私どもの力の及ばないこと

が多かった。本報告書が正鵠を得ているかどうかの不安は原稿を書ぎ終えた今、ひたひたと波

のようにおしよせてくるばかりである。

頻わくば，本書をご利用いただく各位にあって、取捨選択されてご活用いただき、鹿児島城

の研究が昂まることである。

最後に，発掘調査から報告書作成作業にいたる間，ご指導，ご助言をいただいた各先生方を

はじめ，炎天下，桜島の灰に悩まされての発掘に従事してくださった方々，細かい作業がつづ

く報告書作成に従事してくださった県文化課収蔵庫の方々に深く感謝いたします。
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図版二 遺構出土状況
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